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「……ふぅ」

　小さく息を吐いてコーヒーを一口。再び手元の書類に視線を向ける。

　書類に書かれているタイトルは『《御み園その》《異い戦せん雪せつ原げん》間決闘事件　第八次調査報告書』。

　すなわち六日ほど前に起きた、伊い瀬せ深み雪ゆき率いる《異戦雪原》第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいに《御園》の支部を襲撃され、その追及に行ったら成り行きで決闘もどきをやる羽目になっていたという、あの事件の調査報告書だ。

　事件自体は、詞ふみ香かの異能である“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟に守られる中、皐さ月つきの“〝万物創造オムニア・クリアート”〟が創り出した対物ライフルで、俺おれが“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟をもって狙そ撃げきすることで終了しているが、それに伴う処理や調査はまだまだ山のようにある。

　だから俺もこうしてわざわざ山の中にある本部にまで足を運んで、山のように積まれた書類や次々送られてくるメールを確認しているのだが……

「ちょっ、詞香ちゃん!?　どうして熱湯持って追いかけてくるんです!?　皐月のこと認めてくれたんじゃなかったんですか!?」

「……ひなた様への……暴言、は別問題……！」

　確認、しているのだが……

「ひぃっ!?　なんなんですか詞香ちゃん、その引きこもりらしからぬ素早さは!?」

「……まてー」

「かわいく言っても待ちませんよ!?　まずはその手に持ったお湯を捨てましょうよ!!　待ったら絶対かけてきますよね!?」

「……ふふ、まてー」

「いーやー!?　棒読み笑いはやめてくださいー！　それが一番怖いんですよー!!」

　確認、してるんだけどなあ……！

　ただでさえ連日文字ばっかりの書類仕事で滅め入いっているというのに、どうしてこいつらは部屋の中で追いかけっこをしているのかなあ……！

「ひ、ひなくん。落ち着いて落ち着いて」

　俺が苛いら立だち紛まぎれに拳こぶしを握りしめていると、その手が横から伸びてきた小さく柔らかな手に包まれた。

　まさに白しら魚うおのようなという言葉がしっくりとくる、しみ一つないすべすべのほっそりとした手指。しかし細くて小さくとも骨張ってはおらず、女性らしい柔らかさは一切損なわれていない、芸術品のように美しい手。

　そんな小さな手で握りしめた俺の拳を解きほぐすようにやわやわと揉もみながら、俺の隣に腰掛けている愛いとしい恋人──綾あや川かわ鈴すず莉りが、そっと耳元に囁ささやいてくる。

「仲良くしてくれるのは、いいことじゃない。ね？」

「それはそうだけどさ」

　たしかに、今もなお《御み園その》本部内《長おさ》の部屋で走り回っている二人──俺おれの従妹いとこで妹な御園皐さ月つきと、《御園》の誇る隠蔽班ヴエイラーのロリ班長こと月つく詠よみ詞ふみ香かのファーストコンタクトは、最悪と言ってもいいものだった。

　だから喧けん嘩か友達のような形とはいえ、遠慮なく言葉を交わし合いじゃれあって仲良くしてくれているのは、兄としても兄貴分としても嬉うれしいものがある。

　だけど……だけど、だ！

「それにも限度ってものがだな……っ！」

　いや、わかるよ？　外は雨降ってるからね？　相手がいても遊べないもんね。

　それに詞香が俺のことを崇すう拝はい気ぎ味みに尊敬していて、皐月の何気ないつっこみが逆げき鱗りんに触れてしまうことがあるのだって、重々わかってるよ？

　それでも……せめて仕事中は勘弁してくれませんかねえ!?　この仕事が終わらなかったら帰れないんだぞ!?

「…………由ゆ枝えさん、あの二人止めてくれない？」

「自分でやんなさい。あたしはこれから裏ボス戦なのよ」

　一人は半泣きで、一人は無表情に追いかけっこを繰り広げている二人を止めるべく、ソファーに座っている最年長者に声をかけるも、なんともつれないお返事が返ってくる。

「……ほぼ遊びに来てる皐月はともかく、由枝さんは勤務時間中だろ。せめて仕事しろよ」

　なんで携帯ゲーム機持ち込んでるんだよ。しかも画面見る限り今日発売の新作じゃねえか。いつの間に買ったんだよ。

「今できる仕事は全部終わらせてあるっての。《長あんた》が書類を片付けてくれないと、こっちも動きようがないのよ」

　こちらへ視線を向けることなく面倒くさそうに言うと、今度はイヤホンまで装備してゲームに集中しだす由枝さん。完全に我関せず、といった態度だ。

　そんな由枝さんにまたため息を吐つき、大きな椅い子すに背を預ける。

　そうして二〇畳ほどもある広い部屋の中を見渡せば、なんともカオスな全容が目に飛び込んできた。

　入り口側に置かれた応接セットの周囲を回るように、半泣きで逃げる皐月。

　そんな皐月を、手に茶道用だと思われる鉄瓶を持って無表情に追いかける詞香。

　ぐるぐると、ときおりフェイントを入れたりソファーの間を通ったりする二人の中心には、ソファーに座ってゲームに没頭している我が秘書、御園由枝。

　うん、カオス。カオスというより学級崩壊が正しいかもしれない。

　これが異能者の総本山《御園》の、さらにトップに位置する《長》の部屋の現状だというのだから、他の組織の上層部が聞いたら卒倒しかねない。

　疲れのせいか、それともこの目の前に広がる景色のせいか、若じやつ干かん痛み始めた頭を押さえながら癒いやしを求めて隣を──さっきからずっと俺おれの手を握ってくれている鈴すず莉りを見やる。

　彼女は先ほどまでの俺と同様にこの学級崩壊じみた部屋の惨状を見ているが、その横顔は楽しげで……どこか、母性のようなものすら感じさせる笑みを浮かべている。

　その優しい顔を見ていると、徐々に俺のささくれ立っていた心も穏やかになっていく。

「ね、ひなくん」

　そんな俺の心境の変化を感じ取ったのだろう、鈴莉がこてんと頭を俺の肩に預けて小さな体で寄り添ってきた。

「みんなもまったりしてるみたいだし、ひなくんも休憩しよ？　今日はまだ休憩してなかったでしょ？」

「……そう、だな」

　鈴莉の声は俺のことを心から気遣う気持ちに溢あふれていて、恋人のそんな声を聞かされてしまっては、俺に断るなんて選択肢は、なかった。

　握りしめていた拳こぶしを開き、すかさずすべり込んできた鈴莉の手と絡め合う。

　そうして力を抜けば、ぴったりと体がくっつき、互いが互いを支え合うようになる。

　まったりと、ゆったりと。なにを話すでもなく、なにをするわけでもなく。ただ目の前で騒がしくしている二人＋黙々とゲーム中の一人をぼんやりと眺めながら、鈴莉と二人、寄り添い合い、お互いの温かさを伝え合う。

　あいにくと爽さわやかな風の吹く昼下がりの縁側のような環境ではなく、空調管理がされた無機質な部屋ではあるが、重要なのは鈴莉と一緒にいるということ。

「あは。ん～、すりすり～」

　かすかに笑いながら、鈴莉が俺の肩に頬ほおをすりつけてくる。

　その動きで頬をくすぐりながら流れ落ちてきた銀紫の髪を一房手のひらにのせ、そっと指先で弄もてあそぶ。

　うっすらと紫色の交じった銀髪は絹きぬのようにさらさらで、癖くせや枝毛などで絡まることなく、なめらかな水のように手のひらからこぼれていく。

　そんな穏やかな時間がどれほど経たっただろうか。

「ひなくんひなくんっ」

「ん？」

「えへへ～……ちゅっ」

　弾むような甘い声に振り向けば、不意打ち気味に鈴莉が唇くちびるを合わせてきた。

「元気のプレゼント、だよっ♪」

「ありがと、鈴莉。それじゃあ俺からも、お返しだ」

「あはっ」

　小さく瑞みず々みずしい鈴莉の唇をついばむように二度三度、どちらが先でもなくどちらがあとでもなく、キスを交わし合う。

　皐さ月つきと詞ふみ香かは未いまだに追いかけっこを続けており、由ゆ枝えさんは裏ボスとやらが手て強ごわいのか難しい顔でゲーム機を睨にらんでいる。

　だから、

「ふにゃっ!?　ひ、ひなくん……っ!?　今耳に、ふ～って」

「んー？　ふ～って、どうしたんだ？」

「ひゃうんっ!?」

　言いながら、今度はつつつ、と鈴すず莉りの背骨をなぞるように指を這はわせていく。

「だ、だめだって、ひなくん。まだ由枝お姉さんや皐月ちゃんもいるんだよ？」

　困ったように眉まゆ尻じりを下げる鈴莉に、俺おれは小さく指を振り、

「だから、だよ。こうやって抱き合ってるだけなら『ああ、またくっついてるんですか。暑くないんですかねえ』程度で済むけど……あんまり大きな声を出すと、なにをしてるか、見つかるぞ？」

　笑顔で、告げる。

　すると、うすうすわかっていたのか鈴莉はもじもじとしながら、赤い顔で俺のことを見上げてくる。

「え、えとえと、それって……見つからないように、ひなくんの攻めを堪こらえなきゃってことだよね……？」

「嫌ならやめるぞ？」

　ほとんどの事柄において俺に主導権があるように思われているが、実際は逆だ。俺は鈴莉が嫌がることは絶対にできない。故に今回も本心から『嫌ならやめる』と言ったのだが……鈴莉は目を潤ませて、

「ひなくんのいじわる……。ひなくんがすることなのに、私が嫌だなんて言うはずないじゃない」

　煮詰めたシロップのように甘い甘い声で、さらに深くしなだれかかるように体を預けてきた。

　互いに並ぶように座っていたさっきとは僅わずかに変わり、横から鈴莉が抱きつくような体勢。そうなると必然的に、小学生のように小さな体とは不釣り合いなほど大きな胸が俺の体へと押し当てられ、弥いやが上にも俺の気持ちを高ぶらせていく。

「これくらいならまだ平気、だよね？」

「ああ。仕事中にも、こうやって抱きついたりしてたからな」

　ちらりと横目で周囲を窺うかがうも、変化なし。まるで別世界の出来事であるかのように、まだ誰だれもこちらを気にしていない。

　しかし机に隠されているのは、互いの腰から下だけ。俺が鈴莉の上半身に触れているところを見られれば、一発でこの秘め事は見つかってしまうだろう。

　だけどこれは一種のゲーム。見つかるかもしれない、という心理によって鈴すず莉りの羞しゆう恥ち心しんを煽あおる、そういうゲーム。

「ひゃっ──」

　指先でかわいらしい耳たぶに触れると、くすぐったかったのかそれだけで鈴莉は小さな声を上げそうになってしまう。しかしすぐさまこの状況を思い出したようで、はっと口を押さえる。

「うう……これ、結構大変かも……」

「そうかそうか。だったら、もっとしてあげないとな」

「ひなくんのいじわるぅ……♪」

　いじわると言いながらもその声はただひたすらに嬉うれしげで、こちらを見つめる濡ぬれた瞳ひとみには期待がありありと浮かんでいる。

　その期待に応えるべく、再び指先で形よい耳の輪りん郭かくをなぞっていく。

「んぅ……っ」

　ぴくぴくと体を震ふるわせながらも、鈴莉は必死に声を我慢する。

　その様がまたいじらしくてかわいらしく、いじられている鈴莉だけでなく俺おれも興奮の度合いが跳ね上がっていく。















　今日の鈴すず莉りは、各所にフリルがあしらわれた白のノースリーブブラウスと花のようにふわりと広がった黒のミニスカート、細い足を覆う黒のパンティストッキングという、夏に合わせた薄手の服装。

　そんなかわいらしくも、白と黒でシックにまとめ、どこか大人の色気のようなものも感じる鈴莉お気に入りのコーディネイトを楽しみながら、鈴莉の体に指を滑らせる。

「あ……はぅ……」

　白いブラウスの上からすっと肉付きの薄い背をなぞり上げると、鈴莉は声がもれないようにか、真っ赤になっている顔を隠すためか、俺おれの体に顔を埋めてくる。

　だが、俺は手を休めず、鈴莉の体に指を這はわせ続ける。

「っ……ふ……」

　肩を経由してノースリーブのブラウスから覗のぞく真っ白な腋わき、そのまま脇わき腹ばらを滑らせ、ストッキングの上から太ももを。来た道を戻るように腰回りをミニスカートのラインに沿ってなぞり、再び背中へ。

「あ……っ」

「？　お姉ちゃーん、どうかしましたー？」

　僅わずかに高くなった鈴莉の声を聞きとがめたのか、足を止めた皐さ月つきが大量の果物形クッションを詞ふみ香かの進路上へ創り出しながら、不思議そうにこちらを見やってくる。

「う、ううん。なんでもないよっ」

「そうですか……？　ならいいのですが──」

「……まーてー」

「ちっ、クッションでは足止めにもなりませんか！　《御み園その》の幼女は化け物ですか!?」

　ぱたぱたと手を振る鈴莉に若じやつ干かん疑念の色を示していた皐月だったが、クッションの山をかき分けてきた詞香の姿を見るや否いなや、反転して再び走り出した。

　そうして追いかけっこが再開されるのを視界の端に入れながら、鈴莉の耳元をくすぐるように囁ささやく。

「ちょっと、危なかったな」

「あは、ばれちゃうかと思った……んっ」

　言葉を交わしながらも、死角で手を動かすことはやめない。

　大きな机が陰になっており、誰だれも注目していないとはいえ、やりすぎの自覚はある。

　服も脱がせていないし、胸にも触れてはいない。だが、俺たちが決めた人前での基準を考えると、黒寄りのグレーであるのは間ま違ちがいない。

　しかし、触れる度に返ってくる鈴莉の反応や、必死に声を押し殺すそのいじらしい姿を見ていると、知らず知らずのうちに攻めは止まらなくなっていく。

　だから理性が飛ぶ前に最後、と背をなぞり上げ、鈴莉がまだぴくぴくと震ふるえている間に、髪が流れて露出していた白いうなじへ……そっと、息を吹きかける。

「ふぁぁあっっ……!?」

　不意打ち気味にうなじをくすぐる息に、鈴すず莉りは今度ばかりは背筋を反らして大きな声を上げてしまう。

　そして十秒ほども震ふるえていた鈴莉は、上うわ目め遣づかいに俺おれを見上げると、ふわっと焦点の定まらない声で楽しそうに呟つぶやく。

「あは、負けちゃった」

「今回は、俺の勝ちだな」

　言いながら、『だったらどうする？』と視線で問いかける。

　鈴莉はそんな俺の視線をまっすぐ受け止め、

「ひなくぅん……」

　蕩とろけきった瞳ひとみと熱い吐息を伴って、一言だけを口にした。

　きゅっとしがみついてくる小さな体は熱く火ほ照てり、鈴莉は我慢できないというように顔といわず大きな胸といわず全身をすりつけてくる。

　そんな鈴莉を抱きかかえるようにして、椅い子すから立ち上がる。

　さて、唐突だがここで問題だ。

　この《長おさ》の部屋は俺が詞ふみ香かに貸し出しており、彼女はここで寝泊まりしている。しかし、見渡すかぎりこの部屋にはベッドどころか布団すらない。

　ならいったい、詞香はどこで寝ているのか？

　それは──

「詞香、ちょっと『隣の部屋』借りるぞ」

「……どう、ぞ。ごゆっく、り？」

　走り回っていた詞香が、鉄瓶を皐さ月つきに向かって投げながら了承の頷うなずきを見せてくる。

　それに頷き返し、部屋の隅に隠れるようについている扉へと鈴莉を抱きかかえたまま歩を進める。

「えへへ～、ひなくんにお姫様抱っこ～」

「おや？　もうこれで満足しちゃったかな？」

「ううんっ、まだ満足してないも～ん♪」

　なんて言葉を交わす俺たちの背後から、お湯入り鉄瓶という凶器を投げられた皐月の声が不意に聞こえてきた。

「隣？　隣ってなにがあるんです？」

　ちらりと目を向ければ、『そおい！』なんてかけ声と共にカエル型のバケツで飛んでくるお湯を受け止めて、首をかしげている皐月。

　あんなおもしろバケツをこの部屋に置いていた覚えはないから、きっと創り出したんだろうなあ……。異能の無駄遣いというかなんというか。

　皐さ月つきの異能“〝万物創造オムニア・クリアート”〟。形、機能、名称を一致させられるものなら、どんなものでも創造できる、“〝万能”〟を司つかさどる本家筋の異能においても、破格の異能。それもつっこみ用ハリセンやカエルバケツを創り出されるんじゃあ、宝の持ち腐れ感が……。

「……隣、はわたしの、寝室」

「あ、そっちで寝てるんですね。十二歳で二部屋持ちとは、羨うらやまし──」

　小さく肩をすくめて隣の部屋へ入ろうとした俺おれの後ろから聞こえていた声が途切れたと思った瞬間、

「──って、ちょっ、ちょっと待ってください！　お兄ちゃんたち、詞ふみ香かちゃんの寝室でなにするつもりです!?」

　詞香とやりとりしていたときの数倍はあるであろう皐月の声が響いてきた。

「え、そんな………………えへへ♪」

「うっわ、いつの間にかお姉ちゃん、とろっとろじゃないですか！　ずっと皐月たちと同じ部屋にいたのに！」

　ひょこっと俺に抱かれたまま後ろへ顔を向けた鈴すず莉りのはにかみ笑いに、再度皐月のつっこみが入る。

　あー……このパターンは……。

「ああもう、なにをするつもりだったかだいたい想像ついちゃいましたけど、だめです！　詞香ちゃんだっているんですからね！」

　やっぱり……と思いつつも、一応反論を試みてみたり。

「でもその詞香はたった今『ごゆっくり』って送り出してくれたぞ？」

「うぐ……」

　目の前で話していたのだから、詞香の言葉を皐月が聞き逃しているはずもなく、言葉に詰まる皐月。

「詞香ちゃん！　詞香ちゃんはお兄ちゃんたちがなにをするつもりで隣を借りようとしてたか、わかってるんですか!?」

「……当、然」

　しかしすぐさま詞香へ向き直った皐月へ、詞香はその感情のうかがえない顔を変えずにゆっくりと頷うなずきを返す。

　そして自信たっぷりな雰囲気を漂わせながら、詞香はその小さな口を開く。



「……当然────お昼、寝……！」



「「くっ……！」」

「ま、まぶしい！　まぶしすぎます……っ！　汚れきった皐さ月つきたちの心には、詞ふみ香かちゃんの無む垢くな言葉がまぶしすぎます！」

　なに一つ俺おれたちのことを疑わず自信満々な詞香の姿に、抱きかかえられたままの鈴すず莉りも、詞香に詰め寄っていた皐月も、そして当然俺も一斉に目を逸そらしてしまう。

　きっと詞香の中ではベッドですることなんて、寝ることか、せいぜいごろごろ読書したりゲームしたり、といった程度なのだろう。

　鈴莉も皐月も俺と同じ気持ちのようで、なんとも微妙な笑みを浮かべて目を泳がせてしまっている。

　しかもそれに詞香が不思議そうな雰囲気で首をかしげるものだから……うん、なんだかいたたまれない。ってか、その無垢な視線が辛つらすぎる。

「……違ちがっ……た？」

「い、いえ。合ってます。合ってますよ、詞香ちゃん」

　すかさず立ち直ってフォローを入れた皐月は、キッと俺を睨にらむようにこちらへ視線を投げてくる。

「やっぱりだめですからね！　こんなに純粋な詞香ちゃんの教育に悪すぎます！」

「で、でも皐月ちゃん。ちょっとだけなら。えと、一回くらい……？」

「な、なにが一回なんですか!?　だめに決まってるでしょう！」

　最後の抵抗として鈴莉がごねるものの、皐月にはまったく譲るつもりはなさそうだ。腕まで組んで、詞香の前に仁王立ち。これ以上ごねればハリセンか……悪ければ金かな槌づちが飛んでくるだろう。

　まあ、俺も──顔を下に向けてみれば鈴莉も──詞香の無垢パワーでそれまでの興奮が薄れてきてしまっている。潮時、というやつだろう。

「仕方ない。いい息抜きにはなったし、仕事に戻ろうか。鈴莉もそれでいいか？」

「う～、ちょっと残念だけど、その分は家に帰ってから、ね？」

「もちろん」

　応えながら椅い子すに座り直し、鈴莉の体も元通り隣の小さな椅子へと下ろす。

　その直前、俺の首に回した手を離す寸前に、鈴莉はどこか艶つやっぽい、しかし花開くようなかわいらしい笑みで、

「あのままだと、休憩なのに疲れちゃったかもしれないし。ちょうどよかった、のかな？」

「俺は別に、疲れてもよかったんだけど？」

「あはっ。私もだよ、ひなくんっ♪」

　でも、と俺たちは未いまだ詞香を守るように仁王立ちしている皐月を横目に見て、同時に小さく呟つぶやく。

「「皐月（ちゃん）もああ言ってるし、な（ね）」」

　最初こそ喧けん嘩かばかり……というか、一方的に詞ふみ香かに怒られ続けていた皐さ月つきだが、『俺おれへの尊敬』という共通の想おもいを話し合い和解して以降の態度は、まるで妹を守るお姉さん。

　今回も、多少俺たちを止めるダシに使ったというところもあるだろうが、言葉通りに詞香を心配しているのは、その行動を見れば明らかだ。

　そうでもなければ、さっきまで凶器をぶん投げてきていた詞香に至近距離で背中を見せるなんて真ま似ね、できるわけがない。

　お姉さんぶっている感じは意識的なものか、それとも無意識なのか。どちらにせよ、そういう態度は好ましく……妙にかわいく見える。

「──────まるで父親だな」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいて未処理の書類を取り上げる。

　と、すぐに俺が仕事を再開したことに気づいた鈴すず莉りが、愛用の万年筆とハンコを取りやすい位置に並べてくれた。

「ありがと、鈴莉」

「えへへ～、どういたしましてっ」

　感謝の気持ちを込めて、書類を持っていない方の手で鈴莉の小さな頭を優しくなでれば、ふにゃっと緩む鈴莉の顔。

　あーもう、座っていても鈴莉の頭はなでやすい位置にあるなあ。

「にゃふ♪」

　うむ、気力十分。ご休憩はできなかったとはいえ、これだけで今日一日のりきれる！



「………………はあ」

　という気合いは、書類を読み始めてわずか三〇秒で、もろくも崩れ去った。

「やっぱりめんどくさい……」

　文字文字文字。内容は違ちがえど、ずらっと続くのは文字ばかり。しかもその書類は机の上にまだまだ山積みにされている。

　そろそろこの報告体制も見直さないとなあ……。普段はさほど量がないから問題ないが、有事の際に俺の負担が大きすぎる。

「よっし!!」

　そんなことを考えながらだらだら書類を読んでいると、聞こえてきたのはなんとも嬉うれしそうな由ゆ枝えさんの声。

　書類から片目だけ動かして見ると、そこには部屋の中心でガッツポーズしながらゲーム機を掲げ持っている由枝さんの姿が。

　蛍光灯に照らされたその姿は妙に様になっていて、まるで金メダルを取ったオリンピック選手のようにすら見える。

「由ゆ枝えお姉さん、裏ボス倒し終わったのかな？」

「だろうな。由枝さん、ゲームとかしなさそうに見えて意外とガチのゲーマーだし」

　発売日に買っても半日あれば十分、と。

　由枝さんの専門はＲＰＧと格ゲー。シューティングと音ゲーが主体の俺おれや鈴すず莉りとはジャンルが異なるためあんまりそういう話はしないが、同じゲーム好きとして攻略時の喜びはよーくわかる。

　っと、そうだ。由枝さんが一区切りついたのなら、

「由枝さん、報告関連はもうまとめて口頭でしてくれない？　その方が早いし」

「あんたって小説は好きなくせに書類はほんとだめよねえ……。同じ文字の羅列じゃない」

「小説はストーリーがあるからいいんですー。報告書にはおもしろみがないんだよ」

「報告書は事実を述べるものなんだから、おもしろみを求める方が間ま違ちがってるわよ」

　ごもっとも。

　しかし由枝さんはそんな軽口を叩きつつも、ゲームをクリアできて気分がいいのか珍しく素直に机から報告書の束を取り上げると、すらすら読み上げていく。

「まずは身柄を確保した第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいへの聴取から。これは比較的あっさりと済んだわね」

「あっさり？」

　意外だ。いきなり支部を襲うような過激すぎる彼女たちなら、最後まで黙秘を貫つらぬくなり、そもそも聴取に応じようとしなかったりしそうなものだが。

「そう、あっさり。部隊長の伊い瀬せ深み雪ゆきがあんたとの勝負に負けて目的も情報源も早々に暴露したからか、彼女も隊員も素直なものよ」

「それは僥ぎよう倖こう。で、収穫は？」

「一つだけ」

　書類を選別しながらピン、と長い指を一本立てる由枝さん。そのまま俺の前に滑らせてきた書類には、実に短い文章が記されていた。

「『《御み園その》には、きみたちの求める、いい情報が眠っている』。これは？」

「内通者から伊瀬深雪に伝えられた噂うわさ、その本文よ」

　…………………………は？

「マジっすか……？　想定以上に曖あい昧まいで、言葉もないんだけど」

「それはあたしもよ。なんなの、この子供が考えたような文章は」

　げんなりとした顔の由枝さんに書類を戻し、続きを問いかける。

「これ以外には、なにかわかったか？」

「とくには。目的に関しては口をそろえて『《御園》より《異い戦せん雪せつ原げん》の方が上位の組織であると示す情報の奪取』って繰り返すだけ。それなのに結局襲った支部からたいした情報は引き出せてないみたいね」

　さっきの書類に書かれていた『いい情報』云うん々ぬんという話から、どうやってそこまで辿り着いたのかも気になるところではあるが……結果に関しては当たり前と言えば当たり前の結果ではある。

　彼女たちが求める情報──それに類するものと思われる《異能者の系譜》は、支部からでは手を出すどころか閲覧すらできない、《御園》の記録マスターデータの中にあるのだから。

　とはいえ、《御み園その》の支部が襲撃され、内部情報を閲覧されてしまったのは事実。

「重要なものはないだろうけど……第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいがどこまで《御園》内部について知ったかは、わかるか？」

「表の《御園》については、少々。異能者組織としての《御園》については、まったくなにも知られてなさそうね」

　由ゆ枝えさんは俺おれの質問に小さく頭を横に振ると、その部分に相当するらしき報告書を机に並べてくる。

「第八戦化部隊からの聴取、襲撃時に支部で閲覧された可能性のある情報の精査。両面から調べたけど、自分たちがほしがっているもの以外には一切目もくれなかったみたい」

「ただ、自らの上位性を示すかもしれない。そんな情報を求めていた、というわけか」

《御園》はそんなものの存在を公にしたことはないというのに、ご苦労なことだ。

「まったく。これじゃあ素直に話されたところでなんの意味もないわよ。調べることもできやしない」

　呆あきれたように言いながら、由枝さんは再び報告書を要約すべく、ぱらぱらと素早く束をめくっていく。

　それをなんとはなしに眺めながら、今の報告について考える。

　古来より変わらず頂点に立ち続ける《御園》より上位であると示すことで、自らの属する《異い戦せん雪せつ原げん》を異能者たちのトップに立たせる。

　仮にこれが第八戦化部隊の目的だとしても、あるかないかも不確実な情報を求めるにしては──

「──熱心さが、度を超している。どうしてそこまで、事を急ぐ」

「急いでます？　皐さ月つき、がんばってるんだなあ、程度にしか思ってませんでしたが」

「普通に考えていきなり支部を襲撃するか？　それもまともに叩かれれば、刹せつ那なの間に消されてしまうような、圧倒的戦力差のある《御園》の支部を」

　皐月の声に、そちらを振り向きもせずさらりと返す。

　すると皐月もすぐさま理解したようで、

「あ、たしかに。もっと下準備なり、戦力増強してからの方が成功率も上がるわけですし」

「そういうこと」

　となればこそ、よりいっそう気になるのは『《御園》には、きみたちの求める、いい情報が眠っている』などと不確かな情報を彼女たちに流した、情報源内通者。

　その内通者がよほどうまく《異い戦せん雪せつ原げん》第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいを言いくるめたのか、それとも──第八戦化部隊が、自らに不利とわかっていてもやらざるをえないような状況にあるのか。

　神ならざる俺おれに彼女たちの真意は不明だが、どうもきな臭いような気がしてならない。

　彼女たちの求める情報──《異能者の系譜》は、上層部の一部しか知らない機密事項の一つだ。そんな情報にアクセスできるほど有益な人物と繋がりコネがあるのなら、今後のためにも伊い瀬せ深み雪ゆきたちは情報源を吐いて手放すような真ま似ねはしないだろう。そもそも、伊瀬深雪たちがその内通者の正体を知らないということすらも考えられるし……

「あのー……」

　などと考えていると、視界の端で恐縮したような声と共に一本の腕が挙がった。

　それは二本の尻尾しつぽにも見える栗くり色いろのローツインを揺ゆらしながら、所在なさげに佇たたずむ皐さ月つき。

「つい話に加わっちゃいましたけど、皐月今からでも食堂あたりへ行った方がいいですか？　なんだかすっごく機密っぽいお話されてますし……」

「そんなことは気にするなって。おまえも本家筋──本来なら、《長おさ》になっていてもおかしくはなかった立場なんだ」

　年齢というか誕生日的には俺の方が年上だが、異能の質としては明らかに皐月の方が上だ。隠されていなければ、俺のかわりに皐月が《長》になっていた可能性は十分にある。

「今は普通の異能者ですよぉ。そんな面倒そうな立場いりませんよぉ」

　心底嫌そうに唇くちびるをとがらせる皐月。

　しかし、いくら皐月本人がそれを否定しようとも、俺たち異能者とは切っても切り離せない異能が、皐月が本家筋の人間であると常に示し続けてしまう。皐月の異能、“〝万物創造オムニア・クリアート”〟は《御み園その》本家の形質である“〝万能”〟を目に見える形で如実に表すため、特に。

　それを言っておくべきか否いなか迷っていると、皐月の後ろ、壁際に立つ詞ふみ香かがなにかを言いたそうな雰囲気を出していることに気づいた。

　小さな口を開こうとしては、踏ん切りがつかないのかまた閉じ、悲しそうに目を伏せかすかに首を振る。そしてまた口を開こうとして……閉じてしまう。

　しかし、俺がそんな詞香に声をかけるよりも早く、手前の皐月が口を開いた。

「ええと。いてもいいということでしたら、ついでにちょっと質問してもいいですか？」

「うん？　いや、そりゃいいけど」

　応え、もう一度詞香へ視線を向けたときには、すでに彼女はいつもの感情がうかがえない表情と雰囲気に戻っており、その不動の姿を見ていると、むしろさっき感じたものの方が錯覚だったのではないかとすら思えてくる。

　先ほどまでの会話を思い返してみても、詞香の逆げき鱗りんに触れそうなものは思い当たらないし、もしかしたら普通になにかを話したかったのかもしれないが……詞香は俺に対して遠慮しがちだからなあ。

　もう少し自己主張してくれてもいいのだが、その奥ゆかしいところがまたかわいくもあり……複雑な気持ちだ。

　そんな詞ふみ香かのことが若じやつ干かん気にかかりながらも、皐さ月つきへ向き直る。

「質問って？」

　詞香のことも気になるが、今はこいつの質問に答えるのが先だろう。

　皐月がこうして自発的にいろいろと知ろうとするのはいい傾向だ。

『本家について、《御み園その》について、異能について、もっと知りたい』と言っていた、その気持ちは未いまだ薄れていないのだろう。

　そして俺おれの考えに違ちがわず、皐月の質問は、異能関連こちら側の話。

「ちょっと根本的すぎて逆に聞きづらいのですが……《異い戦せん雪せつ原げん》って結局どういう組織なんです？　雪国の方に本拠地がある、とは聞きましたが」

「そうだな……」

　報告が中断されることを由ゆ枝えさんに視線で断りながら、僅わずかに考える。

　組織について、と言われるとどこから話すべきか難しい。

　だが、《異戦雪原》を一言で表すならば、

「武闘派、だな」

「武闘派、ですか？」

　オウム返しに繰り返しながら、きょとんと目を丸くする皐月。

　そのかわいらしい仕草に苦笑しながら、万年筆とメモ用紙を手に取る。

「組織構造から話した方が早いかもしれない」

　書いていくのは彼かの組織の構造。

　頂点が平たいピラミッド型樹形図のようなそれを皐月に見せながら、説明を再開する。

「《異戦雪原》のトップは《長おさ》のように一人がいるわけではなく、上層部による合議制だ。そこから下の部隊や部門に指示や命令が送られる」

　これが《御園》ならば、全ての最終決定権は《長》に──俺に、集約される。ほとんどのことは由枝さんや詞香といった優秀な部下に任せているが、それでも毎週届けられる最終決定の書類にサインし、重要案件の承認を行うのは、俺だ。

「構成人数や命令系統の差異はあれど、異能関係の隠いん蔽ぺい工作を行う部門、組織運営の事務を担当する部門、対外折衝を担当する部門、資金調達部門……などなど、おおざっぱな全体像は《御園》とそう変わらない」

　だが、

「《御園》との大きな違いが一点。《異戦雪原》は上層部直属の実働部隊──彼ら流に言えば、戦化部隊の数が、圧倒的に多い。《異戦雪原》全体の六割近くが戦化部隊だ」

「ちなみに戦化部隊っていうのは《御み園その》での処理班イレース──荒あら事ごと担当に相当する部門よ。伊い瀬せ深み雪ゆきの第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいもその一つね」

　そして《御園》本部における処理班の割合は、全体のおよそ二、三割。

　これは異能の痕こん跡せきを政治的、社会的に消していこうとする《御園》と、より直接的に物理的方法を持って痕跡の消去を謀ろうとする《異い戦せん雪せつ原げん》との違ちがいともいえるだろう。

　そもそも、資金提供者はいるものの基本的に異能関連のみの独立した組織である《異戦雪原》と異なり、《御園》は表向きの企業体として多数の企業を抱えている。そのため必然的に本部はそれらの管理や、異能面の組織本体の管理などを行う事務部門の比重が大きくなってくる。

「つまり、大半が処理班で構成された組織ということですか。それは武闘派ですねえ……」

　俺おれの説明と由ゆ枝えさんの補足に何度か頷うなずいた皐さ月つきは、難しい顔で顎あごに手を当てる。

「お二人の説明で、皐月みたいな平和主義者はあまり近づきたくないようなお相手であるとが、よーくわかりましたです」

「ま、あえて近づくこともないさ。前も言ったように、本来は不干渉協定を結んでいるような相手だからな」

　だからこそ、今回協定違反を犯した第八戦化部隊への対応が厳しくなっているわけで。

《異戦雪原武闘派》が提示してくるであろう第八戦化部隊への処罰や賠償、対応の事務処理もろもろなど、考えているだけで頭が痛くなってくる。もしこれが狙ねらいだったのなら大成功だよ、伊瀬深雪。あんたの行動で《御園》の《長おさ》が頭痛で苦しんでるぞ。

「さて、と。どうする？　簡単にならこれくらい。もっと詳しく知りたいなら……今は運良く、各種資料がそろっているわけだが」

　鈍い頭痛を鈴すず莉りの柔らかい体を抱きしめることで紛まぎらわせながら、手を由枝さんが持っている書類の束に向ける。

　しかし、俺の手が行き着く先を見た皐月は爽さわやかさすら感じさせる笑みで、

「いえいえいえ！　皐月にはこの程度で十分ですよ！　すっごく勉強になりました。はい！　ありがとうございました！」

　早口にまくし立て、瞬時に創り出したどでかいクマのぬいぐるみの陰に隠れてしまった。

　なんてやつだ、ちょっとは兄の手伝いをしようという気がないのか。

「日向ひなたー、妹に押しつけようなんてこと考えてないで、さっさとサインもらえる？　今机に広がってる書類の内容はさっき話したことだから」

「チッ……」

　ああ、時間がどんどん減っていく……。鈴莉とイチャつくために存在する時間が……。

「はいよ」

　さらっと書類にサインして由枝さんに突き返し、一度椅い子すに深く体を預ける。

　そうして数瞬だけ疲れた目を閉じ、顔を上げざまに口を開けば、

「詞ふみ香か──」

「……あ、の──」

　俺おれの仕事が途切れるのを待っていたのだろうか、なにかを言いかけていた詞香の声と俺の声がタイミング悪く重なり、遮りあってしまった。

　互いに被かぶったと気づいた瞬間には言葉を切って、相手の出方をうかがってしまったがために、微妙な沈黙が広い《長おさ》の部屋へと広がってしまう。

　その詞香の『失敗した……！』というような雰囲気と中途半端に挙がってしまった手を見ていると……うん、すっごく心が痛い。小さな子をいじめちゃってるみたいな感じ。

「悪い、詞香。先にいいぞ」

「…………いえ。なんでも、ありません……」

　そう言って、中途半端に止まっていた手と首を取り繕うようにふるふると揺ゆらす詞香。

　ううむ、今のは本気でタイミングが悪すぎた。こうなってしまっては、俺の用事が済むか、詞香が再び話しかけようとするまでは話を聞き出すことはできないだろう。

「今じゃなくていいのか？」

「…………は、い。もう……済んだこと、ですので。急ぎは……しません」

　重ねて問うと、やはりなにか話はあったのだろう、詞香は小さく言葉をもらす。しかしなにを話したかったのかは、いまいちわからない。

「だったら、先に俺のお願いを聞いてもらってもいいかな？」

「……了解、しました」

　こくり、と頷うなずいた詞香はそれまでのどこか悲愴感すら漂う雰囲気から一転、命令されるのが嬉うれしい、とでもいうようにまとっている雰囲気を僅わずかに明るくさせる。尻尾しつぽがついていたら小さく振ってそうだ。

　鈴すず莉りが血統書付きの甘えんぼ子猫、皐さ月つきが気まぐれな猫又だとすれば、詞香は主あるじ大好きで物静かな子犬だろうか。本部に俺が来ると、なにも言わずに後ろをとことこついてくるし。うん、まさに忠犬。今度犬耳カチューシャとか買ってくるかー。

　なんてことを思いつつ、

「悪いんだけど詞香、やっぱり食堂かどこかで皐月の面倒を見てやっててくれないか？」

　お願いを口にすると、詞香は即座に頷きをみせる。

「……さつき、さんが……食べすぎないよう、見張って……ます」

「あれ!?　どうして皐月が引率される側みたいな扱いを受けてるんです!?　詞香ちゃんよりお姉さんですよ!?」

「……ひなた様から、頼まれたのは……わたし」

　クマのぬいぐるみを部屋の隅に移動させた皐月へ、詞香は少しだけ誇らしげに返すと、皐さ月つきの背中を押して部屋から出て行こうとする。

「ふ、詞ふみ香かちゃん、押されなくても歩きますよ。ちょうど飲み物もほしかったですし」

「……わたし、の抹茶は……不満？」

「いえいえ。あれはあれで和菓子に合いますしおいしいんですが……熱いので、そろそろ冷たいものが」

「……それは、わたしも」

「あ、じゃあアイスでも食べますか」

「……いい、よ。わたし、はバニ──」

「それじゃあ、焦こがし醤しよう油ゆ味二つですね。あれ結構おいしいんですよ」

「……焦がし、醤油……っ!?」

　唐突な俺おれの提案になにかあると悟ったのだろう、言い合いをしつつも素直に部屋を出て行く二人。

　その声と足音が十分に遠ざかり、聞こえなくなったところで、由ゆ枝えさんが口を開いた。

「あんたって、とことん過保護よね」

「なんのことだ？」

「皐月ちゃんに黒い世界を見せたくなかったんでしょ？　もし彼女が《長おさ》ならばその程度の清せい濁だく併あわせ呑のんで当然。でもあの子は今はただの異能者で、ただの御み園その日向ひなたの妹。だから、席を外させた。それくらい、あたしでなくとも気づくわよ」

　お見通し、ということですか。

　たしかに、これからの話は少なからず黒く暗い話になる可能性がある。

　なにせ内通者の話となれば、必然──身内を疑わなければならない話なのだから。

「由枝お姉さん、ひなくんが優しいのはいつもだよ」

「そうよね……。皐月ちゃんにも、ふみにも。そしてその何百倍も鈴すず莉りちゃんに優しいのよね、こいつは」

「……もしかして、由枝さんも俺に優しくしてほしかったりするのか？」

　由枝さんの達観したような、諦めたような言葉にピンときて、ニヤニヤと笑いながら言ってみる。

　いつも通りなら、由枝さんは典型的ツンデレのごとき言葉を返してくる。そう思っていたのだが……

「そりゃあたしだって女だもの。優しくしてもらいたいときだって……あるわよ」

「お、おう……」

　しおらしく肩を落としながら言葉をもらす由枝さん。

　おやおや、意外だ。ためらいなく認めたよ。

　これには、俺と同じ予測を立てていたらしい鈴莉もポカンとして、

「──────ふぇ？　由ゆ枝えお姉さんデレ期に入っちゃった？」

「──────違ちがうと思うけど、ヤンデレモード入らないようになー。あとでいっぱいぎゅむぎゅむしてやるから」

「──────わ～い♪」

　なんて俺おれと鈴すず莉りが小さく会話を交わす間にも、由枝さんは乾いた笑いを上げ、

「あのだらけた仏頂面女……たった二歳しか違わないくせに、人のことをおばさん扱いして……！　しかも聴取のときにまで開き直ったように『おばさんおばさん』と……っ！」

　ぽつりぽつりともらされる言葉は呪じゆ詛そのようで、呟つぶやく由枝さんの周りだけ空気が歪ゆがんでいるようにすら錯覚する。

「だれがおばさんよ……！　仕事場の方が居心地いいけど、まだまだあたしだって花の女子高生なのよ……っ!?」

「「あー……」」

　優しくしてほしいだなんて、由枝さんが珍しく弱っている理由がわかって、鈴莉と二人で微妙な顔になってしまう。

　たしかに由枝さんでも傷ついたときくらい、優しくしてもらいたくなるか。

　それにしてもずいぶんとまいってるなあ……。伊い瀬せ深み雪ゆき、あんた本当にこういう精神面で《長おさ》を苦しめる作戦をとってたんじゃないよな？

　まあ、伊瀬深雪の作戦がどうであれ、このままではせっかく皐さ月つきを遠ざけたのに話が進まない。由枝さんには悪いが、なんとか話を続けさせてもらわないと。

「そ、それで由枝さん。本題、内通者の洗い出しは？」

「……そっちもさっぱりよ」

　そんな俺の思いが届いたのかどうなのか、由枝さんは書類の端からぶすっとした顔を覗のぞかせると、ため息交じりに報告を再開する。

「あんたの推測通り、内通者がいるのは間違いないと思うわ。それに、前回──皐月ちゃんのときと違って、犯人もある程度限定される」

　そう。第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいの求める《異能者の系譜》を知り得たのは、《御み園その》の上層部のみ。

　しかも企業体としての《御園》上層部ではなく──異能関連の、上層部だ。

「それぞれに三〇〇人と二〇〇人を束ねる第一、第二処理班イレース班長。三〇〇人を擁する隠蔽班ヴエイラーの班長。秘書の由枝さんに、その直下三部門の各責任者」

《御園》の本部全体としては二千人近い規模の大所帯だが、実際に異能が絡む問題に関わっているのはその内の半数以下。さらに《御園》の記録マスターデータにアクセスできる立場の者となれば限られている。

「俺っていう線を除けば、容疑者は本当に数人だけだな」

「あたしだってその内通者候補なんでしょう？　いいの？　そんな人に調査を任せて」

　はっ、なにを今更なことを。

「由ゆ枝えさんが本気で反旗を翻そうと思ったら、こんな面倒なことをしなくても、直接《長俺》を打倒できるだろ？　なにせ異能なしでも由枝さんは強いし、由枝さんの異能──“〝揺らぐ雫アクア・トリマーレ”〟だって十二分に一線級だ」

「……はあ」

　冗談めかして言うも、由枝さんは微み塵じんも笑いを見せず、逆に再びため息を吐つく。

「あたしがあんたに勝てるわけないでしょうが。惚ほれた腫はれたの感情論を抜きにしても、あたしがこの世界に存在している以上、あんたには──絶対に、勝てない」

「そうでも、ないんだけどな」

　それは買いかぶりというものだ。

　たしかに一般の異能者からすれば、定義を組み替えられる本家の異能者は絶対に手の届かない壁のように見えることもあるだろう。

　だからこそ“〝万能”〟の《長おさ》は味方のみならず他の組織からも畏い怖ふと畏い敬けいの念をもって接される。それは存在だけで抑止力となるほどに。

　しかし、いくら“〝万能”〟を司つかさどる本家筋であるといっても、俺おれの異能──手で触れたものを最適な方法をもって最高性能で使用できる“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟は、その行使に伴う制限がきつすぎる。汎用性など、皐さ月つきの“〝万物創造オムニア・クリアート”〟には遠く及ばない。

「ま、とにかく信用してるよ、由枝さんのことは」

「はいはい。だったらもう少し仕事量を減らしてほしいものね」

「ふぇ？　由枝さんお仕事好きじゃないの？　いつも自分からお仕事探してるように思ってたけど」

「鈴すず莉りちゃん、覚えておくといいわ。いくら仕事好きでも、休憩はほしいのよ……」

「ん～、私はひなくん大好きだけど、休憩はいらないかな。いつもどれだけでも、いっぱいほしいもんっ♪」

「ああもう、鈴莉はかわいいなあ！　鈴莉、俺も大好きだ！」

「きゃ～っ」

「ほれほれ～」

「もっとなでてなでて～♪」

　などと、最初期の皐月並みの冷凍視線で由枝さんに睨にらまれながら鈴莉休憩をほんの少し挟み、

「問題は、内通者がどうしてあんな微妙な情報を流したのか、その意図だ」

　話を元へと戻す。

　異能者の系譜──否いな、彼らの言い分では『《異い戦せん雪せつ原げん》が《御み園その》より上位と示せるかもしれない情報』。それだけでなく、元を辿ればもっと曖あい昧まいな情報であったこともわかった。そんな微妙にすぎる話──もはや与よ太たや噂うわさにすら近いものを流す意図がわからない。

　単純に《御み園その》を潰つぶしたいのならば、もっと他の組織が攻めやすくなるような情報があるだろうし、それ以外にも上層部ならば自らの立場的に知り得る情報はいくらでもあるだろう。だというのに、なぜわざわざこんな目先の利益に囚とらわれた組織の末端は動いても、本隊が動くことはまずありえないような情報を流したのか。

「意図がわかれば、そっちから調べていくこともできると思うのだけど……」

「わからないから、どうしようもない、と」

　頷うなずく由ゆ枝えさん。

　しかし、理由がどうであれ。

「本当に内通者がいるのなら、見つけ出さないといけない」

《御園》が──《長俺》が望むのは、平穏と安定と停滞。故にそれを揺ゆるがす要因は取り除かなければならない。今後の心労的にも。

「って言っても、動きがなさすぎて尻尾しつぽをつかむどころか影すら追えてないのだけどね」

「……由枝さん。せっかく俺おれが気合い入れてるんだから、水を差さないでくれるかな」

「でもそれが事実よ」

　由枝さんは淡々と告げると、残る報告書の束を机の端に置き手帳もメモもなく、この五日ほどの調査結果を口にしていく。

「内通者が動いたとみられるのは、第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいに情報を流した一回だけ。それもさっき伝えたように、曖あい昧まいで有用性にはほど遠い情報噂話。それ以降、どこかへ情報がもれた痕こん跡せきは見当たらないわ」

　由枝さんのことだから、おそらく几き帳ちよう面めんすぎるほどに情報の流れを調べたのだろう。となれば動きがないのは確実。内通者がなにをしたかったのか、本当によくわからない。

　もし……もし、これがあの子の──

「ねえ、日向ひなた。これは提案なのだけど」

「……ん？」

　俺を呼ぶ声に意識を再浮上させれば、由枝さんが悔しそうに唇くちびるを噛かみながらまっすぐこちらを見据えていた。

「もう一週間近く……いえ、実際に情報が流れたのから考えれば、おそらく十日以上。それだけ経たつのに、内通者の尻尾はつかめてないわ」

　だから、と由枝さんにしては珍しく、

「内通者のことは一度保留にしておいて、今は第八戦化部隊が起こした事件の後始末に集中するのはどうかしら……？」

　消極的な意見を口にした。

　たしかに、第八戦化部隊が起こした事件の後始末はまだ残っている。この報告書の束がいい証拠だ。

　友好的ではない他組織との折衝はなにかと気をつかうし、それだけ慎重に慎重に案件を進めなければならない。

　それに第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいから聴取はすでに繰り返しているが、何度も行うことで内通者関連の情報が出てくるという可能性も……ゼロでは、ない。

　仕方がない、といえば仕方がないのだろう。

　おそらくこの状況では由ゆ枝えさんが言い出さなくとも、そう遠くないうちに俺おれが指示を出していたはずだ。まったく。できる秘書を持つと楽ができるね。

「内通者の調査は継続。ただし、優先事項としては、前回の後始末を」

「了解しました、《長おさ》」

「……苦労かけるな。俺のかわりに雑務全般やらせちまって」

　恭しく頷うなずく由枝さんにねぎらいの声をかけるも、

「あんたが気にすることじゃないわ。それこそ好きでやっていることだもの。そうでもなければ学生生活をエンジョイしてるわよ」

　ロングの黒髪を後ろに流しながら、さらりとそんなことを言い放つ由枝さん。なんとも男前だ。うん、由枝さんはおばさんじゃなくて漢だな。

　などと、本人に知られたら異能使用で殴られること確実なことを思っていると、控えめにドアがノックされ、薄く開いた隙すき間まから栗くり色いろと深い藍あい色いろの瞳ひとみが顔を覗のぞかせた。

「そろそろお話終わりましたかー……？」

「……か？」

　トーテムポールのように上下に並んだ皐さ月つきと詞ふみ香かの顔が、言葉と共に同じ方向へ小首をかしげる。

　仲いいなあ。本当に最初の頃とは大おお違ちがいだ。

「ああ、もういいぞ」

　入ってこい、と手招きすると二人はほっとした様子で、皐月は栗色の尻尾しつぽをひょこひょこと、詞香は桜色の着物の袂たもとをぱたぱたと揺ゆらしながらそれぞれソファーの定位置へと腰掛けた。

　それだけで、先ほどまでのどこか暗い殺伐とした雰囲気はなりをひそめ、部屋の中へまったりと穏やかな雰囲気が戻ってくる。

　そしてそんなことに気づいてもいなさそうな皐月は、座るなり慎重に持っていたお皿を見せてきた。

「いやー、お兄ちゃん。ここの食堂素晴らしいですね！　前に来たとき、皐月が『大福ってメニューにないんですか？』って訊きいたの覚えていてくれて、早速作ってくれたんですよ！」

「おまえはほんとに順応性が高いなあ……」

　人見知りのくせに、最初さえ乗り越えればもう遠慮もなにもない。食堂長の苦笑いしている顔が目に浮かぶようだ。

「ふぇ？　その大福、色がいろいろあるみたいだけど？」

「ですです。試作ということで、いろいろ作ってみたらしいですよ。ノーマルに抹茶にヨモギに……コーヒー？　とか、生地を変えたそうです。あ、生クリーム入りとかイチゴ大福とか、中身が違ちがうのもありますね」

「おお、イチゴ大福！　ひなくんひなくんっ」

「はいはい。もう夕飯近いから、一個だけな」

「わ～い。ひなくんはどれがい～い？」

「俺おれは一番普通のでいいよ」

　鈴すず莉りもやっぱり女の子。甘いものには目がない。

　ててっと皐さ月つきの元へ走っていく鈴莉を見送りながら、小さく口元に笑みを浮かべる。

　まったく。さっさと面倒な案件は全て片付けて、代わり映えのしない──だからこそ、隣にいる鈴莉の大切さを感じられる、そんな日々に戻りたいよ。
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　まだ日も高い、休日の事務所内。

　雑然と並べられたパイプ椅い子すの一つに腰を下ろして、Ｔシャツの上からエプロンを羽織った十代後半の少女がゆったりと帳簿をつけていた。

　しかし、そのゆっくりながら迷うことなく動いていた手が不意に止まる。

　よどみない動きを妨げたのは、事務所の隅に置かれた一台の固定電話。

　少女は三〇秒ほど無視しても鳴り続ける電話を忌々しそうに睨にらみつけると、濃い茶色のポニーテールを揺ゆらしながら面倒そうに立ち上がり、電話を取った。

「はい、スーパー伊い瀬せたんー」

　発された声は彼女の纏まとう雰囲気同様、激しく面倒くさそうにだらだらと。

　対して、電話口から返ってきた声はきびきびとした男性の声。

『……自分で言っていて、恥ずかしくないのかね』

「そういう店名なのだから、仕方がないでしょう」

　互いに名乗りもせず、しかし声を聞いただけで相手を把握した少女は、受話器を耳に当てたままゆっくりと事務所内に視線を巡らせる。

　そこは少女が店長になったときから変わらない、殺風景な風景。プレハブむき出しの壁に、コンクリート打ちっ放しの床。壁際のラックへ乱雑に詰め込まれたファイルやチラシなどが、もの悲しさをより助長する。

　しかしそれらは少女にとって見慣れた風景。重要なのは自分以外に人がいないのを確認すること。

「そっちから連絡なんて珍しい。東京での会合とやらは終わった？」

　やる気のなさそうな声は変わらず。だが、そこにほんの僅わずかだけ親しげな色がまじる。

　それが電話越しに伝わったのか否いなか、男は少女の言葉を無視して質問を返す。

『どういうつもりだ第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たい部隊長。出張中のこちらにまで、「第八」の奇行が聞こえてきているわけだが？』

　少女も雑談を楽しむつもりはなかったのだろう。平然とした様子で口を開く。

「奇行とはひどい」

『奇行以外の言葉がほしいのなら、こう言おう。────無謀だ』

「…………」

『なぜ、おまえたち「第八」がそこに──《御み園その》のお膝ひざ元もとに、まともな支援もなく配されているか、わかっていないおまえではあるまい』

「だったら、なに？　貧乏スーパーのスポンサーにでもなってくれるって？」

『茶ちや化かすな。おまえは──』

「茶化してなんかいないわ」

　少女の声ははじめから一貫してやる気のなさそうなだらっとしたもの。

　しかし、

「結局のところ、アタシがしたいのは待遇の改善。そういう意味では、なにも変わらない」

　だからこそ、不思議な圧力のようなものが言葉からにじみ出る。

「異能者の頂点に立つ《御み園その》の下で、彼らの意向に表向きは渋りながらも、結局は唯々諾々と従う。そんな、《異戦雪原アタシたち》の待遇を」

『……おまえはいったい、なにがしたい』

「もう気づいているんでしょう？　アタシと同じ立場で、同じように《異い戦せん雪せつ原げん》の内情を正しく把握しているあなたなら」

　少女は淡々と告げ、そのままなんでもない独り言のように、ぽつりと呟つぶやく。

「アタシはただ、示しただけ」

　それは、一つの可能性。

「立場が悪いからこそ、できることもある」

　男が黙ったのは僅わずか。すぐに己が推測を確信に変えた男は笑い声を上げる。

『は、はは。プライドに命をかけるか』

「違ちがうわ。命をかけるほどの信条を──プライド、というのよ」

『はは。また、連絡する。今度はスポンサーの話でも持ってこよう』

「それはとても助かるわ」

　話は終わった、と少女は去り際の挨あい拶さつもなく、受話器を放ほうり投げるように電話へ戻す。

　彼女はそのまま隣にある窓の外へ視線を向けると、その退屈そうな顔に小さく笑みを浮かべ、言葉をもらす。

「全ては、順調。計画通り……ね」



　　　　◆　◆　◆　◆



「これでラスト、と」

　最後の報告書に確認印を押し、書類ケースに投げ入れる。

　二日前、あれだけ山積みにされていた書類はすでに影も形もなく、大きな机の上にはいつも通り電話に筆記具、ハンコなどの小物と据え置きのパソコンだけ。

　あの決闘事件から一週間。ようやく……ようやく片付いた……。

　このまま机に突っ伏してしまいたいが、そうなるともう起き上がれないのはわかりきっているので、その前に全ての仕事を終わらせるべく声をかける。

「由ゆ枝えさん、《異い戦せん雪せつ原げん》との会談日程は決まった？」

「ええ。折衝にあたっていた部門から連絡が来たわ。今日が日曜だから……ちょうど一週間後の日曜で落ち着きそうだけど、かまわない？」

　応接セットのソファーに座ってノートパソコンをカタカタ叩いていた由枝さんが壁にかけられたカレンダーを指さしながら訊たずねてくる。

「俺おれは問題なし。認可の書類、いるか？」

「いえ、いいわ。もう直じかで電話かけるから」

　由枝さんは首を振ってケータイを取り出すと、言葉通り即座に電話をかけ出してしまう。

　そうなると、書類仕事が全て終わった俺は手持ちぶさたになるわけで。

「…………」

「ふぇ？」

　仕事が終わったとみるや否いなや肩にもたれかかってきた鈴すず莉りのほっぺたを、ぷにぷにとつついてみたり。

「な～にっ、ひなくん」

「んー、なんでもない」

　そう言いつつも、つんつんと柔らかなほっぺたをつつく指は止まらない。

　鈴莉もいやがる様子はなく、むしろ、

　つんつん

「うにゃ」

　つんつん

「ふにゅ」

　なんて、つつかれる度に小さく鳴き声を上げて楽しそうなご様子。

「も～、ひなくんいたずらっこ～。くすぐったいよ～」

「気持ちいいからなあ、鈴莉のほっぺた」

　会話の間もつんつんと。

「にゃふっ。あは、答えになってないよ～」

　しかし嫌がるような言葉とは裏腹に、鈴莉は顔を背けるでもなく、楽しそうに俺の指を受け入れる。

　その上、時折俺の隙すきをついて、

「ぱくっ」

「おっと」

　俺の指を咥くわえようとしてきたり。

「残念でした」

「むぅ、次こそはっ」















　そんな風にじゃれあうこと数分。

「日向ひなたー。問題なく、一週間後の日曜で確定した──なにやってんのよ、あんたら」

「ひにゃくんのゆび、たべてるの」

「鈴すず莉りのほっぺたつついてたら、ついに喰くわれた」

「……ああ、そう」

　わーお、素晴らしく冷たい視線ありがとうございます。

　皐さ月つきが勉強に集中しててよかった。ダブルでくらっていたら凍死しかねない。

　ともあれ、由ゆ枝えさんが電話を終えたということは、

「お疲れ様、これでようやく一息つけるな」

「本当に一息だけよ。どうせあんた、会談に顔を出す気なんて、さらさらないんでしょ？」

「当然」

　秘されるべき存在の《長おさ》が、他組織との会談なんて表舞台に出るはずがない。

　第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいへ追及しにいったときは皐月の勉強という理由があったが、今回はそうではない。むしろ本家筋の一人として、皐月も絶対に場に出てはいけない。

　僅わずかなりとも勘ぐられてはいけないのだから、そのためには一切近づかないのが賢明だ。

「ってことはその場の最高責任者、あたしよね……」

「がんばれー」

「由ゆ枝えお姉さん、ふぁいとっ」

「あんたら、他人事だと思って……」

「「だって他人事だし（もん）」」

「こんの外道夫婦が……っ」

　今にも殴りかかってきそうな由枝さんから、鈴すず莉りと二人で視線を逸そらす。

「……おつかれさま、です」

「お。ありがと、詞ふみ香か」

　と、逸らした先にはお盆を持った詞香の姿が。

　いつもの甘ロリっぽく改造された和服の袖そでとフリルを揺ゆらしつつ、俺おれが取りやすいようにお盆を掲げ持ってくれている詞香から碗わんを受け取る。

「あー、渋みが体に染み渡る……」

「……おかわり、は……必要、ですか？」

「いや、今はこの一杯で十分だよ」

　もう一度「ありがとう」とお礼を言い、詞香の深い藍あい色いろにも見えるセミショートの髪を梳すくようになでてやる。

　うむ、お盆を体の前で抱えながらうっすらと頬ほおを染めるのがなんともかわいらしい。

　しかし案の定というかなんというか。俺の視線に気づくとお盆で顔を隠して走り去ってしまう。あ、今日は廊下にまで逃げた。そういう挙動含みで、かわいらしいんだよなあ。

　鈴莉への愛情や皐さ月つきへの家族愛ではない……父性愛的な感じだろうか。

　そんなことを思いながら濃い抹茶を啜すすり、今一度先週末の修羅場を思い返す。

　あれから──金曜の放課後に本部を訪れてから、上がってきた情報を精査したり、もう一度といわず二度も三度も第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいを尋問したりしたが……情報源について追加で得られたものは、なにもなかった。

　第八戦化部隊の隊員たちが口をそろえて言うのは、隊長──伊い瀬せ深み雪ゆきが情報を持ってきたということ。だが、当の伊瀬深雪はそのことについてなにも語らない。それがどのような意味による沈黙なのかはわからないが、彼女は情報源についてなにも語ろうとしない。

　こうなると、伊瀬深雪も情報源の正体を知らないのではないか、という考えが再び浮上してくる。根拠なんてまるでないタレコミ程度で、部隊を動かすか、ということについては首をひねらざるをえないが……って、ああくそ、また思考がループしてる。

　視点を変えて、その情報源──内通者と思われる人物も、俺たちのわかる範囲では動きがない。それは金曜の時点と変わらず、この土日も。

　それこそ内通者など存在せず、第八戦化部隊の行った襲撃は風の噂うわさ程度の話を真に受けてのものだったのではないか、と疑ってしまうほどに。

　あるいは……本当に、このあやふやな情報を流すことが、内通者の狙ねらいだったのか。

　だとすれば、それを内通者と言ってしまっていいのかも微妙なところになる。

「目的が、わからないんだよな……」

　呟つぶやき、頭を切り換える。

　考えがループするということは、今の俺おれの頭じゃあこれ以上の考えは無理だということだろう。ここは素直に休もう。

　先ほど由ゆ枝えさんは会談の日取りが決まったと言った。そこで話し合われることは、すでに予想がついている。そしてその予想は、外れることがないだろう。所しよ詮せんは事務的な手続きなのだから。

　ならば、

「ひとまず、第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいの起こした一連の事件調査はこれで終了だな。不完全燃焼もいいところだが」

「ええ。第八戦化部隊の処分が次の会談で決まって、後始末も決着ね。不完全燃焼だけど」

　ため息は二つ。俺と由枝さんのもの。

　由枝さんも俺と同じく会談の内容が子細に違ちがいがあっても、大筋で予想から外れることはないとわかっているのだろう、

《御み園その》に牙きばをむいた第八戦化部隊を《異い戦せん雪せつ原げん》本隊はかばうことができない。

　彼らをかばう──それは、《御園》と敵対することを示すのだから。

　情報源が見つからない不完全燃焼感もさることながら、この処分を考えるとため息も吐つきたくなるというものだ。

　基本的に俺は鈴すず莉り以外がどうなろうと知ったことではない、というスタンスだが、相手があの武闘派の《異戦雪原》だけに、どのような処分が第八戦化部隊に下されるのかを考えると、またため息を吐きたくなってしまう。

「やれやれ……これだから他の組織が絡んでくるのは嫌なんだ」

　どうして好んで血なまぐさい方向へ行こうとするかね。せっかく《御園》を穏やかにしても、これじゃあ……。

「そんなこと言っていても仕方がないでしょう。他の組織を全部吸収して併合でもする？」

「何カ年計画だよ、めんどくさい。俺は鈴莉とまったりイチャイチャしながら、平穏に過ごせればそれでいいんだ」

　そのための《長おさ》。

　そのための《御園》。

　俺の願いを叶かなえるためだけに、俺流に作り替えたこの《御園》という組織。

　平穏に過ごすためには誰だれも彼も俺たちに関わらないでくれれば、それが一番だというのに。そう簡単にはいかないからこの世界は面倒くさい。

「まったく、あんたは本当にぶれないわね」

「当たり前だろ？　なにが一番大切か、それを理解していたらぶれようなんてないさ」

　笑いながら言って、俺おれの言葉が指し示す者がわかったらしく隣でてれてれと頬ほおを赤くしている、大切な鈴すず莉りをぎゅっと抱きしめる。

「えへへ……ひなくん、ありがと♪」

　少しだけ恥ずかしそうな、しかしどこか誇らしそうにも聞こえる声音で小さく囁ささやく鈴莉の頭を一度なで、立ち上がる。

　すぐに俺に続いてぴょこんと椅い子すから飛び降り、腕を絡めてくる鈴莉。その小さな手を取り恋人つなぎにしてやると、見上げてくる鈴莉の幼い顔がへにゃっと緩む。

　ああもう、かわいいなあ。やっぱり鈴莉は最高で至高で究極だ。

「……？　おかえり、ですか？」

「ああ、詞ふみ香か。おかえり」

　缶ジュースを抱えて戻ってきた詞香に、別の意味で同じ言葉を返す。

　どうやら恥ずかしがって走っていったついでに、冷たい飲み物を仕入れてきたようだ。

「やっと仕事が終わったからな。今日はもう帰るよ」

「……そう、ですか」

　詞香は小さく──戸惑うように頷うなずき、抱えていたジュースをガラステーブルに置くと、ぺこりとまるで旅館の女将おかみのようにきれいな姿勢で頭を下げてくる。

「……おつかれさま、でした」

「ありがとう、詞香。……ってさっきも聞いたぞ、それ」

「……そう、いえば……？」

　俺が苦笑すると、詞香も無表情のまま首をかしげる。

　しかし、その雰囲気は二日前と同じで、どこかぎこちない。

　俺や由ゆ枝えさんのように長年付き合ってきた者しかわからないであろう、僅わずかな変化。しかし、一度気づいてしまうと気になり続けてしまう。

　とはいえ、詞香から話してこない以上、俺から訊きいたとしても『……なんでも、ありません』と言って手を振るであろうことは簡単に予想できてしまう。

　大前提として俺への過剰ともいえる尊敬があるから、自分のことで俺に時間を取らせるのは申し訳ない、なんて思っているのだろう。いや、詞香がなにを話したがっているのかわからないから、推測の域を出ないけど。

「ま、今回のことが終わってもちょくちょく、これまでよりは本部には来るから」

「ふみちゃんもまた私たちの家へ遊びに来てねっ」

「……は、い。お言葉に、甘えさせて……いただきます」

　頭を上げた詞香に笑いかけ、鈴莉と腕を組んだまま鞄かばんを取り上げる。

「皐さ月つき、そろそろ帰るぞー」

「あ、はい。わかってます。わかってますので少し待ってください」

　手も腕も繋つなぎっぱなしの俺おれたちに、応接セットでテスト勉強をしていた皐さ月つきは一瞬だけ白い目を送ってきていたが、すぐに自分も広げていた勉強道具を片付け出す。

　それを待つ僅わずかな間、俺と入れ違ちがいに机の方へ向かう由ゆ枝えさんとすれ違いながら、小さく言葉を交わす。

「本部や支部、第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいのスーパー。関連するところの周辺へ警戒を怠おこたるな」

　第八戦化部隊の起こした一連の事件については、一段落ついた。

　しかしそれは《御み園その》の内部で行う事務処理についてだけ。

　あれだけのことを行ったにしては、たかだか一度の敗北で──

「──あまりにも、おとなしすぎる」

「…………了解しました。手配いたします、《長おさ》」

　こんな想定、杞き憂ゆうで終わるに越したことはないんだけどねえ……。



　　　　◇　◇　◇　◇



「おわっ、たー……」

　綾あや川かわ家に帰ってきて早々、服も着替えずに自室のベッドへ倒れ込む。

　もともとさほど動く方ではないから椅い子すに座り続けるのは苦ではないが、毎日文字だけの書類とにらめっこし続けるのは、体力以上に精神力を消耗した。

「おつかれさま～、ひなくん」

「疲れた……本気で疲れた……」

「あは。頑張ったひなくんに、なでなで～」

「あー、癒いやされるー……」

　ぐったりモードの俺の隣へ添い寝のように寝転んできた鈴すず莉りが、俺の頭を小さな手で優しく優しくなでてくれる。

「ありがと、鈴莉」

「んっ♪」

　なでられながら、鈴莉の柔らかな頬ほおへ俺の頬をすりあわせる。

　すると、すぐに鈴莉の方からも頬が押しつけられてきて、もちもちの肌が心地よい感触を伝えてくる。

　間になに一つ挟まない至近で、お互いの体温を感じあいながら見つめ合う。

　聞こえてくるのは外を時折走る車の排気音と、鈴莉が俺の頭をなでるかすかな音だけ。

「まったりだね～」

「だなー」

　ここ数日の忙しさが嘘うそだったように、穏やかな昼下がり。

「なあ、鈴すず莉り」

「ふぇ？　なぁに、ひなくん」

　応える声は吐息どころか、僅わずかでも動けば唇くちびるをあわせられる距離から。

　その年齢に比べ幼く、いつも穏やかな笑みを浮かべている鈴莉の顔を見ながら、呟つぶやく。

「好きだ」

「うん、私もひなくん大好きっ」

　砂糖菓子のように甘い声音でそう言った鈴莉は、はにかみながら唇をあわせてくる。

「私にはひなくんだけ。ひなくん専用の、ひなくんだけの私なの。他の人なんて好きになったりしないし、ありえないもん」

　照れたように、うっとりとした顔で──しかし、絶対に変わらない、と強い意志を込めて鈴莉が囁ささやく。

　それは恋人同士になった最初の頃にも聞いた言葉。

「大好きだよ、ひなくん」

　だが、何度言われても、嬉うれしいことに変わりはない。

　だからその想おもいを言葉に込めて、行動に込めて、

「大好きだよ、鈴莉」

　今度は俺おれから、そっと唇をあわせる。

　少しだけ長くキスを交わし、お互いに笑みを浮かべながら抱きしめ合う。

　互いに互いの背へ腕を回し、衣服などないかのように、ぴったりと隙すき間まなくくっつき合う。その間も、小さくついばむようなキスはどちらからともなく、何度も繰り返す。

　二人で一つ。それが俺たち。

　互いに依存しきった恋人同士という意味でも、本来鈴莉のものである異能いのちをこの身に宿すという意味でも、文字通りの一心同体。

　だったらきっと、これこそが正しい形。

　曇天の中まだ日はずいぶんと高く、明けきっていない梅雨のせいで室内はじんわりと暑い。しかし疲労と、鈴莉の子供のように高い体温の心地よさが俺の意識を侵食していく。

　いや、でも今寝たらまずい。夕飯も作らないといけないし、それこそテスト勉強も……。

　なんて考えながらも体は正直なもので、鈴莉と抱き合ったまま起こすことができない。

「とうっ」

　そうしてじゃれあいながら抱き合って数分。もぞもぞと動き俺の腕から抜けた鈴莉が、小さなかけ声と共に仰あお向むけになった俺の体へ飛びのってきた。

「んー、どうした鈴莉」

　鈴莉は胸元に大きな果実が二つもついているというのに、小柄な体たい躯くに合わせて体重はかなり控えめだ。

　その心地よい重みを腰のあたりに感じながら、俺おれの体をまたぐように馬乗りになった鈴すず莉りを見上げた。

「えへへ～、お仕事で疲れたひなくんをマッサージしてあげようと思って」

「ほう、そりゃ嬉うれしいお申し出だ」

　体も心も疲れているし、そしてなにより、

「あはっ、ちょっと新婚っぽくもあるでしょ？」

「そういうことだよ、おまえ」

「きゃ～っ、あ・な・た♪」

　ぺちぺちと嬉しそうに楽しそうに俺の胸板を叩く鈴莉。なんともかわいい。抱きしめて押し倒したい。

　まあ、普通マッサージならうつぶせのときにするような気がしないでもないが、きっと鈴莉なりになにか考えがあるのだろう。仕事中も時折腰や腕を揉もんで癒いやしてくれていたいし、期待はできる。

　そんなことを思っている間に、鈴莉は俺にまたがったまま、だらんと力なく投げ出されている俺の腕に手をあてていた。

「いくよ～」

「おー」

　なんともゆるゆるな開始の声に、同じくゆるゆると返す俺。

　そして俺の腕に触れている手も、またゆるゆると。

　俺の腕を握るようにして、やわやわと揉んでいく鈴莉の手。その力は弱く、手が小さいため一度に狭い範囲しかできないが、それがぬるま湯につかっているような心地よさを与えてくる。

「やっぱりひなくんの腕かたいね～。私とは大おお違ちがい」

「そうか？　運動もしてないから、筋肉とかもそんなにないぞ？」

「ん～ん。そうでもないよ。ひなくん、私をお姫様抱っこにできるし、力はあるんだよ」

　話しながらも鈴莉の手は休まず、どんどん上に上がっていく。

　手首から肘ひじへ。肘から上腕へ。上腕から肩へ。

　そこまでいくと腰のあたりに座っている鈴莉の腕では届かなくなり、俺の上へ寝そべるようにして肩を揉んでくる。

　肩のように硬いところでは鈴莉の力だと、もはやさわっているようなマッサージしかできない。それに、鈴莉のマッサージはあくまで自己流。しっかりとした知識を持っているわけでもない。

　だが──鈴莉は俺の気持ちいいところを、よく知っている。

「あ、あ、そこいい」

「あは、やっぱり。もっとしてあげるね。うりうり～」

「おおおお……！」

　俺おれの反応に楽しそうな笑いをもらしながら、指で肩をぐりぐりと押してくる鈴すず莉り。

　その小さな指の動きもさることながら、

「んしょ、んしょ」

　俺の上へ寝そべるように腕を伸ばしているため、胸板に潰つぶされた柔らかな双球がむにむにと俺を刺激してやまない。

　しかもそれは鈴莉が動く度にむにゅむにゅと形を変え、多様な刺激を俺へ与えてくる。

　小さな指の感触に、健けな気げな鈴莉の奉仕。そこへこんなものが加わってしまっては、もうこう言うしかない。

「最っ高。とっても上手だ」

「やたっ、褒められた♪」

　はじけんばかりの笑顔で小さくガッツポーズをした鈴莉は、体を起こすと再び俺の腰へぺたんと座り込み、

「それじゃあ……こういうのは、どう？」

　いたずらっこの笑みで俺の胸元に手をつき、腰をずりずりと動かし出した。















　胸よりは小柄な体にふさわしい、ほどよい肉付きのお尻しりが鈴すず莉りの黒ストと俺おれのズボン越しに腰回りへむにむにとこすりつけられる。

「す、鈴莉、これは……」

「マッサージ、だよ？」

　無邪気な笑顔のままで──しかし、どこか色気を感じさせる熱い視線で、鈴莉が俺の言葉に応える。

「いや、その……」

　俺が言葉を探す間にも、柔らかく張りのある──だが、大きな胸とまったく違ちがう感触のお尻は、俺の腰回りへ自らをすりつけるように動き続ける。

「んとね。ひなくんが気持ちよくなって、元気になるなら、これはマッサージだよ？」

　不安定な体勢で動くために力を入れているからかはたまた別の理由か、頬ほおを桃色に染めながらそんなことを言う鈴莉。

「たしかに、言葉だけは間違ってないな……っ」

「あは。間違ってないでしょ？」

　ね？　と小さく首をかしげて銀紫の長い髪を揺ゆらしながら鈴莉が微笑ほほえむ。

　ったく、俺よりも先に鈴莉の方にスイッチが入っちまったか。

　まあ、それもせいぜい、誤差の範囲内。

　俺もそろそろ危なかったし……鈴莉が我慢できなくなった理由も、わかっている。

「ここのところ、あんまりかまってやれなかったしな」

「ふぇ？　ひなくんはいっぱいかまってくれてたよ？　側そばにいて、空いた時間はずっと遊んでくれてたもん」

「それでも、いつもよりは減ってただろ？」

　恋人同士になってからのイチャつきを一〇〇とすれば、この一週間は八〇くらい。仕事の方に時間を取られすぎた。

　しかし、それでも鈴莉は首を振る。

「ううん、側にいて、ずっと私のこと気にかけてくれてたでしょ？　だから、大丈夫なの。私がひなくんに寄り添ってても『邪魔』って言ってこないし」

「俺が鈴莉を邪魔扱いするはずないだろ？　むしろ、いてくれない方が不安になる」

「あは、私も～。ひなくんが側にいないなんて考えられないもん」

　そう言って上体を倒してくる鈴莉。

　その小さな体を抱きとめ、かわいらしい桜色の唇くちびるをついばむ。

「きゃっ♪」

「嫌だったか？」

「えへへ～、ひなくんがキスしてくれたのに、嫌なんてことありえないよっ」

　でも、と鈴すず莉りは小さく舌を出して笑い、

「そんなことされたら、もっとがんばっちゃうよ？」

　なんて、嬉うれしいことを言ってくれた。

「鈴莉もここのところ移動してばかりで疲れてるだろ？　だから無理のない範囲で、マッサージの続き、お願いします」

「まかされましたっ♪」



　これまで──同居しはじめる前も、同居しはじめてからの七年間も、そして恋人同士になってからも、全てを通しての経験からわかっていたことではあるが──鈴莉の『がんばる』は予想を遥はるかに上回って素晴らしかった。

「あはっ。ひなくんに、だからだよ。ひなくんにだから、私はがんばれるの」

　ぐりぐりむにむにと回すように俺おれの腰上でお尻しりを動かす鈴莉。

　のられている俺の位置からは鈴莉のミニスカートがめくれ、その奥にある黒スト越しの白い紐ひもパンまで見えてしまっている。

　しかも体を安定させるために力を込められた太ももは、俺の腰から脇にかけて密着し、薄いシャツ越しにその柔らかさをこれでもかと伝えてくる。

　黒ストのなめらかな生地が太ももが変形するのに合わせて歪ゆがんでいるのも、これまた素晴らしい目の保養だ。

　できることならさわって、さらに楽しみたいところではあるが、

「だ～め。ひなくんは疲れてるんだから、今日は私がご奉仕するの」

　と、鈴莉に制されてしまう。

　しかし、鈴莉はそのさわろうと伸ばしていた手を掴つかみ、

「あは、だから……私が、してあげるね」

　そう言って、ミニスカートがめくれてほぼ付け根まで露あらわになっている黒ストのおみ足に、自ら俺の手を触れさせる。

「最初っからさわらせてくれても、よかったんじゃないか？」

「ひなくんは疲れを取るために動いちゃだめなのです。ぜ～んぶ、私がしてあげるっ♪」

「ったく、エロすずりんめ」

「あはっ、ひなくんもエッチだから、相性抜群だねっ」

　言いながらも、鈴莉は腰の動きを止めず、俺の手を自らの足に這はわせるのも休めない。

　そんなところに健けな気げな言葉をかけられてしまっては、もうたまらない。

「んっ……ひなくん、どう？　気持ちい～い？」

「かなり、気持ちいい。癖くせになりそうだ」

「あは、いつでもしてあげるよ。だってひなくんに──私の大好きな人にだもん」

　交わされるこうした言葉も、どれをとろうと誰だれが聞いてもわかるであろうほど、鈴すず莉りの本心からと──それだけ俺おれのことを想おもってくれているのだとわかる響きを湛たたえているのだから、恋人としては嬉うれしすぎる。

「鈴莉」

「ふぇ？」

　腰や手を動かし続けながら小さく鳴いた鈴莉の、火ほ照てった頬ほおに手を添える。

「鈴莉。俺、これからもずっと鈴莉のことを大切にするから」

「ふぇ？　ひなくんは今でも十分大切にしてくれてるよ？」

「もっともっと、だ。何度だって言うぞ。俺は鈴莉のことを一生、絶対に離してやらないし、絶対に離れない。──愛してるよ、鈴莉」

　不思議そうな鈴莉に上体を起こして囁ささやけば、鈴莉は今まで以上に、よりいっそう嬉しそうな顔をして、

「私も絶対に離れないもんっ。ひなくん、愛してる♪」

　甘く甘く、蕩とろけそうな声で応え、俺の手が導くままに静かに紫紺の瞳ひとみを閉じる。

　交わすキスはしっかりと。ここ数日の足りなかった時間を埋めるように。

　しかし、誓いの儀式に似たそれも、息苦しさと共に終わりを告げる。

「あは、ひなくん……もっと、気持ちよくしてあげるね」

　鈴莉はキスでさらに深くスイッチが入ってしまったのか、とろんと緩んだ瞳で微笑ほほえむと、俺の体をそっとベッドに横たえ、さらに激しく腰を動かしはじめる。

　胸についていた手は俺の胸元をさわさわとなでるように蠢うごめいており、それがシャツの上からかすかでもどかしくなるような刺激を与え続ける。

　腰元の欲望に直接訴えかけるような刺激と、もどかしい上体の刺激。二つが合わさることによって、急速に俺の感覚が高ぶっていく。

「くっ、鈴莉。それやばい……っ」

「ん……っ、ひなくん、気持ちよさそう。私も、ね。こうしてると……なんだか……」

　うっとりと顔を赤くして呟つぶやく鈴莉。その声がいつも以上に甘く聞こえるのは、錯覚でもなんでもないだろう。

「こう、なったら……俺も……」

「ひなくんはだ～め。今日は、私がひなくんに……ご奉仕するんだから」

　荒くなり始めた息を吐きながら、うっすらと汗をかいた鈴莉が健けな気げに微笑み、さらに動きを複雑にさせる。

　それはさらに俺への刺激を強め、鈴莉も大きな胸を弾ませながら熱い吐息をもらす。

　鈴莉も俺も、そろそろ限界が──



「お兄ちゃーん。どうせ紛まぎらわしくマッサージでもしているだけだと思うので、入りますねー」



「「!?」」

　ノックすらなく、あっさりと部屋のドアを開けて入ってきた皐さ月つきに、鈴すず莉りと二人して瞬間的に固まる。

　まさか……まさか、ノックすらなく開けてくるだと……!?　皐月の邪魔は想定していたが、部屋なら大丈夫だと思ったのに……っ！

　そして固まったのは俺おれたちだけでなく、妙なことを言いながら入ってきた皐月も。

　皐月は仰あお向むけに寝そべった俺と、その腰上あたりにまたがって動いていた鈴莉を見るや、

「あれ!?　まぎらわしくない!!　ガチでエロいことしてましたよ、この人たち!?　しかもお姉ちゃん上位なんて珍しい!!」

　目を見開きながら叫んだ。

　しかしどこか興奮気味の皐月とは正反対に、俺と鈴莉の興奮は一気に冷めていき、それと同じ温度の視線で、皐月を睨にらみつける。

「で、ノックもなしに、なにしにきたんだ？」

「えー……あーそのー……お疲れでしたら、夕飯はコンビニ弁当とか出前とかでもいいですよー、と……」

　その冷たい抗議の視線を受けてさすがに皐月も気まずくなったのか、目を逸そらしながらしどろもどろにそんなことを言う。

「……皐月ちゃん、それだけのために私たちの邪魔したの？」

「え、ええと……結果的にはそうなってしまいますです、はい」

　ぷくーっと頬ほおを膨らませながら、あからさまに『不機嫌です』という声音の鈴莉。かなり怒っているのは雰囲気からも触れあっている体からも伝わってくるが、怒っていてもやっぱりかわいい。鈴莉はどこもかしこも、ぷにぷにしたくてたまらないところだらけだ。

「い、いえ。本当に勘かん違ちがいしたといいますか、裏を読みすぎたといいますか。漫画だとドア越しにそれっぽい声が聞こえたら、たいていマッサージしてるって決まってますし！」

「間違ってはないんだけどなー」

「そ、それのどこがマッサージだって言うんですか！」

　つっこみとしての本能が刺激されたのか、俺と鈴莉を指しながらいつものように叫ぶ皐月だったが、すぐに咳せき払ばらいをして視線を逸らしてしまう。

「と、ととと取り繕わなくてもかまいません。今回は本気で皐月が悪かったですし。常々やるなら二人っきりでしろと言っておきながら、配慮が足りませんでしたです！」

　なんてことを皐月は早口にまくし立てると、

「すみませんでした──っ!!」

　まさに脱だつ兎とというのがふさわしい勢いで、走り去ってしまった。

　その際しっかりとドアを閉めていってくれたので、室内に残るのは再び俺おれたちだけ。

「むぅ……」

　しかし、それでも頬ほおを膨らませたまま、不満そうにうなり声を上げているお姫様。

　そんな鈴すず莉りを抱きしめ、膨らんだ頬へ左右一回ずつ、唇くちびるをあてる。

「あ……えへへ……♪」

　それだけで一転して、嬉うれしそうにはにかむ鈴莉。

　愛いとしい彼女の顔に笑顔が戻ったことに満足して、抱きしめたまま上下を入れ替え、鈴莉をベッドへ押し倒す。

「ふぇ？　ひなくん？」

「さすがに皐さ月つきはもう来ないだろ。それに、夕飯はコンビニ弁当や出前でもいいらしい」

　なら、

「時間もたっぷりあることだし、それまで鈴莉に、マッサージしてやれるな……？」

　俺の言葉が意図するところに気づいたのだろう。鈴莉は嬉しそうに目め尻じりを下げ頬を緩ませながら、砂糖菓子へさらに練乳をかけたような、甘く蕩とろけた声で囁ささやく。

「よろしく、おねがいしますっ♪」





















　　　　◆　◆　◆　◆



『業務連絡です。店長、お電話がかかっておりますので、事務室までお越しください。繰り返します──』

　というノイズまじりの放送がスーパーの店内に鳴り響いたのは、昼と夕方の間。僅わずかにお客が少なくなる時間帯だった。

　地域密着型のスーパーとして近所の人に親しまれているこの店は、この時間だけが唯一の休息となる時間帯でもあった。

　そんな中、夕方のラッシュを控え総菜の補充をしていた茶色いポニーテールの少女は、放送を聞くと気だるげに腰を伸ばした。

「これ、残りやっといて」

　面倒くさそうな声音で、一緒に総菜の補充をしていた一回り以上年とし嵩かさの女性に言い残すと、少女はその返事を聞くことなく、のろのろと裏口へと回っていく。

　安っぽい裏口を抜け、数歩のところにある事務室──とは名ばかりの、プレハブ小屋に入るや否いなや、先ほど放送を流した人物らしき男性が少女へ保留状態の受話器を渡してきた。

「誰だれから？」

「名乗りはしませんでしたが、男の声で『スポンサーの件、と店長に言えばわかる』と」

「……そう。ここはいいから、総菜の補充手伝ってきて。そろそろ次の焼き物があがるはずだから」

「了解しました」

　思い当たるところがあるらしき少女の言葉に、謎なぞの電話で困惑していた男性は安あん堵どすると、言われた通り事務室を出て行く。

　その足音が店内に入り、開けっ放しの窓から店舗のドアが閉まったことを確認すると、少女は窓を閉めつつ、保留ボタンを押した。

「はい、スーパー伊い瀬せたん。店長です」

『何度聞いても、気が抜ける店名だな。某百貨店から訴えられないのか？』

「大御所様は地方の個人経営スーパーまで、気にかけないんじゃない？」

『なるほど。どこも一緒か』

　電話越しにかすかな笑い声を響かせた男は、挨あい拶さつもそこそこに本題を切り出す。

『知っているだろうが、《御み園その》と我々の会談日程が決まった。一週間後の日曜日、その午後だ』

「…………そうね」

『やつらのことだ。用件だけを済ませ、会談自体は半時間もないだろう。しかし──』

「──明確に、期限が切られた」

　自らの言葉を継いだ少女の声になにを感じたのか、男は声を平へい坦たんなものへと変える。

『間に合うのか？』

　聞く者によっては威圧とも表現されるであろう声音で訊たずねる男へ、少女はあくまで気だるげに返す。

「そうでないと困るわ」

　少女は電話先の相手が自分の四倍以上の年であり、こんな辺境に飛ばされた自分より地位もよほど高いことを知っている。

『またどこかを襲撃して、日程をずらさせることは──』

　しかしそんな相手の威圧に対して、少女は平然と言葉を放つ。

「バカ？　そんなことをしたら、警戒レベルが上がるに決まっているでしょう。ただでさえ下準備の襲撃で上がってるのに、これ以上警戒させてどうするの？」

　どこかあざ笑うように言った少女は、ふざけたような口調でうそぶく。

「全てご破算にしたいなら、どうぞ？　その代わり、もうチャンスは巡ってこないわよ。一生──少なくともあなたやアタシが生きている間に、《御み園その》と《異い戦せん雪せつ原げん》の上下関係が変わることはないでしょうね」

『…………』

　電話越しの男が怒っているのか呆あきれているのか、それは電波を介しているだけの少女にはわからない。

　しかし返ってきた声は、先ほどよりも優しげな──信用のおける相手に向ける声音。

『詳細は知らない。すでに次世代へ席を譲ろうとしている年寄りは知る必要もないだろう。────弱冠十六歳で部隊長になった者の策ならば、と期待してよいのだな？』

「そこはご自由に。アタシはただ自らのプライドを押し通すために、意思を示しただけ。スポンサー様はその動きを見て、自らの意思に沿うかどうか判断すればいい」

『はは……どこまでも大人を舐なめ腐った子供だ』

　言葉は悪態ながら楽しそうに笑った男は、パソコンのキーボードでも押したのだろうか、カチャ、という音を響かせる。

『こちらのスポンサー料は振り込んだ。数日内には各地の──この動きに気づいたスポンサーたちも加わるだろう』

「それはどうも」

　知りたいことは知った、とばかりに少女が電話を切ろうとする直前、受話器から男の声ががらんとした事務所へ響く。

『────我らの長年の苦渋を糧に、勝ってくれ。《異戦雪原われわれ》は、《御園》に支配される側ではなく、対等以上の存在であると……示してくれ』

「アタシなんかよりよほど度胸も力もあるくせに、動こうとしなかった人に言われても」

『は、は……それはそうだ』

　かすれるような──一気に年を一〇も二〇も取ったかのような声で笑う男。

　少女はその笑い声がまだ響いているうちに受話器を戻し、電話を切ってしまう。

「リミットは、ギリギリ。……それでも、集まりさえすれば──」



　　　　◆　◆　◆　◆



「あうー……」

　週も明けて、火曜日。つつがなくテスト初日を終えた帰り道のこと。

　そろそろ梅雨明けの気配も漂ってきた本日は、数日ぶりの晴天。

　テストのため半日授業になっている俺おれたちは、ほぼ真上から降り注ぐ太陽を避けるように、若じやつ干かん早足で帰宅を急いでいた。

「あーうー……」

「……で、おまえはさっきからなにを唸うなってるんだ」

　数歩後ろをゾンビのように背中を丸め、だらだらとついてきている皐さ月つきを振り返る。

　もやしのこいつのことだから、てっきりこの暑さでやられているのかと思ったが、皐月は俺の声に顔を上げると、半眼……というには、少し怒りのこもりすぎた目で睨にらんできた。

「ど、どうした？」

「どーしたもこーしたもありませんよ……！」

「さ、皐月ちゃん……？」

　え、なに？　なんでこいつこんなに怒ってんの？　なにか悪いことした？

　急ぎここ数時間のことを思い返すが、俺にしては珍しく真面目まじめにテストを受けていただけだ。まさか、俺が真面目だから怒っているわけでもないだろう。

　今だって、鈴すず莉りとは腕を組んでいる程度。

　少し暑くはあるが、それよりは鈴莉と触れあう喜びの方が何倍も大きい。

　これを『見てて暑苦しい！』とか言われたら、俺にはもうどうしようもない。

　そんなことを考えていると、皐月はびしっと俺に指を突きつけ、

「なんなんですか、あの期末テストの難易度は!?　なんでお兄ちゃん、あれを一度授業聞いた程度で赤点回避できるんです!?　授業だって真面目に聞いてないくせに！」

　当たらずも、遠からず。

　俺が真面目にしてたのが原因のようです。

「授業と一夜漬けだけである程度の点が取れるなら、真面目に勉強してた皐月はなんなんですかぁ！」

「って言われてもなあ……」

　俺おれが赤点回避できてるのも、先生ごとの出題傾向を探って対策を立ててるから、という地味な努力の賜たま物ものだし。

　というか、それなら鈴すず莉りはどうなるのか。

　まだ授業を聞いている俺とは違ちがって、鈴莉は本当に一夜漬けだけだぞ？　俺の調べた傾向と対策に基づいて一夜漬けはやってるけどさ。

「なんだ？　そんなに今日の出来がやばかったのか？」

　なんてことは言わずに、もはや半分涙目の皐さ月つきに問いかける。

　前々から思ってたけど、皐月のこの半泣きって妙にかわいいよなあ。そそるというか、なんというか…………あ、嗜し虐ぎやく心が満たされるのか。納得。

「うぐ……」

「オーケイ。その呻うめきでよくわかった」

　まあ、たしかに神かみ代しろ学がく園えんの授業はレベルが高い。曲がりなりにも県下一の進学校だし。特進クラスなんて、全員が旧帝大や国公立医学部の受験を前提としていたりもする。

　あ、俺は普通科だし、大学も行きません。ってか行けません。卒業後はそのまま《御み園その》の《長おさ》業を本格的にやることになる。これはまあ、《長》の宿命というか業というか。仕方のないことだとわかっている。今高校に通えているのだって、由ゆ枝えさんや本部の職員など、多くの人が支援してくれているからだ。さすがに大学まで、と言うつもりはない。















　ちなみに鈴すず莉りも俺おれと同じ予定。《長おさ》の補佐というか、俺と鈴莉、二人で一つの《長》なわけで。どちらかというと本人的には『もうお勉強やだ……』ってことらしいが。

「ふぇ？　えへへ～」

　改めてそんな未来を思い描いて、温かくなった心のままに鈴莉の頭をぽむぽむなでる。

「だめだったのはどれなんだ？」

　今日のテストは現国と物理と音楽。

　文系が苦手だと公言している皐さ月つきのこと。現国は危ないとしても、理系科目である物理は大丈夫──

「…………全部、です」

「──はい？」

「だから、全部ですよぉ！」

「ふぇ？　でも皐月ちゃん、理系は得意だって……」

　鈴莉の疑問に俺も頷うなずく。

　しかし、皐月は乾いた笑みを顔に貼はりつかせると、力なく首を振る。

「現国が『あ、これ死んだ』って出来だったせいで、まったく集中できなくて……」

「「あー……」」

　こいつ、メンタル強いようにみえて弱いなあ……。

《御み園その》や異能関連といったこの世の埒らち外がいのことや、伏せられていた俺との血縁関係なんてものは、かなりの速度で乗り越え──それどころか、そのことを糧にさらに強くなったようにすら感じていたのに。

「うああ……あんな点数ありえませんよ……。絶対人生で最低の点数になってますよ……」

　なるほど。自信があったものだけに心にきちゃったのか。

　しっかりテスト勉強もしていたし、さすがに赤点を取るようなことはないだろうが、それでもこの優等生様には辛つらい点数の予測がついてしまっているようだ。

「そだ。皐月ちゃんもひなくんの一夜漬け特訓受ける？」

　落ち込みきっている皐月の様子を見かねたのだろう。鈴莉が優しくそんな提案をする。

　しかし。しかし、だ。

「いいのか、鈴莉。それだと、いつもの教え方ができないぞ？　こいつ怒り出すだろうし」

「あ、そっか。ごめんね、皐月ちゃん。やっぱりなしで」

「待ってください！　いったいどんな勉強してるんですか!?　朝は布団の中とか言ってましたし。皐月が怒り出すって、いったいどんな勉強法なんです!?」

「えと……それは、えへへ～。さすがにここじゃ言えないよぅ♪」

「おおっと、あからさまにやばくて甘そうな雰囲気が漂ってきてますよ。でもあのお姉ちゃんを一晩で赤点回避させる一夜漬け術、知りたくもあり……っ」

「皐さ月つき、おまえ何気にひどいこと言ってるよな」

「ほんとだよ。私だって本気を出せば元素記号三つくらい言えるんだから」

「鈴すず莉りは今晩もしっかり教えてやるからなー。明日化学あるし」

「うんっ、おねがいします♪」

「うわああ、なんであんなに楽しそうな……。前門の糖分お化けに、後門の好奇心ですよぉ……」

　そんなことを話しながら歩いているうちに、すでに綾あや川かわ家は目前。

　玄関前に佇たたずむ人の姿に気づいたのは、機嫌をさらによくして俺おれの腕を抱いていた鈴莉が最初だった。

「ふぇ？　ふみちゃん？」

「……すずり、様。ひなた、様」

　鈴莉の言葉通り家の前にぽつんと立っていたのは、桜色の改造和服とセミショートの黒髪を風に揺ゆらす、一人の少女。月つく詠よみ詞ふみ香か。

「どうした。遊びに来たのか？　それとも──」

　嫌な予感がしてケータイを片手で取り出して見るが、着信はなし。しかし、何かがあって詞香が《長おさ》を呼びに来た可能性はないと言いきれない。今日は由ゆ枝えさんも、本部には行っていないのだから。

　しかし、近づきながらの問いに、詞香は僅わずかに首をかしげ、

「……遊びに、きただけ……ですが」

「急な案件とかじゃなくて？」

「……はい。お仕事は、なにも」

　再度の質問にも、詞香は小さくこくりと頷うなずきを見せてくる。

　その顔も纏まとう雰囲気も、いつも通り感情の読み取れない、平へい坦たんなもの。

　しかし、だからこそ安心できるともいえる。なにかがあれば、表情の変わらない詞香からでも焦り程度の雰囲気は、容易に読み取れる。

　それに、詞香が遊びに来るのはそう珍しいことでもない。多いときは一月に二回ほど。少なくとも、毎年四、五回は遊びに来る。

「……ご迷惑、でしたか？」

　だから、少しだけ悲しそうな雰囲気を漂わせはじめた詞香に、今日もいつものように。

「そんなわけないだろ。入れよ」

　すると詞香も、いつものようにかすかに笑みのようなものを見せて、頷く。

「……はい」

　はてさて、この顔を見せてくれるだけで、俺も鈴莉も満足してるんだって、詞香は気づいているのかね。



「早速で悪いんだけど、俺おれたち昼飯がまだでな。詞ふみ香かは食べたか？」

「……い、え」

「じゃあささっと作っちゃうから、ちょっと待っててくれ」

　詞香を家に招き入れ、普段着に着替えてからリビングでそんな話をしていると、詞香が俺の服を小さく引っ張ってきた。

「……お手伝い、します」

「くっ……見たか皐さ月つき。年下の子が健けな気げにも手伝いを申し出てくれてるというのに、おまえときたら、その体ていたらく……」

「ううううるさいですよ、お兄ちゃん！」

　ほぼ反射的に返してきた皐月は、しかし自分の姿──私服の青いワンピースに着替えて、そのまま流れ作業のように無言で取ってきた冷えた麦茶を飲みつつ、さっさとソファーに座ってお昼のワイドショーを見ている──を再確認して、大きく頷うなずいた。

「すみません、今日ばかりは罪悪感がすっごくわいてきました……」

「いつもその心がけだったら、兄として嬉うれしいんだけどな……」

　心なしか栗くり色いろの二本尻尾しつぽもへにゃっとなっているし、自身のだめっぷりを顧かえりみることはできたようだ。

「ひなくんひなくん、私も手伝う！」

　一気に元気をなくした皐月とは正反対に、いつも元気なロリ巨乳さんは私服の生地が薄い夏用ゴスロリ服に着替えたことでより強調されている胸を弾ませながら、力一杯細い手を上げる。

　その心意気は嬉しいし、俺だって彼女と一緒に料理なんて素晴らしいものに夢は持っている。しかし、

「鈴すず莉りはだめ。薄はく力りき粉こと片かた栗くり粉この区別、つくのか？」

「ふぇ？　どっちも白い粉だよ？」

　はい、アウト。その基準だと塩も白玉粉も危ないお薬も、全部同じものになってしまう。

　普段なら一つずつ教えながら監督しながら料理を作るのもやぶさかではないが、今日は詞香が来ているわけで。そんなに時間はかけられない。

「というわけで、鈴莉はおとなしくテレビ見てるか読書してること」

　しかし、鈴莉は悲しそうに眉まゆを下げ、大きな胸の前で人差し指をつんつんと突き合わせ出す。その様子は拗すねているようにも、寂しいと感じているようにも見える。

「うぅ～、でも詞香ちゃんがお手伝いしてるのに、恋人の私がだらだらしてるのも……」

　落ち着かない、か。

　俺おれが浮気しようとしているわけでも、鈴すず莉りが詞ふみ香かに嫉しつ妬としているというわけでもなさそうだが、やっぱり恋人と他の女の子がキッチンに立つのはどこかもやもやするのだろう。

　気持ちはよーくわかるし、なにより一心同体の俺たち。言葉など必要なく鈴莉の気持ちが伝わってくる。

　俺にとって鈴莉のその独占欲は心地よく、求められていると実感できてとても嬉うれしい。

　だから、俺の基準に──俺の優先順位に従って、詞香に声をかける。

「詞香。悪いけど、皐さ月つきで遊んで待っててもらってもいいか？」

「……よろしいの、ですか？」

「ああ、気持ちは嬉しいんだけど、詞香はお客さんだしな」

　そう言うと、詞香は俺と鈴莉を交互に何度か見て、

「……了解、しました。すずり様、出すぎた真ま似ね……申し訳、ありません」

「う、ううんっ。こっちこそごめんね。せっかくふみちゃんが手伝ってくれようとしてたのに、私のわがままみたいになっちゃって」

「……問題、ありません」

　慌てる鈴莉へ詞香は鷹おう揚ように手を振ると、そのガラス玉のような瞳ひとみを皐月へ──引きつった顔でソファーから腰を浮かせ、いつでも動き出せるように準備している皐月へと向ける。

「……さつきさん、で遊んでいいとのこと、ですので」

　その不穏すぎる言葉に反応したのは、当然さっきから自らの意思ガン無視で話を進められている、皐月。

「あのー……普通に言ってますけど、皐月でってなんなんですか……？」

「……文字通、り？」

　言いつつ、ちらりと詞香が視線を送ってくる。

　だからそのどこかネズミを見つけた猫のような、楽しそうな瞳の色をしている詞香に、俺は────笑顔で、親指を立てた。

「ちょっ!?　なにお兄ちゃんいい笑顔でゴーサイン出してるんですか!?　見とれちゃったじゃないですか！」

「皐月、本音本音」

　後ろで鈴莉が暗い目をして文庫本縦持ちしてますよー。たぶん数秒で振り下ろしてきますよー。

　しかし、自分に被害が及ばないとわかっているからなのかどうなのか。ヤンデレスイッチが甘がかりの鈴莉をスルーして、詞香はあくまでマイペースに皐月へ問いかける。

「……鬼ごっこ、とか。……どう？」

「あ、そういう遊びでしたら皐月も歓迎です。でもですね、詞香ちゃん。そういうときは『さつきさんと』って言わなきゃだめですよ？　で、だとお兄ちゃんみたいなドＳだと勘かん違ちがい──」

「……わたし、の“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟の……中で」

「やっぱりこの幼女ドＳですー！　“〝閉じた小部屋”〟の中とか、皐さ月つきどこに壁があるかすらわからない透明小部屋に囚とらわれて、逃げ場なし状態じゃないですかー！」

「……大、丈夫。しっかり……閉じ込めて、あげる」

「ひぃぃっ!?　一切、どこをとっても大丈夫じゃないですよ!?」

「……じゃあ、すたー……と？　わたし、鬼」

「え？　え？　いきなりですか!?」

「……ふふ、まてー」

「棒読み笑いきたー!!」

　華麗に連続つっこみをこなし玄関へ走り去っていく皐月と、それを声だけで笑いながら追いかける詞ふみ香か。どちらもそんなに長くないスカート姿なのに、走っていて中が見えないのはさすが女の子。残念とか思ってませんよ、ええ。

「三〇分くらいで戻ってこいよー。あと異能は使っても一般人にばれないようになー」

「……了解、です」

「はーいぃやぁぁあああああああああ!?　なんかすごいスピードで追ってきてるー!?　──────あうっ！」

　途中、玄関先あたりで硬い壁になにかが正面からぶつかったような音がしていたが……うん、気にしない気にしない。詞香の異能は殺傷力という意味ではほぼゼロに近いし。

「…………さて」

　二人がいなくなり、一気に静かになったリビングを見回す。

　聞こえてくるのは外の木が奏でる葉擦れの音と、つけっぱなしにされたテレビから流れるニュースだけ。

　それ以外には俺おれと鈴すず莉り、二人の呼吸音くらいしか聞こえない、静かなリビング。

　そんな、穏やかな昼下がりを体現したかのようなリビングで、鈴莉がくすくすと楽しそうに笑い声を上げる。

「二人とも元気だね～」

「まったくだ。あのペースだと、どっちもすぐにばてそうだけどな。昼飯もまだだし」

「あは、たしかに」

　じゃあ、と鈴莉はとととっと俺の側そばまで来ると俺の手を握り、

「二人が帰ってきたら、すぐにお昼食べれるようにしてあげないとねっ」

「もちろん。ご希望は？　お嬢様」

「オムライス！」

「あいよ。じゃあ、ケチャップで文字を書くのは……」

「うんっ、まかせてっ」

　そんな風に、時間すら遅くなったかのようにゆったりとした、だからこそ居心地がよくて鈴すず莉りと穏やかに笑いあえるお昼の時間は、二人がぐったりして帰ってくるまで、続いたのでした。



　　　　◇　◇　◇　◇



　へとへとになって帰ってきた二人──一人は七割くらい泣いており、一人は無表情なのに『楽しかった！』といわんばかりの雰囲気を纏まとっている二人が息を整え終えたところで、ようやくの昼食と相成ったわけだが……

「これは……どうしたものでしょうね」

　皐さ月つきはオムライスを一口分スプーンですくったまま呟つぶやくと、疲れたようにため息を吐ついて、動きを止めた。

「なにが～？　はい、ひなくん。あ～ん」

「まだ食えないようだったら、あとでもいいからな？　ラップかけておくし。あーん」

「運動のあとってお腹なかすくときと、もうご飯とかいいから寝たいときとがあるよね～。ひなくんひなくん、今度は私に～」

「喉を通らないときってほんとに通らないよな……っと、その前に鈴莉。ケチャップついてるぞ。…………ぺろっ、と。よし、とれた」

「あは、ひなくんありがとっ。お礼に～私からもっ！」

「こらこら、鈴莉。まだご飯中だぞ」

「ひなくんが食べさせてくれるも～ん♪」

「ったくもう、仕方ないやつだな……じゃあ、ほら。目を閉じて……」

「うん……♪」

「────って、なにがもなにも、それですよそれ!!」

　あ、ようやく爆発した。

「なにとんでもなく詞ふみ香かちゃんの教育に悪いことしてるんですか……っ！」

「いやでも家の中だし」

「だし～」

　二本の尻尾しつぽをピンと立てて怒れる皐月に、一応反論を試みてみる。

　しかし、その一応でしかなかった反論は、

「む……たしかに、それもそうですね……」

　お、受け入れられた、かな？

「………………いやいやいや！　なんで皐月、一瞬でも『これくらい普通』とか思いだしちゃってるんですか!?」

　あー、だめか。

「それはね、私たちに毒されてるからだよ？」

「自分で毒だとわかってるんじゃないですか！」

　叫んだ皐さ月つきは、そのテンションの高さとは裏腹にそっと静かにスプーンを置くと、俺おれたちの皿にのったオムライスを指さし、また叫ぶ。

「しかもなんですかそれは！　そのケチャップ文字は！」

「えへへ～、うまく書けてるでしょ」

「これお姉ちゃんが書いたんですか!?　うわ、それなら意外と上手……」

「皐月ちゃん、いったい私のことどれだけだめな子だと思ってるのぉ……」

　隣でしょぼーんとしてしまった鈴すず莉りの頭をなでてやる。

　たしかに、オムライスに書かれたケチャップ文字はそこそこうまい。本人曰いわく、

「愛のなせる業わざだよっ♪」

　とのこと。

「まあ、お姉ちゃんにしては上手ってだけで、普通なんですが」

「ひどいっ！　皐月ちゃんが反抗期だ!?」

「皐月、おまえスープ抜きな」

「ああっ、そんな殺生な!?」

　皐月の席からスープを引き寄せ、もう一度、三分の一ほど減った自分のオムライスに視線を向ける。

　そこに書かれているのは、俺と鈴莉共通で『ひなた・すずり』の相合い傘。傘の頂上には──というより全体にハートマークが大量にちりばめられていて、とってもファンシーでかわいらしい。鈴莉の愛が伝わってくるようだ。

　感慨深くそんなことを思っていると、『さつきちゃん』と書かれたオムライスの前に座っている皐月が「とにかくですね」と話題を戻してきた。

「そんなだだ甘なものを交互に食べさせあうのを見せられる、こっちの身にもなってくださいよぉ……。皐月だけならだいぶ耐性がついてきましたけど、今日は詞ふみ香かちゃんもいるんですよ？」

「ふぇ？　でもふみちゃん、黙々と食べてるよ？」

「はい……？」

　皐月は隣を、俺は斜め向かいを見れば、まさに『ふみちゃん』と書かれたオムライスの『み』あたりまで食べ終わった詞香が、ようやく俺たちの話に気づいたかのように顔を上げてきた。

「……？　なに、か？」

「おいしいか？」

「……はい、とても。食堂より、とても」

　食堂の職員が聞いたら泣きそうなことを無表情に言う詞ふみ香か。

　いつもの俺おれに対する尊敬から発生する言葉でないのは、その一気に五分の四まで減ってしまっているオムライスを見れば明らかだ。

「おかわり、いるか？」

「……よろしいの、ですか……？」

　言葉はいつも通り途切れ途切れの小さなもの。しかし、その雰囲気が一気にぱああっと明るくなる。

　うん、ここまで喜んでくれると俺も作りがいがあるってものだ。

「まだチキンライスは残ってるし、卵だけ焼いたら作れるから。焦らなくていいぞ」

「……は、い」

　素直に頷うなずきつつも、待ちきれないとばかりにスプーンを動かし出す詞香。

　うーむ、あの食堂も相当なレベルではあるのだが、さすがに毎日食べていると飽きるのだろうか。メニューをもうちょっと増やすべきかなあ。今度食堂の責任者と話してみよう。

「……それと、ね」

「はい？　どうしました、詞香ちゃん」

　もぐもぐ、とオムライスを上品に──しかし脅威のスピードで食べていた詞香は、あっという間に残りを平らげると、隣の皐さ月つきに視線を向け、小さく首をかしげる。

「……普通、だよ？」

「え？　なにが──」

「……ひなた様、とすずり様。いつも、こうして食べてらっしゃる。本部の、食堂でも」

「…………そーいえば、そーでしたね……」

　まあ、もともと皐月より詞香の方が付き合い長いしね。それに俺と鈴すず莉りは恋人同士になる前から仲がよかったわけで。

「……これくらい、で動じていては……側近は、つとまらない」

「ああ、だから由ゆ枝えさんも諦めムード漂わせてるんですか……。《御み園その》上層部怖い……。ある意味ブラック企業も真っ青ですよ……」

「なんて失礼なことを。俺ほどまともな上司はいないだろうに。ほい、鈴莉。あーん」

「あ～ん♪」

「だったら今すぐその食べさせあいをやめてくださいよぉ！　オムライスなのになぜか甘いんですよぉ！　ケチャップの酸味はどこにーっ!?」



　なんて皐月の魂の叫びっぽいものが響いてから、およそ一時間後。

「お兄ちゃーん。ちょっといいですかー」

「ひなくんひなく～ん」

　すっかり機嫌も直ったらしい皐さ月つきと、ソファーの背に上半身をのせるようにして振り向いた鈴すず莉りが呼びかけてきた。

「ちょっと待てー。もう洗い物終わるから」

　声を返しながら、内心で苦笑する。

　まったく、さっきはあれだけ怒っていたのに。相変わらず切り替え速度だけは一級品だ。

　そんなことを思いながらフライパンを洗い終え、手を洗ってリビングへ向かう。

「で、どうした？」

　たたんだエプロンをローテーブルの端っこに置き、すぐにこてんと頭を預けてきた鈴莉の温かさを感じながら訊たずねる。

　すると皐月はやたらと神妙な顔で、

「前回、皐月はお姉ちゃんの黒ストに負けたわけです」

　そんな、なんて返せばいいのか困ることを言い出した。

「あー、まあ、そうだな？」

　正確には鈴莉に負けてるわけだが、そこは指摘してやらないのが花というものだろう。

　俺おれが返事に困りつつも返してやると、皐月は我が意を得たりとばかりに大きく頷うなずき、

「だから、今回は二位決定戦です！　黒ニーソがいいのか、それとも──白ニーソがいいのか！」

　びしっと隣に座って静かに緑茶を飲んでいた詞ふみ香かを、指さした。

　たしかに、黒ストの鈴莉に黒ニーソの皐月、白ニーソの詞香と三者三様、それぞれ見事に分かれている。ここにハイソックスとくるぶし上くらいまでの短い靴下が加われば最強だろうか。

　あ、レギンスとかガーター付きとかは認めん。これは認めん。スパッツなら許す。

「というわけでお兄ちゃん、詞香ちゃんの足にタッチですよ！」

「いやいや、それはさすがに犯罪だろ」

　相手は恋人でもなんでもない十二歳の子供ですよ？　遠い遠い親しん戚せきではあるが、さすがにまずい。しかも立場的に下へ手たすりゃパワハラだ。

　ねえ？　と俺に寄りかかっている鈴莉を振り返るも、鈴莉は鈴莉でこの二位決定戦に思うところがあるようで、にこにことしたままだ。

　んー、『ひなくんのこと信じてるもん』ってところかな。言語化すると。余裕あるなあ。それだけ俺のことを信じてくれているのだと思うと、なんとも嬉うれしくなってくるが。

「♪」

　という俺の心境を読み取ったのか、無言ですりすりと頬ほおをすりつけてくる鈴莉。

「……わたし、は」

　そんな小動物チックな鈴すず莉りの顎あごをカリカリかいてやったり、ほっぺたをつついてやったりしつつ考えを巡らせていると、湯飲みを置いた詞ふみ香かが不意にぽつりと呟つぶやいた。

「……ひなた様、にでしたら……かまいません」

「えっと……詞香？　このアホ妹がなにを言ってるのか、理解してるのか？」

「…………」

　もちろん、とばかりに頷うなずく詞香。

「……ひなた様、がわたしの足を、舐なめるようにさわりつくし……じゅーよくの、おもむくままに、じゅーりんする」

「おいこら皐さ月つき、詞香になんて言葉言わせてやがる！」

「あれ!?　セリフを仕込んだの一瞬でばれましたよ!?」

　なにを驚く。こんなこと詞香が自分から言うわけないだろうが。

　鈴莉が教えるとは思えないので、必然的にさっきまで一緒にいた愚妹一択だ。

「詞香。嫌だと思ったら無理に言ったりしなくていいんだからな？　いつもみたいに殴って閉じ込めてお湯かけてやればいいんだから」

「あれあれ？　なんだかお兄ちゃんの皐月に対する扱いがどんどんひどくなってますよ？」

「黙ってろ愚妹。夕飯も抜くぞ」

「すみませんでした！」

　瞬間で絨じゆう毯たんの上で土下座スタイルになる皐月。最近その動きに無駄がなくなってきたように思うのは俺おれだけだろうか。

　そんな中、詞香は俺の言葉に小さく──しかしはっきりと首を振り、

「……ひなた様に、さわっていただくのは……問題、ありません」

「いやでも、それはさすがに……」

「…………お兄ちゃん、皐月のときはあっさりさわったくせに、詞香ちゃんに対してはやけに渋りますね」

　どう見ても絵え面づらが犯罪にしか見えないからです。他意はありません。

　ってかおまえは妹だろうが。兄妹のスキンシップの範囲を出ないっての。

　とか思っていると、詞香は寂しそうな雰囲気で上うわ目め遣づかいに俺を見上げ、

「……だめ、ですか……？」

　…………まったく、この子は。この年で年上の扱い方ってものを心得すぎだろ。

「いいんだな？」

「……はい。ひなた様に、なら」

　一体全体、どこまで俺に信頼を寄せてくれているのか。

　詞香はそう言うと、ソファーから立ち上がり、俺の前に進み出てくる。

　纏まとう雰囲気と無表情の中に垣かい間ま見みえる色はどう見ても──喜。

　その上、

「……どう、ぞ」

「「「!?」」」

　ソファーに座る俺おれの前まで来ると、詞ふみ香かはその喜色を表した雰囲気のまま細い指でスカートをつまみ、躊躇ためらうことなく──たくし上げた。

「ふ、詞香ちゃん!?　そこまではしなくていいんですよ!?」

「……？　さわり、にくい……よ？」

「いやそうかしれませんが……」

　詞香の甘ロリっぽく改造された和服は下がスカート状になっており、その裾すそはいつもギリギリニーソの上端にかかるかかからないかといった絶妙なラインを描いている。

　たしかにスカートを上げてくれた方がさわりやすくはあるけど……一気に犯罪臭が増したなあ……。

　さすがに恥ずかしいのか気をつかったのか、下着までは見えていない。だが、ずいぶんときわどいところまで持ち上げられているので、角度や動きによってはあっさりと最後の砦とりですら突破されてしまうだろう。

「本当に、いいんだな？」

「…………」

　最後の確認にも、詞香は躊躇うことなく頷うなずきを見せる。

　隣の鈴莉こいびとにも視線で確認を取るが、

「ふみちゃんがここまで言ってるし、ね」

　と、苦笑いながらも許可を出してくれる。

「…………やれやれ、だよ。まったく……」

　いいだろう。そこまでお膳ぜん立だてがされているのなら、この俺としても──

「──《御み園その》数万を束ねる《長おさ》として、逃げるわけにはいかないな」

「いえ、すみません。けしかけておいてなんですが、そこまで気負わなくても」

　皐さ月つきが真顔でなにか言っているが無視だ無視。これはもはや戦争なんだ。

　さわるのならば、全力をもって取り組ませてもらう。それが俺なりの詞香の覚悟に対する報むくい方。

　それに、これは決してエロい意味をもった行為ではない。ただ白ニーソの良さを調査しつつ、詞香がどれだけ成長したか確かめるだけだ。うむ、なにも問題ない。

「さわるぞ」

「……はい」

　手を伸ばし、詞香の白いニーソに包まれた足へとそっと触れる。

「……んっ……」

　詞ふみ香かの履く白いニーソックスは皐さ月つきのそれよりやや厚手で、それ故に隠されたその内側が気になってしまう。

「…………っっ……」

　つつ、とそのほとんど肉のない細い細いふくらはぎをなぞりあげる。

　鈴すず莉りは細いのに柔らかいという、天然物の魅惑の足。皐月は細身でやや引き締まった、努力の足。

　それに対して、詞香の足は柔らかさという意味ではもの足らず、ほとんど引きこもっているためか引き締まっている感じもない。

　どちらかといえばちょっと筋張った、やせすぎ感のある細く棒のような足だ。

　しかし、

「…………ふ……ぅ」

　未いまだ色気を示さない子供の足であるにもかかわらず、軽くつつけばその足は内に秘めし柔らかな感触を俺おれの指へ返してくる。

　それは大人と子供の境界線にある年代の少女、そこに指先がかかった女性のもつ、背徳感すら感じる柔らかさ。

「……っ……」

　なぞりあげる指はふくらはぎから太ももへ。そのこれからの成長が楽しみな柔らかさを感じ取りながら、ニーソの醍だい醐ご味みである生足との境界線へ指を滑らせる。

　詞香の白ニーソは裾すそをリボンで締めるようになっており、それゆえに締めつけがゆるく、皐月ほどの境界線における太もものぷにっと感は楽しめない。

　だが、それだけで残念がるのは早計というもの。

　こちらは手触り以上に、見た目がある。

　本来白のニーソは白い肌と同化してしまい、黒のニーソと比べて対比による映えというものが少ない。

　しかしそこにピンク色のリボンが加わることで、一気に華やかさが増す。

　裾にピンク色というそれまでとは違ちがう色が入ってくることで、そこから生肌であるということを強調するのだ。

「…………ぁ……ふ……」

　ちらりと見上げれば、詞香は僅わずかに上気した顔で着物の袖そでを咥くわえ、なにかを堪こらえるようにかすかに体を震ふるわせている。

　その姿は俺に背徳感と嗜し虐ぎやく心をより感じさせ……離しかけた指を再度近づけてしまう。

　もう一度指を太ももに這はわせ、最後に、皐月ほどではないにせよ僅かに盛り上がったニーソと柔肌の境目に──指をつっこむ。

「……ふぁっ!?」

　ニーソと柔肌、二つの狭はざ間まは温かく、しっとりとしている。

　さらに、ニーソに押さえつけられる形になった指はあまり肉のない詞ふみ香かの足へぴったりとくっつき、よりその弾力としっとりとした肌の感触を感じられる。

　それはニーソに包まれているからこそ、そして未いまだ高い体温をもつ子供である詞香とのコラボだからこそ感じ取れる、一種の奇跡。

「ふむ……」

「…………あ……っ」

　ニーソから指を引き抜き、前のめり気味になっていた体をゆっくりとソファーへ戻す。

　俺おれが指を離したのだと──この謎なぞの選手権の審査時間が終わったのだとわかったらしい詞香は、二、三歩よろけるように後ろへ進むと、腰が抜けたようにぽすんと力なく向かいのソファーへ座り込んだ。

　その顔は未だに上気しており、それでも保たれた無表情と相まってアンバランスな──だからこその不思議な魅力がある。

「──────端はたから見ているとよくわかりますけど……お兄ちゃん、なんであれだけであそこまで気持ちよくさせられるんでしょうね……」

「──────んっと、普段から私で練習してるからじゃないかな。ひなくんの指テクはすっごいよ」















「──────すっごいんですかー……。たしかに皐さ月つきのときもかなりやばかったですね。さすがは“〝万物の使用者”〟……」

　すみませんそういう話は俺おれに聞こえないところでやってください。いや、鈴すず莉りと俺が常に一緒な以上、無理な話ではあるけど。

「それで、ですね」

　俺が見ていると気づいた皐月は、ゴホン、とわざとらしく咳せき払ばらいをして、

「どう、でした？」

　無駄に真剣な顔で、結果を訊たずねてきた。

　妹がここまで真剣なのだ。俺も、真面目まじめに返すしかあるまい。

「……すっごく言いづらくて、今更なんだけどさ」

「はい？」

　その躊躇ためらうような俺の言葉に、皐月はきょとんと首をかしげる。

「これって、黒ニーソ対白ニーソなんだよな？　純粋に黒対白だよな？」

「え、ええ」

　それが？　と首を逆方向に倒して不思議そうな皐月。

　くっ、まっすぐに見るな。俺だってさっき気づいたんだから。

　皐月の視線に内心気け圧おされながらも、俺はさっき気づいた事実を、口にする。

「色の違ちがいなのにさ。さわる意味って……あんまりなかったんじゃないか？」

「!?」

「いや、たしかにちょっとさわり心地とかは違ったよ？　でもそれって黒か白かって違いじゃなくて生地とかで、それに大半は皐月と詞ふみ香かの足の違いだし」

　どっちも素晴らしいものには違いないんだけどね。堪たん能のうさせていただきました。

「そそそそそんなこと今更ででですね。え、えええ。も、もちろん気づいてましたとも！」

　うわ、超動揺してる。目なんて泳ぐどころか、おぼれてる感じだ。

　色の違いなら、俺がさわらなくても見比べるとか互いにニーソを交換して履いてみるとかいろいろあるだろうに、本気で気づいてなかったのか。

　黒ストと黒ニーソのときは物が違っていたが、今回は色違い。個々にリボンの有無や分厚さの違いで好みはでるだろうが、純粋に色の好みだったらまったくの無駄だ。

「それでも、ありがとな？　詞香」

「……い、え。気持ち、よかった……です」

　未いまだぼんやり気味の詞香が、ゆるく手を振りながらそう言ってくれるのが救いだ。

　中一相当の女の子に『気持ちよかったです』と言われるのはどうなのか、という感じではあるが。

「そ、それはさておきです！　もうさわっちゃったんですし！」

　あ、皐さ月つきが復活した。

「お兄ちゃん的にはどっちが好みなんですか!?」

　テンション高いなー……。

　まあ、詞ふみ香かのがんばりに報むくいるためにも、しっかり答えてあげよう。

「個人的には…………黒かな」

「よしっ!!」

　栗くり色いろのローツインをピコピコ揺ゆらしながらガッツポーズを決める皐月。

　うん、俺おれには理解しがたいが、こいつにはとてもとても重要なことだったようだ。実に嬉うれしそうな素晴らしい笑みになっている。

　とはいえ、

「実際のところ、さ」

「…………おや？　これは嫌なフラグ立ちましたよ？」

「それぞれに合うものを履いたらいいんじゃないかな？」

「…………」

「皐月の引き締まった健康的な足には映える黒ニーソを。幼さの残る詞香にはかわいらしいリボンつきの白ニーソ。俺の好みよりも、それぞれの個性に合わせたものってことで、いいんじゃないか？」

　平凡な一般論といわれれば、そうだろう。

　だが、これが俺の本心からの評価。第一回黒ニーソVS白ニーソ選手権の講評だ。

　だから、

「どっちもいいってことで。一つ」

「でもひなくん」

　ちょいちょい、と俺の服を引いてきたのは、それまでほんわかと成り行きを見守っていた鈴すず莉り。

　彼女はその黒ストに包まれた、身長の割に長く、細くて柔らかいという反則的な足を隣に座る俺へ絡めるようにしながら、微笑ほほえむ。

「結局のところ、黒ストは別格なんでしょ？」

「当然！　というか、鈴莉が別格なんだよ！」

「もう、ひなくんったら♪　そういうひなくんだから、私もひなくんの好みに合わせたくなっちゃうの♪」

「もともとは俺を落とすために穿はき続けてたんだろ？」

「えへへ～、その通りですっ。でも今はひなくんが好きだから、いつでもいつまでも穿いてあげちゃうのっ」

　足を絡ませながら、俺おれの胸元からてれてれと頬ほおを緩ませて見上げてくる鈴すず莉り。

　その花開くような笑みに、俺はもう何年も──それこそ、出会ったときから夢中で、

「ああもう、鈴莉はかわいいなあ。そんな風にされたら、落ちるほかないって！」

「きゃっ。ひなくん、まだ二人が見てるよ～♪」



　過去最大級に冷たい皐さ月つきの視線と、珍しく詞ふみ香かの白い視線が向けられていることに気づいたのは、このさらに数分後のことでした。



　　　　◇　◇　◇　◇



　などと、楽しく過ごしているうちに時間はあっという間に過ぎていき、

「さて、と。俺はいったん抜けて夕飯作るよ。詞香も食べていくだろ？」

　窓から夕日が差し込むリビングで、昼から置きっ放しになっていたエプロンを手にとって立ち上がる。

　俺の確認に頷うなずいた詞香は、そのままさらに床へおでこがつきそうなほど頭を下げる。

「……よろしく、お願いします」

「わかったわかった。そんな土下座みたいにしなくても、おいしいもの作ってやるから」

「……ありがとう、ございます……！」

　お昼のオムライスがよほど口に合ったのだろう。そうまでして頼まれては、俺の主夫としての本能が意地でも詞香を唸うならせるものを作らなければ、と訴えてくる。

「ふみちゃん、いっそのこと泊まっていっちゃう？」

「……もし、よろしければ」

「うんっ、私は大歓迎だよっ」

　ひなくんは？　という視線が向けられたので、エプロンを着けながら頷きを返す。

　鈴莉は続いて皐月にも視線を投げかけ、

「ええ。皐月も問題ありませんよ」

　こちらも、オーケイ。

「じゃあふみちゃん、私たちと一緒に寝るのと、皐月ちゃんと一緒に寝るの、どっちがいい？」

　問いかける鈴莉の声は楽しげなもの。

　対して、詞香はきょとんと驚いたような雰囲気で首をかすかに動かす。

「……？　……三人、一緒……では？」

　この場合三人とは俺、鈴莉、詞香ではなく、おそらく俺と鈴莉と皐月のことだろう。

「さすがにそれはないなあ。俺と鈴莉は恋人同士だからいいけど、皐月は妹で、しかも年頃の女の子だし」

「そう思うなら、もうちょっと深夜はお静かに願えませんかねえ……っ!?」

　言いながらその音を思いだしてしまったのか、少しだけ頬ほおを赤らめた皐さ月つきは俺おれに恨み言をぶつけると、そのまま詞ふみ香かへ小さく頭を下げる。

「ごめんなさい、詞香ちゃん。今回はお姉ちゃんたちと寝てもらってもかまいませんか？　お兄ちゃんが手を出そうとしてきたら剣雨降らせますので」

　信用ないなあ……。鈴すず莉りなんて極上の恋人がいるのに、そんなことするわけないだろう。

「皐月、今日は夜よ更ふかしの予定が入ってしまったので、詞香ちゃんに付き合わせるのも申し訳なくて」

「……うん。今日、はそのつもり。こっちこそ……ごめん、ね？」

「い、いえいえ。断っちゃったのはこちらですし。また今度一緒に寝ましょう」

「……うん」

　頷うなずいた詞香は、そのまま視線を上げ、

「……ひなた、様。夜、に少しだけ、お話……よろしい、でしょうか？」

　感情のうかがえない──しかしどこか必死さの漂う瞳ひとみで、俺を見上げてきた。

「ああ、わかった。いつでも気が向いたときに声をかけな」

「……ありがとう、ございます」

　その『お話』の内容はわからない。おそらくそれがここのところ話そうとしてはタイミングを逃していた話なのだと思うが、詳細は未いまだもって不明だ。

　しかしその約束を取りつけられたことに、詞香は安あん堵どした様子で肩の力を抜いている。もしかしたら、今日訪ねてきたのはこの話をすることこそが、本題だったのかもしれない。

　なんてことを考えながらキッチンへ移動していると、後ろから不思議そうな詞香の声が聞こえてきた。

「……さつき、さん。夜更かし、は体に悪い、よ？」

「いやー、それは皐月もわかってはいるのですが」

　応える皐月の声は、どこか気恥ずかしげなもの。

「実はあれだけテスト勉強したにもかかわらず、テスト初日からやられてしまいまして。想定以上の難しさでしたよ……神かみ代しろ学がく園えん恐るべし」

「とか言うくせに、自己採点見せてもらったら全部七〇点は超えてるじゃねえか」

「それでも皐月的には悪いんですー」

　冷蔵庫から野菜を取り出しつつ振り返れば、皐月はがっかりと肩を落としてしまっている。優等生で完かん璧ぺき主義、だけどだらしないところはとことんだらしない。ますますもって我が妹は謎なぞだ。

「……初日？」

「ですよー。期末は科目数が多いので、四日間に分けてやるそうです。残り三日が勝負なのですよ……！」

「…………っ!?」

「ふ、ふみちゃん!?」

　鈴すず莉りの慌てたような声が聞こえ急いで振り返ると、珍しく驚きの感情を露あらわにした詞ふみ香かが呆ぼう然ぜんと立ち上がっていた。

「……そん、な……お忙しい、ときに……失礼、しました」

　立ち上がった詞香は、そのまま素早く自分の荷物を鞄かばんに詰め込んだり袂たもとに放ほうり込んだりと帰る準備を進めていく。

「……てっき、り。テスト、は一日だけ、と……」

　勘かん違ちがいを悔やむように呟つぶやく詞香だが、彼女が勘違いするのも仕方のないことだろう。

　俺おれたちは誰だれもテストの日程を伝えていないし、詞香は小学校の途中から学校に通っていない。それにこれまで遊びに来たときも、運がいいのか悪いのかテスト日程と被かぶることは一度もなかった。だから、数日に分けてテストをするという発想がなくても当然だ。

　だが、そんなことは本人には関係がなく、ただ目の前にあるのは、テストで忙しいときに遊びに来てしまったという罪悪感だけ。

「……今すぐ、帰りますので。お邪魔をして、申し訳……ありませんでした」

「い、いや別に大丈夫だぞ？」

「う、うん。泊まっていってくれても……」

「え、ええ。皐さ月つきも夜よ更ふかしすればいいことですし」

　口々に言うものの、詞香はまとめ終えた荷物を持ち、言葉通り申し訳なさそうに──しかし、はっきりと首を振る。

「……いえ。わたしのことで、ひなた様にご迷惑を……おかけするわけには、いきません」

　そこは譲れない一線なのか、詞香ははっきり言い切ると、ケータイでどこかに電話をかけてしまう。

　すると、二分もしないうちに窓から見える外に黒塗りの車が一台止まり、クラクションを一発鳴らしてきた。

　それは隠蔽班ヴエイラーが市街巡回用に使用している車。ちょうど近くを走っていて、詞香が自分を拾ってくれるよう連絡したのだろう。

　車を呼んだ張本人はというと、小さな体をさらに縮こまらせて体中から『ごめんなさい』オーラを放出しつつ、俺たちにぺこりと頭を下げてくる。

「……今日、はお忙しいところ、申し訳……ありませんでした」

　そして俺たちが止める間もなく、長い裾すそを翻して玄関から走り去ってしまった。

　彼女にとって俺の邪魔をするということが禁忌に近いことであるというのは、十分に理解している……つもりではあったのだが、楽しそうな雰囲気から一転して慌てて帰ってしまったところを見てしまうと、その自己犠牲の精神に少々考えを改めざるをえなくなってくる。

　なんて難しく考えたところで、結局のところ詞ふみ香かの素早い行動に俺おれは鈴すず莉りや皐さ月つき同様、ポカンと見送るしか、できないのであった。

「…………あ、また話聞きそびれた」



　　　　◇　◇　◇　◇



　夕飯も済み、洗い物や細こま々ごまとした家事も終わったその日の夜。

　互いに一糸まとわぬ姿になった俺と鈴莉は、いつものように一緒にお風呂へ入っていた。

「じゃあシャンプーつけるから、目は開けるなよー」

「は～い」

　鈴莉ののんびりとした返事を確認して、ボトルからシャンプーを手に垂らす。

　それを両手で軽く泡立て、鈴莉の頭に指を当てる。

「ふぁああ」

「気持ちいいか？」

「とっても～」

　頭皮をマッサージするようにしながら、丁寧に丁寧に指を動かしていく。

　その指が頭から、長くきれいな銀紫の髪へ移ろうかというところで、不意に鈴莉がぽつりと呟つぶやいた。

「ふみちゃん、泊まっていってもよかったのにね」

「そうだなあ」

　応えながら、銀糸のごとき髪を梳すくように指を通していく。

　俺も詞香のお泊まりに関しては賛成だ。

《御み園その》の本部は二四時間休みなく動いており、その職員の中には詞香の姉もいる。だが、詞香の居室──《長おさ》の部屋は原則として、《長》の許可がなければ誰だれ一人として入室することはできない。だから同じ本部内に姉がいようと、詞香はその時間の大半を一人で過ごすことになる。

　それは彼女が家に帰っても同様。《御園》の関連企業に勤めている彼女の両親は相当に忙しいらしく、家に帰ったところで会えるのは深夜になるのだとか。

　だから泊まりたいと詞香が言うならば、俺はいつでも歓迎だ。誰にだって──一人を好む人種でも、一人が寂しくなるときは時折訪れる。

　とはいえ。

「でも詞ふみ香かが泊まっていったら、俺おれたちがテスト勉強する時間はなくなってただろうな」

「むぅ……それなんだよね……」

　泡が目に入らないようにだろう、ぎゅっと力一杯目を閉じながら鈴すず莉りが唸うなる。

　さすがにテスト勉強を始めてしまうと、俺たちも詞香にかまってやれる余裕がなくなる。とくに前日の一夜漬けなんて、瞬間的な集中力を求められるときならばなおさらだ。

　鈴莉に至ってはこの一夜漬けのみで赤点回避をしなければならないのだから、側そばにいることはできても、俺以上に詞香へかまう余裕はなかっただろう。

　そういう意味では詞香が気を利かせてくれたのはありがたい、といえなくもないが……。

「ひなくん、一夜漬け以外にも方法あるんでしょ？」

「あー、まあそりゃあるけど」

　念には念を、でもないが、一夜漬け以外にも鈴莉の赤点回避策自体は一応いくつかある。

　だから詞香が泊まってテスト勉強ができなくても、ある意味では問題がない。

　しかし選べるのならば正攻法を選んでほしい、というのが保護者兼彼氏的に思うところだったり。基本的に俺が考えるのって黒寄りのグレーばっかりだからなあ……。

「あのときは俺も鈴莉も止められなかったし、仕方ないさ」

「ふみちゃん素早かったよね～。皐さ月つきちゃんを追いかけてるときくらいのスピードだったよ」

「いつもはゆっくり歩いてるのになあ」

　言いつつ、止まっていた動きを再開する。

　鈴莉の髪は細く、とても柔らかい。その髪を傷つけないよう、間ま違ちがっても引っ張ったり抜いてしまったりしないよう、慎重に髪の間に指を通して洗っていく。

　濡ぬれてもまっすぐ腰下まで伸びる銀紫の髪は長さもさることながら量も多く、洗っている途中でシャンプーが足りなくなってしまう。だから新しいシャンプーを手になじませ、洗髪を再開するついでに、いつものようにぽんぽんと頭を軽くなでてやる。

「ま、夕方までは楽しく遊べたんだ。それに、また機会はいくらでもあるさ。こっちから詞香を誘ってもいいしな」

「うんっ、そうする！　今度こそ一緒に寝てやるもん」

「気合い入れるのはいいけど、目は開けないようになー」

「はーい」

　むん、と小さく気合いを入れる鈴莉に注意しながら苦笑する。

　今回はタイミングが悪かったけど、まだいくらでも時間はある。俺は《長おさ》で、詞香は側近。そういう仕事上のことだけでなくとも、友達が泊まりに来るのは、普通のことなのだから。

「流すぞー」

「いいよ～」

　毛先まで洗い終えた鈴すず莉りの髪を、シャワーで洗い流していく。

　これで、第一ラウンド終了。

　続いてタオルで軽く水気を切って、第二ラウンド。長い髪へトリートメントをなじませてやる。

「ひなくん、いつもありがと～」

「なんの。こちらこそ、いつもきれいな髪にさわらせてくれてありがとう。気持ちよかったぞ」

　なんて言葉を交わしながら鈴莉の髪をタオルでまとめ上げる。

　そうして髪が終われば、

「ひ～なくんっ、待望の体洗いタイムだよっ」

「どっちの待望なんだ？」

「ん～、どっちも？」

　後ろへ顔を向け、にぱっと笑う鈴莉に笑い返して、渡されたスポンジを手に取る。

「……そういえば」

「ふぇ？　ひなくんどうしたの？」

　俺おれの呟つぶやきに不思議そうな声を出した鈴莉は、すぐに合点がいったと大きく頷うなずく。

「私が先にひなくんを洗ってあげた方がよかった？　もちろん、か・ら・だ・で♪」

「…………正直魅力的すぎて今すぐ流されたいんだけど、また今度。今は予約で」

　今はしゃぎすぎると、このあとがもたなくなる。

「は～い。じゃあ、今度を楽しみにしてるねっ。それで、どうしたの？　スポンジ割れてた？」

「いや、ちょっと皐さ月つきが言ってたことを思いだしてな」

「皐月ちゃん？」

　ん～、とどの言葉か思いだそうと首をひねる鈴莉の後ろに座ったまま、スポンジを軽く揉もむ。

　俺の指テクを、皐月は『さすがは“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟』と言った。それで思いついたのだが……エロ方面に、この異能を用いたらどうなるのだろうか。

　今まで料理や掃除など家事に用いることはあっても、そういう方向性で使ってみたことはなかったし……ふむ、試してみるのも悪くないか。

　といっても、今思いついたのは直接的エロ方面ではなく、

「ほら、体洗うから動くなよ」

「ほいほい。……………………ふにゃっ!?　ひ、ひなくん、今のなに!?」

「お、その反応、よかったみたいだな」

「ふ、ふぇ？　ふぇ？　すっごく気持ちよかったけど……な、なんだったの？」

　戸惑うような鈴すず莉りの声にしてやったり、とほくそ笑みながら種明かし。

「スポンジを最適な方法をもって、最高性能で使ってみたんだ」

　適用した定義は『汚れを落として気持ちよくする物』。

　いや、意外とできるものだね。さすがは汎用性と応用力の高い本家筋の異能。

「どうだ？　よかったか？」

「よすぎだよぅ……。んっとね、なんていうんだろ。エッチな感じの気持ちよさじゃなくて、日向ひなたでお昼寝してるみたいな気持ちよさ？」

「あー、なるほど」

　まったり気持ちいいわけだ。

「続けても？」

「う……気持ちよすぎてちょっと怖いけど……うん、いいよ」

　最初に俺おれが言ったことを忠実に守って、未知の気持ちよさの中でも動かない鈴莉は小さく、しかし好奇心に負けた声音をもって、頷うなずきを見せる。

　しかし、その好奇心がときには猫をも殺すことになる。

　ゴシゴシ。

「ふぁぁ……」















　ゴシゴシ。

「んっ……ふにゃぁ……」

　背中を擦る度に、気持ちよさそうな──色気が前面には出ていない、純粋な気持ちよさを含んだ声が鈴すず莉りの唇くちびるからもれる。

　それは鈴莉の感想通り、このまま放ほうっておいたら寝るんじゃないか、という危き惧ぐすら覚える、ふにゃーんとした気持ちよさげな声。まるで疲れきったあと、温泉に浸つかっているかのようだ。

「背中でこれなら、他のところはどうなるんだろうな」

「試して……みる？」

　呟つぶやいた俺おれの言葉に、鈴莉はとろんと流し目を送ってくる。

　全体的に敏感な鈴莉だが、背中よりも首筋、首筋よりも足といった具合でその敏感度合いにも強弱がある。

　だから、背中で穏やかな気持ちよさと……とろんとした目元に表れている、そういう方面の気持ちよさが少し表れるのなら、これが他の場所なら、どうなってしまうのか。

「ね、ひなくん。試して、みよ？」

　吐息と共に振り返った鈴莉は当然ながら、豊満な胸も、真っ白で滑らかなお腹なかも、女性らしいくびれのある腰も、しなやかで細い足も、その間の大切なところも、なに一つ隠されていない。

「ひなくん……体、洗って？」

「ああ」

　その何度見てもどれほど見ても、見飽きることなどない美しい体に見み惚ほれながら、かすかに頷うなずく。

「ん……」

　スポンジを握り直し、間近に聞こえる吐息にゾクゾクとしたものを背筋に走らせながら細い首を洗う。

　そのままきれいなくぼみをつくっている鎖骨へ。流れるように華きや奢しやな肩、細い腕を洗い、体へと戻る。

　きれいな曲線を描く大きな胸は、支えるものがないにもかかわらず重力をものともせずツンと上向いており。腕の中にすっぽり収まる小さな体に反して大きく張り出した胸の先端は、桜色に色づいている。

　その柔らかく、常に俺を魅了してやまないお胸様を丸みに合わせて、そっとそっとスポンジでなでるようにさするように洗っていく。

「ぁ……ふぁ……ひな、くぅん……」

「ここは、やっぱり……？」

「うん……気持ちいいんだけど……別の、気持ちよさが大きいの」

　呟つぶやいた鈴すず莉りは暑い風呂場の影響以上に頬ほおを赤く火ほ照てらせ、切なそうに太ももをすりあわせて身じろぎする。

「やめるか？」

「ううん、最後まで。全部、して。ひなくん」

　聞いているこちらにまでその熱が伝わってきそうなほど、その声は熱い。

　その熱を、俺おれの手にのせ、スポンジをさらに滑らせる。

　それは張りのある胸の根元や、下側も洗い、

「ん、くっ…………あっ……んぅんんんっ……！」

　最後の先端を洗った瞬間、押し殺した──それでも甲高い鈴莉の声が風呂場に響く。

「鈴莉……大丈夫か？」

　声をかけるも、鈴莉はとろんとしたまま、その瞳ひとみは遠いところをとらえている。

　その緩んだ焦点の合わぬ瞳のまま、鈴莉は絞りだすように、呟く。

「ひにゃくん……」

「なんだ。なんでも言ってくれ」

「…………一思いに、全身やっちゃってくらひゃい……」

「…………了解しました、お姫様」

「ふ……ふにゃぁあああああああああっ♪」



　鈴莉が脱力しきっている間に、俺は一人寂しく髪と体を洗い、なんとか復活した鈴莉を抱えて湯船に浸つかる。

　この湯船はさほど大きくないが、男子としては小柄な俺と、一部以外はお人形のように小さな鈴莉だと、二人で入ってちょうどいいくらいになる。

　まだちょっと全身が弛し緩かん気味の鈴莉を、いつものように伸ばした俺の足に座らせ、小さな体を後ろから抱きしめる。

「もうひなくん、おっぱいいじっちゃだめ～。まださっきの抜けきってなくて敏感なんだよぅ」

「んー？　そんなことしてないぞー？」

「きゃうっ!?　うう、さっきのもすごかったけど、いつものもすごいよぅ……」

「お褒めにあずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく」

「うにゃっ!?　今度は足さわった～。私の彼氏さんはいたずらっこだよ～」

「そんなことを言いながら、俺の足をさわってるのはどこのいたずら彼女さんかな？」

「さて、どこのでしょ～♪」

　言いつつ、鈴莉の小さな手はお湯の中でゆっくりと、着実に俺の足を上っていき……そのまま躊躇ためらうことなく、自らのお尻しりにあたっているあたりへと──

「ていっ」

「うにゃっ!?」

　目の前の小さな頭にチョップ一発。動きを止める。

「鈴すず莉りー？　どーこさわろうとしてるのかなー？」

「どこって……言わせたい？」

「言わせたいなあ。でもってそこからいろいろとなだれ込みたい」

　でも、

「今はだめだ。まだこのあとがあるだろ？　はい、言ってみる」

「う～……テスト勉強があります」

「よくできました。せっかく詞ふみ香かが気をつかってくれたんだ。それに報むくいてやろう？」

「はーい」

　素直に返事をした鈴莉は、残念そうだったさっきとは一転して、どこか嬉うれしそうに体を揺ゆすらせる。

「今日は楽しいことがいっぱい。ふみちゃんが遊びに来てくれて、このあとはひなくんの個人授業。……また、しっかりいじめてね♪」

「もちろん。がんばった生徒さんには、あとでご褒美も待ってるからな？」

「やたっ。また楽しいこと増えたっ♪　そういう優しいひなくんも、ドＳにいじめてくるひなくんも、どんなひなくんもみ～んな大好きっ♪」

　鈴莉が湯船のお湯を散らしながら小さく跳ねれば、その動きも想おもいも触れあっている素肌からダイレクトに伝わってくる。

「俺おれも、嫉しつ妬と深い鈴莉も、無邪気に笑う鈴莉も、健けな気げに俺を慕ってくれる鈴莉も、どんな鈴莉もみんな大好きだ」

　もちろん、と鈴莉が跳ねる動きに合わせて大きく揺れ弾んだお胸様を軽く揉もんで、

「この小さくて大きな体も、な」

「えへへ、とっても嬉しくて、にやにやが止まらないよぅ。ひ～なくんっ」

「鈴莉」

「ひ～な～くんっ」

「すーずーり」

　名前を呼び合いながら、体もお互いに手を伸ばしたりすりあわせたりして、湯船の中でじゃれあう。

　まだ俺も鈴莉ものぼせそうにはない。

　だから、このまま俺たちのお風呂は、ちょっとだけ長風呂に突入しそうです。

　テスト勉強は、そのあとに。それすらも、鈴莉と一緒なら楽しい時間として。
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　店内の喧けん噪そうも聞こえない、静かな事務室。

　そこで少女は売り場から取ってきたジュース片手に、ぼんやりと霞かすむ月を眺めていた。

　少女──伊い瀬せ深み雪ゆきが思いを馳はせるのは、彼女の家族とも呼べる第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいの成り立ち。

　すなわち第八戦化部隊は上層部の意向により、《異い戦せん雪せつ原げん》内の反《御み園その》派が集められた部隊である、ということ。

《異戦雪原》の本隊は《御園》に逆らおうなどとは考えていない。だが、異能業界最大手の──彼女らに言わせれば、独裁している《御園》に、反感を抱くものは少なくない。

　故に、《異戦雪原》本隊は彼らがなにかもめ事を起こした際、まとめて処分できるように彼らをまとめ、隔離することを考えた。

　それが第八戦化部隊の成り立ち。《御園》のお膝ひざ元もとに置かれているのも、彼らへ《御園》に逆らう危険性を身をもって教えるための──事があれば直接《御園》に手を下してもらうための、措置。

　そしてその本隊のもくろみは、ある一面では成功した。

《御園》の支部襲撃から連なる一連の事件で、《御園》に人的損害はなく、伊瀬深雪の甘さが招いた事態とはいえ、第八戦化部隊は気づくのが遅れていれば最低一人は、この世から消えていた。場合によっては──もっと。

　この一件で、彼らはたしかに《御園》の危険性を身をもって知ることができた。

　だが、

「これで終わりと思ったら、大おお間ま違ちがい」

　呟つぶやいた伊瀬深雪は、三日月のように口元を歪ゆがめる。

《御園》と《異戦雪原》本隊との会談はすでに目前まで迫っている。伊瀬深雪ら第八戦化部隊にも召集令状が夕方に送られてきた。

　下される処分がどのようなものになるのか、彼女には想像もつかない。

　ただわかっているのは、純粋な金銭的賠償や謝罪だけでなく、本隊の意思に背いた彼女たち第八戦化部隊は、《異戦雪原》本隊にもっと直接的な処分を加えられるであろうということ。

　だからこそ、もはやあとには引けない。

　本隊は勘違いをしている。

《御園》の危険性を知れば、我が身かわいさに反抗するのをやめる？

「大間違い」

　そんな計算で人生を動かすようなやつらなら──そもそも、《御園》に突っかかろうだなんて、考えもしない。

　彼女たちを突き動かすもの。それはただ一つ──プライド。

　たしかに《御み園その》はその規模、歴史の古さ、“〝万能”〟とも呼ばれる《長おさ》の異能など、トップに立つだけの要素をいくつも備えている。

　強さ、という意味でも伊い瀬せ深み雪ゆきは前回の狙そ撃げきで負けたことから体感している。

　しかし──

「そんなもの、どうとでもなる……っ」

　企業が合併で大きくなるように、無名の町工場がたった一つの製品で一躍世界のシェアを一社で握るように、規模や強さなどというものはいつなにが起こって、ひっくり返されるかわからない。

　強さに関しては戦闘に特化した戦化部隊がいるため、いつひっくり返ってもおかしくはない。

　だが、歴史の古さというものだけは、過去のことであるだけに覆くつがえせない。

　だから、そこが気にくわない。

　同じ異能者であり、いつひっくり返るかわからない同じ盤面に立っているにもかかわらず、古いという覆しがたい一点を持ってトップに居座り、自らが法であるかのように振る舞い続けている《御園》に我慢がならない。

　だからこそ、彼女が手に入れた情報は行動を起こすのに十分すぎる意味を持っていた。出所も定かではなく、信頼に足るか怪しいものであっても、縋すがるには十分すぎるその情報。曖あい昧まいだからこそ、それは彼女たちにとってこの《御園》一極をひっくり返す可能性を秘めた希望となりうる。

　曖昧な情報で部隊を動かすのは軽率だとわかっているが、このチャンスを逃すわけにもいかなかった。時間をかければ、《御園》が情報の流出に気づき、警備を強化する可能性もある。

　リークされた『《御園》に眠る、いい情報』。いくつもの伝手を使い調べた結果、彼女はそれが《御園》の家系よりも《異い戦せん雪せつ原げん》の家系の方が古いということを示す、家系図のようなものではないかと考えている。

　それを見つけ、公表すれば《異戦雪原》の本隊も正当なる待遇を求め重たい腰を上げるだろうし、彼女たちの希望になる。即座に異能業界のトップへ立てなくとも、道筋は十分につけられる。

　伊瀬深雪はジュースの缶をゴミ箱へ放ほうり投げ、続けて考える。

　前回は卑ひ怯きような手段でやられてしまった。

　作戦の初手からして失敗だったのだから、全体が失敗に終わったのも当然といえば当然かもしれない。

　ならば、今度は直接《異戦雪原われわれ》が上位であると示すものが保管されているであろうところへ襲撃をかければいい。

　なぜはじめから保管場所へ襲撃をしなかったのか。

　それは、数の違ちがい。多少のことで覆くつがえすのは難しい、圧倒的ともいえる物量差から。

　今ですら第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいの数十倍の戦力を有する《御み園その》だが、時間を与えれば、《御園》は全国各地からさらにその配下を集めることができる。それこそ、無数と言って過言ではないほどに。

　だから──

「隊長……！」

「営業時間中は『店長』よ」

　息を切らせながら飛び込んできた部下に、彼女は冷たく言葉を返す。

　しかし部下の男は疲れたように首を振る。

「もう閉店しました、隊長」

「……ああ、そう」

　物思いに耽ふけっていたとはいえ、閉店時間を過ぎていると気づいていなかったことに若じやつ干かんの気恥ずかしさを覚えながら、彼女は口を開く。

「なに？」

「他部隊が……他の部隊が、集まってきています！　どの部隊長に訊きいても、『スポンサーだ』と！」

「そう。ならアタシたちも準備をしましょう。スポンサー様をお待たせしちゃいけないわ」

「た、隊長。どうしてここで他の部隊が動いてくれるんです!?　今我々に関わったら、本隊からの処罰は免れませんよ!?」

　平然と──それを予期していたかのように頷うなずく深み雪ゆきへ、部下は当然の疑問をぶつける。

　しかしその当然は、彼にとってだけ。

　故に伊い瀬せ深雪は出来の悪い子供を見るようにため息を吐つく。

「《異い戦せん雪せつ原げん》内で《御園》一極をよく思っていないのは、アタシたちだけじゃない。でも、ただ動いただけだと即座に──今回のアタシたちのように《御園》にも本隊にも潰つぶされるのは目に見えている。だから動けない。息を潜めて燻くすぶっているしかない」

　だから、と彼女はもう一度繰り返し、

「アタシたちが、その先陣を切った。潰されることを覚悟で、実際に動く《御園》反抗派は存在している。そして今このときに動くだけの理由がある、と知らせるために」

「それは……っ」

　部下が深雪の考えに気づき、息をのむ。

　失敗に終わった支部襲撃。そしてその報復にきた《御園》に負ける。

　ここまでは全て、伊い瀬せ深み雪ゆきの中では予定調和なのである、と。

　もし襲撃した支部で情報を引き出せれば、勝てれば御の字。だが、負けたところで──立ち上がった者がいると、反抗する者がいると《異い戦せん雪せつ原げん》内に──ひいては他の組織にも、知らしめることができる。

　その想おもいを正しく汲くみ取り、《異戦雪原》内の《御み園その》反抗派が第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいを支援すべく動き出した。

　それはもはや、伊瀬深雪の動きを発端に決起したといってもいいだろう。

「編成を終えるまで、二日もかからない。アタシたちは、それで《御園》の独裁に終止符を打つ」

　窓枠に腰掛けて笑む伊瀬深雪は、自らの勝利を疑っていない。

　即座に《御園》が対応できないだけの人数、《異戦雪原》には反《御園》派が潜んでいることを知っているから。それだけの数が表に出さずとも反抗の意思を秘めていると、電話の相手同様、知っているから。

　そしてその《異戦雪原》自体が《御園》とは正反対の組織であることも、彼女はよく知っている。彼女の部隊も冠する戦化部隊という名称は、その象徴のようなもの。

「みんなに伝えて。あなたたちの鬱うつ憤ぷん、ようやく晴らすときがきた、って。アタシの異能があれば集団戦闘でも形勢をひっくり返せるのは、よく知っているでしょう？」

　伊瀬深雪は晴れはじめ、煌こう々こうと地上を照らす月を背に堂々と言い切る。

　それに感化されたのか、部屋に入ってきた最初は困惑していた部下にももはや動揺はなく、敬礼の後、獰どう猛もうな喜色を隠しもせず飛び出していく。

　部下を見送り、伊瀬深雪はこちらも獰猛に──いつもの気だるげな雰囲気を取り払った本来の笑みで、呟つぶやく。

「──楽しみにしていなさい、《御園》。キツイ雷を落としてあげる」

　その周囲に、雪のような綿毛を降らせながら。
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「今日こそは、ふみちゃんと寝るぞ～！」

「絶対に詞ふみ香かを家までお持ち帰りするぞー！」

　テストも終わった金曜日の放課後。

　昼食を食べてからのんびり《御園》本部を訪れた俺おれと鈴すず莉りは、そんな取りようによっては通報されかねないようなことを入り口のガラス戸前で叫んでいた。

「テストが終わった直後だというのに、お姉ちゃんたちテンション高いですねえ……」

「やっとテスト終わったんだもん。今週末はリベンジお泊まりだよっ」

　テストが終わったのだから、詞ふみ香かも気兼ねせずに泊まりに来ることができるだろう、というのが鈴すず莉りの考えらしい。

　たしかにテスト明けの祝いに、詞香も交えてパーッと遊ぶのは悪くない。

「それに週末二日泊まってもらえば、私たちの部屋と皐さ月つきちゃんの部屋で一回ずつふみちゃんと寝られるよ。ふみちゃんはみんなで愛めでないと」

「あ、それはいいですね。詞香ちゃん、小さくて抱き心地よさそうなんですよねー」

「うんうんっ、ひなくんは守られてる～、って感じなんだけど、ふみちゃんは守らなきゃ、って感じの抱き心地なんだよ。ね、ひなくん」

「そのあたりの機微は微妙だけど、詞香の抱き心地がいいのはたしかだな。もちろん、鈴莉が最強だけど」

「もう、ひなくんったら♪　ふみちゃんが寝てる横で私にいたずらしちゃだめだよ？」

「さーて、それはどうかなー？　おまえがいたずらしてこないとも限らないわけだし？」

「そ、それは……えへへ～」

「お二人とも詞香ちゃんの横でなにするつもりですか!?　やる気満々じゃないですか！」

　ないわー、という顔でつっこんできた皐月はしかし、数瞬の後に負のオーラを纏まといぐったり肩を落としてしまう。

「……ええ、皐月今の会話だけでよーくわかりました。こんなのとお泊まりして一緒に寝てたら、そりゃああの年にして悟り気味にもなりますよ……」

　こいつもいい加減慣れればいいのに。……いや、それはそれでつまらないし……。ううむ、難しい。こればっかりは永遠の命題と化しそうだ。

　そんなことを話しながら本部のガラス張りの自動ドアをくぐり、奥へと進んでいき、

「ん？」

　すぐに、違和感に気づいた。

「お兄ちゃん。なんだか騒がしくありません？」

「……だな」

「ばたばた～ってしてるね」

　本部施設の──それも奥の方から聞こえてくるのは何人もが駆け回る音と、互いに指示や報告をしあう職員の声。

　敷地の広さに対して、圧倒的に職員が少ないこの《御み園その》本部。いつもはせいぜい廊下を通る人の話し声くらいしか聞こえない静かさだというのに、今日はやたらと騒がしい。

「今度はなんだ？　食堂に追加する新メニューをエビチリにするかエビマヨにするか、でもめたとき並みの騒がしさじゃないか」

「平和ですねー、《御園》。両方入れましょうよ」

「ま、基本的にその程度の争いしかないってことだ」

　肩をすくめ、慌ただしい雰囲気を不思議に思いながら奥へ進むも、やっぱり広すぎる本部。声は聞こえど、誰だれともすれ違ちがうことなく《長おさ》の部屋へと到着してしまう。

「いったいなんなんでしょうね」

「んと、アイスが追加されたから、次はクレープ追加とか？」

「あー、それで男性陣が『それよりもこってり系のメニュー増やしてくれ』って言ってるとかな」

　ありそうで怖い。本気でそのレベルなのだ、平時の《御み園その》という組織は。

「なんだか皐さ月つき、話を聞けば聞くほど、こんな人たちが異能者束ねてていいのかなー、と思わざるをえません……」

「平和だからこそ、バカなことを本気で話し合う余裕が生まれる。そのためにあいつらは全力を尽くして、平和になったらまたバカなこと話し合うんだよ」

　鍵、は……と。あったあった。

「お兄ちゃんも、ですか？」

「いや？　俺おれは鈴すず莉りのためだけに──」

　言いつつドアを開いて──不覚にも、硬直した。

「……？　ひなた、様……？」

　不思議そうな声はこの部屋に住んでいる詞ふみ香かのもの。だがその詞香はちょうど着替え中だったらしく、現代風にアレンジされた和服を羽織っているだけで、帯すら締めていない。

　つまり──なにもつけていない上半身も、小さなリボンつきの子供パンツも、丸見え。それなのに肩からは和服を羽織っているので、腕や肩なんかは隠れていて……妙なエロさがある。

「悪い。着替え中だったか」

「……いえ。ひなた様に、でしたら……問題、ありません」

　言って、ゆるゆると前をあわせはじめる詞香。

　僅わずかに女の子らしい曲線を描きはじめている胸元や、柔らかそうなお腹なかなどが徐々に隠れていくが……その速度は寝起きを疑ってしまうほどに、遅い。

「……どう、ぞ中に。すぐお茶の、ご用意をいたし……ます」

「ふみちゃんふみちゃん。お土産にういろう持ってきたよ～。あとで一緒に食べよっ」

「……ありがとう、ございます」

　しかも鈴莉の声に反応してぺこりと頭を下げたりするものだから、さらに遅くなる。

　あ、またはだけた。思考も行動もいつも以上──鈴莉並みにゆったりしてしまっているらしい。

　父親のような温かい気持ちで不思議そうに再び前をあわせはじめる詞香を見守るも、我が家にはこういうことに厳しいお方がいらっしゃるわけでして……。

「ふ、詞ふみ香かちゃん!?　だめですよ、そんなまったりしてちゃ！　お兄ちゃんがガン見してるじゃないですか！」

　ほらー……別にガン見なんてしてないのにー……。

「……？　見られても、大丈夫……だよ？」

「いいわけありません！　男の人の前でそんなに易やす々やすと肌を見せちゃだめですよ！　詞香ちゃんかわいいんですから、襲われちゃいますよ！」

「……？　さつきさん、に？」

「どうして皐さ月つきになるんですか!?　お兄ちゃんですよ、お兄ちゃん！」

「……ひなた様、はすずり様とご夫婦。余ってるの、はさつきさん……だけ」

「余っ、て……!?　た、たしかにそういう括くくりなら余ってますけど、そう言われるとなんだかすっごくお二人の邪魔をしているような気がして罪悪感が……。むしろ余った寂しい女……？　おや、涙が……」

「……それ、にひなた様になら、襲われても……大丈夫」

「な……っ。こ、こんな小さな子までたぶらかしているとは。お兄ちゃんロリ巨乳だけでなくガチロリもいける人でしたか……！　今までさんざんネタにしてましたが、まさか！」

　背後に雷でも落ちていそうな顔で驚く皐月をスルーして、鈴すず莉りとともに奥の椅い子すへと腰掛ける。すると即座に鈴莉がしなだれかかるように俺おれの肩へ顎あごを置き、

「ひなくんひなくん、なんだか好き放題言われてるけど、いいの？」

「つっこみ疲れた。あいつつっこみ属性のくせにボケ倒しすぎだっての……」

「あは、それじゃあ私が癒いやしてあげよっか？」

「お願い、しようかな。──と、その前に」

　どういう癒やし方をしようとしているのか早速俺の膝ひざに座ってきた鈴莉を支え、ようやく帯を締め終わった詞香に視線を向ける。

「詞香。本部内が騒がしいんだけど、なにがあったか知らないか？」

「……？　申し訳、ありません。先ほど、起きたばかりなので……なにも」

「え。詞香ちゃん、今何時だかわかってます？」

「……午後、四時。ちょっと、寝坊した」

「ちなみに、目覚ましは……？」

「……午後、三時。起きてすぐ、おやつ。これが、わたしの正義ジヤステイス……！」

「お兄ちゃんが甘やかしてるせいで、詞香ちゃんすっかり駄目な子になってるじゃないですか！　このままじゃ将来ニート確定ですよ!?」

　どうするんです！　とか叫ぶ皐月。おまえこそテストが終わった直後だってのに、元気だなあ……。

「んー、騒ぎについては由ゆ枝えさん待ちかね」

　本部までは由ゆ枝えさんに送ってきてもらったんだし、このあと仕事があるならあるで、ないならないで連絡をよこしてくるだろう。そのときにでも訊きいてみよう。

「スルーですか!?　お兄ちゃん、最近皐さ月つきの扱い雑じゃないですか!?」

「おまえはテンション高すぎるんだよ……。もうちょっとローで頼む」

「お兄ちゃんだってテンション高いときはとことん高いくせに……」

　それは鈴すず莉り関連のときだと思うのだが。

「普通にクラスメイトと話したりするときはそこまでテンション高くならないのに、なんで俺おれに絡むときばっかり高くなるかね……」

「ふぇ？　でも皐月ちゃんってつっこみはいつも誰だれにでも全力じゃない？」

「なるほど。鈴莉賢い」

「えへへ～、褒められたっ」

　にぱっと笑う鈴莉の頭をなでて、ご褒美のキスをほっぺたに落とす。

　するとお返しとばかりに鈴莉も俺のほっぺたへ唇くちびるを触れさせ、そのまま子猫のように頬ほおをすりあわせてくる。

　女の子の肌はよく絹きぬだのお餅もちだのと例えられるが、柔らかくもちもちすべすべとした鈴莉の肌は、どう考えてもそれ以上。もはや例えるものが見つからない。

「にゃふ～、ひ～なくんっ」

「どうしたー？」

「えへへ～、呼んでみただけ～♪」

　そうしてまた目を細めてすりすりと。

　こんな定番のやりとりでも、どんどん鈴莉の愛いとおしさが増していく。

「ああくそ、完全に鈴莉中毒だ」

「あは、私もひなくん中毒～。ひなくん成分がなくなっちゃうと、私はもうだめなの」

「俺も鈴莉成分がなくなるとだめだなあ」

　まあ、これは意外と洒落しやれになってなかったりするのだが。

　でも、そんなことを抜きにしても、

「ひなくん、大好き～♪」

　頬をあわせながらとろっとろに蕩とろけた顔でそんなことを言われてしまえば、中毒になるのも当然。それにこういう中毒なら、大歓迎だ。

「大好きだぞ、鈴莉」

「にゅふ～。私も～♪」

　だからその想おもいをまっすぐに返せば、鈴莉はさらにふにゃりと笑ってくれる。ああ、ほんとにかわいい。かわいすぎてもう想いも止まらなければ、たまらない。

「詞ふみ香か、隣借りても……？」

「あは、ひなくん積極的～。うん、いいよっ」

「……どう、ぞ。まだ、片付けて、ませんが」

「待ってください！　来て早々、隣でなにをするつもりですか!?　お昼寝じゃありませんよね、絶対！」

「皐さ月つきは、ほら。これ使っていいから」

　さらさらと手近なメモ帳に文字を書きつけ、ハンコ一発。詰め寄ってきた皐月に手渡す。

「なんですか、これ……？　『新メニュー発案権　ｂｙ長おさ』……お兄ちゃん、ふざけてます？　金かな槌づち投げます？」

「また打ち落とすぞ。まったく、数年前なんてこれ一枚のために、本部の異能者がいくつもの派閥に分かれて内乱起こしたレベルだってのに」

　新メニューは本来食堂関係者しか発案権がないため、好きなものを入れてもらうためにみんな必死なのである。ちなみに俺おれと鈴すず莉りは例外。たいていのものは頼めば入れてくれる。

　実のところ、皐月が嬉うれしそうにもらってきた試作大福は、もともと俺が頼んであったものだったり。だってこいつ、おやつに大福ないとやたら悲しそうだし。兄としては……ね？

「とこっとん平和ですね……。そう聞くと、この騒ぎもなにかそういうものと思えてくるから怖いですよ……」

「ああ、そういえば騒ぎ……」

　さすがに長の部屋は防音がしっかりしているためほとんど聞こえてこないが、先ほどの騒ぎは規模的に今も続いているのだろう。

「お兄ちゃんその反応……もしかして忘れてました？」

「鈴莉がかわいすぎるので、それで脳内メモリ使い果たしました」

「私も頭の中ひなくんでいっぱい～」

　両りよう想おもい～、と軽く手を打ちあわせてみたり。

　その流れで腕時計を見れば、本部に着いてから早半時間。由ゆ枝えさんからの連絡は未いまだなし。連絡忘れてサボってないといいなあ……。

「由枝さん来ないし、捜しがてらちょっと訊ききに行くか」

「おや、出るんですか？　でしたら皐月も」

「……わたし、も」

　立ち上がってドアへ向かえば、鈴莉はもちろんとして鞄かばんをソファーに放ほうり投げた皐月や、しっかり服を着た詞ふみ香かもまるでＲＰＧのパーティがごとく後ろへついてくる。

　それを見た鈴莉も俺と同じことを思ったようで、俺と恋人つなぎに繋つないだ手を楽しげに大きく持ち上げ、

「《御み園その》本部探検隊、しゅっぱ～つ！」

「おー！」

「お、おー」

「……おー……？」



「げ、《長おさ》……っ」

　そんなそれぞれのテンションで出発した本部探検隊だったが、その役割はドアを開けておよそ二秒で終わった。

　俺おれたちが廊下に出てすぐエンカウントしたのは、奥の書庫にでも行っていたのか書類を抱えた女性職員。彼女は俺を見つけるや即座に視線をきょろきょろと彷徨さまよわせ、

「お、おはようございます《長》。そ、それでは……ごきげんよう！」

　ダッシュ。

「おいこら、『げ』ってなんだ。そしてなぜ逃げる」

　しかし、回り込んでやった。

「普通に怖がられてるんじゃないですか？　お兄ちゃんデフォで鬼畜ですし」

「……ひなた、様が……怖がられるはず、ない……！」

「ごめんなさいごめんなさい！　詞ふみ香かちゃん、脛すねを蹴らないでくださいよぉ。痛い痛い」

　ほんと仲良くなったなー、こいつら。詞香なんてなんのためらいもなく下げ駄たでガスガス蹴ってるし。かなり痛そう。

「で？　逃げだそうとしたことについて、なにか釈明は？」

「な、なんのことでしょう……？」

　逃げようとした職員の肩を掴つかみながら訊たずねるも、必死に目を逸そらして答えようとしない。

　ふむ。こっそり皐さ月つきになにか創ってもらうか、それとも詞香の幼女パワーで頼み込んでもらうか…………いいや、めんどくさい。皐月曰いわく俺は鬼畜らしいし、鬼畜らしいやり方で、お話聞いてもらうとしよう。

「《長》様、これ以上はセクハラですよ……？」

「戯ざれ言ごとはあと身長を一五センチは低くしてから言うんだな」

　俺と同じくらいの身長とか、微み塵じんも興味ありません。それだったらまだ詞香のほうがよっぽど魅力的だ。

「おや？　お兄ちゃんからロリコンの波動？」

「…………蹴りすぎた、かな？　さつき、さん。ごめん……ね？」

「いえいえいえ！　頭蹴られたわけでもないですし、皐月がおかしくなったわけじゃないですからね!?」

「……おもしろい、ことを。ひなた、様がおかしなことを、考えるはず……ない！」

「ちょっ、いたっ、痛いですって！　あざになっちゃいますよぉ……」

　じゃれあいを加速させている二人は置いておいて。肩を離して女性職員に問いかける。

「なにがあった？　なにか──俺おれに隠したいことか？」

　騒がしい本部内。なにかがあったのは間ま違ちがいない。そしてその内容があまりよくないものであることは、職員が俺に隠し事をしようとしている、そのことからわかってしまう。

「えー……そのー……」

　そこまで訊きいてもしばらくは渋っていた職員だったが、俺が真剣であるとわかったのか、小さく息を吐き姿勢を正してくる。

「失礼しました。《長おさ》の秘書が手配しておりました、定期外の巡回と“〝千里眼”〟より《御み園その》以外の異能者が続々とこの地に集結しつつある、との報告が上がっております」

　定期外……ああ、俺がこの前の帰り際に頼んでおいたやつか。

　やはりというべきか、それとも……どちらにせよ、嫌な予感しかしない。

「そいつらの所属は？」

　嫌な予感は後ろの二人も同様のようで、瞬時に緊張した気配が伝わってくる。

　そしてその答えは、俺の想像通りで──ある意味では、自明ともいえるものだった。

「所属は、雪国の一族────《異い戦せん雪せつ原げん》、です」



「状況を報告しろ」

「お、《長》!?」

　前面を飾る無数の大型ディスプレイに整然と並んだ大量の机。まるで秘密基地の司令室がごときその場所は、俺が部屋に入り声を発した瞬間、それまでの騒々しさから一転、息をするのも躊躇ためらわれるかのように静まりかえった。

　内装に違わず有事の際司令室となるここは、使われているというその事実だけで、事の重大さを無言のうちに伝えてくる。

　そしてその静まりかえり、後ろに皐さ月つきたちを連れながら入ってきた俺を見つめる視線の中には、俺たちを送ってきたきり戻ってこなかった由ゆ枝えさんの姿もあり──苦々しく唇くちびるを噛かみしめているのが遠目に見える。

「──誰だれ、《長》に知らせたのは。《長》の耳へ入れないように言ったでしょ」

「す、すみません……」

　呟つぶやいた由枝さんの声に、続いて入ってきた先程の女性職員が何度も頭を下げながら謝る。

　だが、俺はそれを遮るように一歩前へ進みでる。

「おまえたちがどうして俺に伝えなかったのかは、こいつから聞いた」

　それは──俺に時間を取らせないため。このままなにも知らずに詞ふみ香かをお泊まりに誘って、平穏のまま家に帰ってもらうため。

「でしたら《長》。どうか、見なかったことにしてお帰りください。我ら全員、我らのために尽力してくださるあなた様には忠誠を誓っております。故に──故にこそ、ご自身のことも、鑑かんがみてください。この事案は我らのみで対処してみせますので」

「おまえたちに言われずとも鑑みてるさ。十分に。十分に、だ。だからこそ俺おれは自由に過ごさせてもらっているし、本部へろくに顔も出さず、ずっと彼女とイチャついてる」

　硬い口調で深く頭を下げてくる初老の男性職員へ、苦笑交じりに笑いかける。

「たしかに俺はまだまだ若くて、学生だ」

　おまえたちのその気持ちは嬉うれしい。俺のことを──数万とも数十万人とも言われる、《御み園その》の血族を束ねる《長おさ》が、年若い少年であることを知っている職員全員が、

『《長》を煩わせることなく、自分たちで処理してやろう。いつも《御園》のことに気を取られている《長》に、若いうちしかできないことを満喫させてやろう』

　とすぐ一致したのも、そこまで考えてくれたのも、感謝しかない。だから俺は怒鳴らず、静かな口調で語る。

「テスト？　学業？　遊び？　ああ、たしかに大切だな。だけど……おまえたちは忘れてないか？　俺はそういうことを満喫できる一般人である前に──《御園》の血族全ての命を預かる、《長》だ」

　俺は、沈黙した職員たちを前に告げる。

「俺が普段まともに学校へ通えているのも、家で仕事ができるのも、平和にバカップルやってられるのも、おまえたち職員が些さ事じを片付け、俺の仕事量を減らすように頑張ってくれているからだ」

　だったら、

「だったら──こういうときにこそ働かなくて、なにが《長》だ。おまえたちにとって、俺はそんなにお荷物か？　頼ることなんてできない、お飾りでいればいいだけの《長》か？」

「い、いえ。お荷物だなんてことは決して！」

「お飾りだなんてとんでもない！　《長》がいなければ今の《御園》はありえません！」

　即座に上がる、否定の声。

　指揮所中から上がるそれらは次第に収束し、誰だれが合図したというわけでもなく一つの言葉を作り上げる。

「「「勝手な判断、申し訳ありませんでした……っ！」」」

　それは波ですらなく、僅わずかな狂いなくそろった動作。

　俺は頭を下げた職員たちの間、自然と空いた道を通り、最も高い位置にある大型の椅い子すへと腰を下ろす。

　そこは俺が座るまで空席であり、職員たちが空席のまま終わらせようと思っていた席。

「頭を上げろ。そんなことをしている暇はないはずだ。それに、俺に楽をさせたいと思うのなら、こんな事案さっさと終わらせるに限る」

　そうして紡ぐは、先ほどと同じ言葉。

「────状況を、報告しろ」



「集まっているのは《異い戦せん雪せつ原げん》で間ま違ちがいないんだな？」

「はい。全員はできていませんが、人物照会が終わった人間は全て《異戦雪原》の異能者です」

「全員の特定、急がせろ。わかっていると思うが、対異能者戦は手の読み合いだ」

「《長おさ》は、戦闘になるとお考えで……？」

「なりたくはないさ。だけど、向こうがどう考えているかはわからない。だから物事は常に悪い方向へと考えるべきだ」

　俺おれが腰掛けるのは《長》の部屋に設置されているものとさほど変わらない椅い子す。その横へ、これも変わらずちょこんと座った鈴すず莉りはやっぱりいつも通り。俺が仕事モードになったと見るや、邪魔をしないように──しかし、『ここにいるよ』と言うかのように、そっと服の裾すそをつまんでくる。それがとても、心強い。

　そして《長》の部屋にいるときと異なるのは、逆隣に追加された椅子へどこか居心地悪そうに座る皐さ月つきと、後ろに控える詞ふみ香か。

　皐月はこういう秘密基地然としたところへ来て興奮しているかと思いきや、意外にも静かなもので、報告を受け指示を出す俺をいくつもの感情が入り交じった顔で見ては、なぜか首を振ったり頬ほおを赤らめたりと忙せわしそうにしている。

　実はこいつ、《長》の部屋に戻っておくと言っていたのだが俺が強制的に同席させた。皐月の《御み園その》勉強、実践その二だ。本当に、こういう機会はまたとないのだから。職員のみんなには、将来のための社会見学だと言ったら苦笑して受け入れてくれた。

　そんな配置で次々と入ってくる報告を捌さばいていれば、指揮所の端の方から声が上がった。

「《長》！　電話繋つながりました！」

「こっちに回せ」

　それは最初に出しておいた一つの指示。出てくれるかどうかは賭かけだったが、まだまだツキには見放されていないようだ。

「よう、隊長さん。平日の夕方なんてかき入れ時に悪いな」

『あんた、あのときの……？　そう。他組織との交渉に当たるなんて、部隊長クラスの人間だったわけね。それで？　アタシたちの動きに気づいて慌てて連絡を、ってところ？』

　部隊長……ねえ。まあ、そう思ってくれる分にはありがたい。今回こそ陣頭指揮を執っているが、本来俺のような存在は極力表に出ない方がいい。

「はっ、慌ててるのはそっちじゃないのか？　隠いん蔽ぺいもなく、ただ飛行機やバスでここに来るだけ。足りないのは時間か？」

『ええ』

　俺おれの皮肉を素直に認めた隊長さん──第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たい部隊長・伊い瀬せ深み雪ゆきは『だけど』と電話の向こうでかすかに笑い声をもらし、

『物量があれば、時間はそれほど必要ない』

「それは同感」

　時間は物量でいくらでも補える。それは古来より示されてきた事実。現に《御み園その》や──“〝万能”〟たる本家の異能は、そうやって構成されている。

「だから、増援を呼んで今度こそ確実にってことか」

『そう。次は支部ではなく、直接本部へお邪魔する』

　それは宣戦布告。二週間前、俺たちに負けたとは思えないほどの、堂々とした宣言。

『情報をおとなしく差し出すなら、このまま解散するけど？』

「ご冗談を。その程度の戦力で、俺たちが怯おびえるとでも？」

『そう』

　電話の向こう側から聞こえる声は端的で素っ気ない。しかし声にのる色はこれまでの気だるげなものではなく……獲物を見つけた肉食獣のような、獰どう猛もうな血臭を想起させるもの。

　彼女はその声のまま、好戦的な意思を隠しもせず、続ける。

『だったら、こちらは当初の予定で行くだけ』

「ああ、一つだけ訊きいてもいいかな？」

『……なに？』

　通話を切ろうとする意思を感じ取り、一つだけ確認するべく、問いかける。

「おまえたちがしたいのは、模擬戦か？　それとも────戦闘か？」

『…………躊ちゆう躇ちよなく狙そ撃げきしてきたくせに、今更ね』

「いや、それはごもっとも」

　軽くおどければ、伊瀬深雪は電話の向こうで小さくため息を吐つき、しかし好戦的な声音は隠しもせず、むしろ戦うことの方が本命と言わんばかりに、

『情報を差し出さないなら──こちらは戦闘をしかける。それだけよ。──さようなら、卑ひ怯きような狙撃手スナイパーさん』

　受話器を机の上に戻した直後、会話を聞いていた職員の一人が恐る恐るといった調子で資料を俺の机にのせてくる。

「《長おさ》……あいつらの自信、はったりではなさそうです」

「規模は？」

「…………およそ四〇〇。そのわかっている全員が──攻性異能者です」

「──────攻性が四〇〇……っ!?」

「──────また結構な数を短時間で……」

「──────そんな数で襲撃されたら……」

「…………っ」

　いくつも不安の声が上がるのにまじり、背後から小さく息をのむ音とカランという場ば違ちがいに軽やかな音が聞こえ、思わず振り返ってしまう。

　そこにいるのは最初から変わらず、和服姿の詞ふみ香か。だが彼女の位置は数歩後ろに下がっており、その幼い顔は青ざめている。

「詞香……？」

「……申し訳、ありません……」

　話し中に音を立ててしまったことにだろうか、小声で謝った詞香は青ざめた顔のまま俯うつむくと、寒気でもするかのように両腕で体をしっかりと抱きしめる。

　幼くとも隠蔽班ヴエイラー班長。《御み園その》の内情を深く知る者として他の職員同様──否いな、それ以上に不安に思ってしまったのかもしれない。

　そんな詞香を鈴すず莉りも皐さ月つきも心配そうに見つめているが……とりあえず、今はできることを先にやっておこう。

「予想される進軍時間は？」

「“〝第六感シツクスセンス”〟、“〝予知プリデイクシヨン”〟、現在わかっている情報などを統合したところ、明日の夜と」

「ほぼ一日先、か」

　おそらく明後日の会談前には襲撃も情報の奪取も終わらせるつもりなのだろう。場合によっては、その場で手に入れた情報を公表するつもりなのかもしれない。

「………………ったく。アホなのか、あいつらは」

　思わず小さく呟つぶやいてしまう。

　伊い瀬せ深み雪ゆきの供述曰いわく、彼女たちが最初に手に入れた情報は『《御園》には、きみたちの求める、いい情報が眠っている』というもの。

　たったそれだけの曖あい昧まい模糊なところから始まり、よくもここまで大規模な作戦行動を起こせるものだ。

　これまで何度か言葉を交わし、相対した伊瀬深雪は自信に満ちていた。

　彼女は確実に自らの望むものが《御園》に存在していると、そう確信している。

　だが、いったいその自信はどこから来るのか。

　なぜ、あの曖昧な情報から、これほどまでの人員を動かす作戦を動かせるのか。

　正直疑問は尽きないが……実際に伊瀬深雪が行動を起こしている以上、追及は後回しだ。

　指揮所を見渡せば、不安そうにしている者が半分。平然としている者が半分といったところ。前の方で指示を出している由ゆ枝えさんはさすがというべきか微み塵じんも表情を変えておらず、それは詞香を心配そうに見ながらも、それだけの鈴莉や皐月も同様。……いや、こいつらの場合は本気で意味をわかっていないだけかもしれないが。特に皐月。

　そしてその詞ふみ香かは……未いまだなにかへ怯おびえるように青い顔で体を抱いている。

　指揮所全てを見渡した後、俺おれは椅い子すから立ち上がり、ドアへと向かう。

「おまえたちは情報のさらなる収集と精査を続けろ。部屋にいるから、わかったことは随時送ってくれ。いくぞ、詞香、由ゆ枝えさん」

「《長おさ》はなにを……？」

「おいおい。今更なにを言ってるんだ？　上層部がすることっていったら、限られてるだろ」

　それは交渉、指揮、鼓舞、そして──

「──作戦立案、だ」



「どうにも、ひっかかる」

「なにがです？」

　ところは変わって、《長》の部屋。細かな情報収集を任せた俺と鈴すず莉り、皐さ月つきに側近二人の五人は作戦会議の名目でコーヒーをすすっていた。

「そもそも《異い戦せん雪せつ原げん》と《御み園その》じゃあ、組織の性質が違ちがうって前に言っただろ？」

「え、ええ。《異戦雪原》は、武闘派なんでしたっけ」

　自信なさげな皐月に頷うなずきを見せる。

「今回集まっているのも十中八九、武を担う戦化部隊だろう。まともに対抗するなら、同じく《御園》の武である処理班イレースをあてるしかない。そして処理班は第一第二合わせて、五〇〇。数の上では若じやつ干かん多い」

「？　なら普通に勝てるのでは？　どうして皆さんあんなに不安そうだったんです？」

　このアホ妹は……。

「……皐月ちゃん、話聞いてた？　《異戦雪原》は、武闘派なのよ？」

　由枝さんの言葉にしばし首をかしげていた皐月だったが、ようやく気づいたのかこわばった顔で「もしかして」と前置きし、

「同じくらいの数なら、向こうの方が強いってことですか……？」

「正解。《御園》は連携、《異戦雪原》は個々人ってね。一人一人が強いのよ」

「もともと異能者ってのは一騎当千の存在だ。《異戦雪原》はその個々人をさらに戦闘にに特化させている。一人が二〇〇〇にも三〇〇〇にもなるんだ。攻性、防性、支援交じりの処理班一〇〇人の差なんて、ないに等しい」

「ええと……隠蔽班ヴエイラーから応援とか……」

「あっちは詞香を筆頭に戦闘向きじゃない異能ばかりだ。戦闘訓練も受けてないし、戦場に出たところで自分の身を守るのにやっとか、守ることすら怪しい」

　だから彼らを表に出すことは絶対にない。裏で動き、支援する。自らの存在すらも隠いん蔽ぺいするが故の隠蔽班ヴエイラー。

　状況を整えてやれば、処理班イレースが《異い戦せん雪せつ原げん》と互角かそれ以上に戦うことは可能だろう。

　しかし、戦いというのは始める前に全てを決しておく必要がある。そうしてこそ、初めて完全なる勝利が得られる。

　今のままでは五分五分。そんなものは勝負でも戦闘でもなんでもない。ただの博ばく打ちだ。

「そんな……。それじゃあどうするんですか……」

　皐さ月つきの戸惑ったような声が引き金となり、部屋に重たい空気が満ち始める。おそらく向こうの司令室で不安を抱いている人の多くも、同じような思考に至ったのだろう。

　そして気にかかるのは、もう一点。

「でもね、そこがおかしいの。ひなくんがひっかかってるのは、そこ」

「はい？　武力で押し負けるかも、という以上にひっかかることなんてあるんですか？」

　皐月の疑問はもっともだ。しかし、戦いは一手先だけではなく──さらに先も読む必要がある。

「えと、まともに戦えば、向こうが勝っちゃう可能性が高いの。でも、だからってそこで止まるかなあ、って。この前も『弱そう』って理由でひなくん選んだのに、罠わなも仕掛けてたじゃない」

「あれだけ自信満々に宣戦布告してきたのよ。武闘派の兵力をそろえました。これなら普通にやって勝てます。なんて、それだけで終わるとは思えないわ。居場所だって、あれだけの人数だもの。すぐに割れるのは織り込み済みのはずよ」

「えー……と？」

「つまり、罠を仕掛ける程度の頭があるやつが、いくら勝算の高い方法でも、正攻法で負ける可能性を考慮してないはずがない、ってことだ」

　鈴すず莉りと由ゆ枝えさんの説明ではいまいちわからなかったらしい皐月だが、俺おれの説明を聞くなり何度か頷うなずき、ぽん、と手を打ち合わせた。

「数はこちらがちょっと多いですが、攻撃力的には向こうが上。その上、普通に戦っても性格的になにか隠し球がありそうで怖い。というところですか。…………ぶっちゃけ、詰んでません？」

「んー……詰みきってるってわけじゃないんだよな」

「そうなん……ですか？　皐月にはにわかに信じがたいのですが……」

　それもそうだろう。《御み園その》の内情──それも表層の情報ではなく、具体的なところを知らなければこの戦力差は敗色濃厚としか思えない。

　────あくまで、数値上は。

　しかしこの程度で詰んでしまう《御園》ではない。それは歴史が示しているというだけでなくもっと実際的に、皐月が言うところの攻撃力を上げる手段がある。むしろそれこそが《御み園その》の本質ともいえるものが。

「ま、信じろって。悪いようにはしないさ」

「お兄ちゃんのそれが一番怖いんですよね……何度驚かされたことか」

　なんて言いぐさだ。せいぜい両手の指くらいしか驚かせてないだろうに。

「ったくもう、手っ取り早く空爆でもしてやりたいわ」

「あ、由ゆ枝えお姉さん。それだめだって。近隣への被害が大きいからって、ひなくんが持ってきた報告書に書いてるよ」

「被害なかったらできるんですか、空爆……」

「できるみたいだね～。ん～、あと一手、なにかほしいな～」

　むむむ、と腕を組んで大きな胸をそこにのせた鈴すず莉りも俺おれの考えている前提はわかっているようで、あと一手──隠し球に対抗する隠し球がなかなか思いつかないらしい。ふにゃふにゃした鈴莉はもちろんだけど、難しい顔してる鈴莉もかわいいなあ……じゃなくて、

「本部なら立地や内部構造的にもっと楽なんだが……迎撃戦はできれば、避けたい。ここには非戦闘員もかなりいる」

　それは食堂の人や一般職員、詞ふみ香かたち隠蔽班ヴエイラーなど、事に当たる処理班イレースの倍近く存在している。それでも余りまくっているこの本部。隠れていれば……さすがに難しいよな。待避は可能だが、それはさせたくない最終手段。そもそも敵を近づけることが、大きな失態だ。

「完全に諦めるところじゃないんだ。その点は、“〝消失”〟との戦いと変わらない」

　あのときも、なにか一手あれば俺たちは勝つことができた。その一手の発案を皐さ月つきは家出の条件とし、最終的に本人が過負荷に耐えながら多種の武具を創り出すことで、その役を担った。

　今回も同様。なにか一手、相手の予想を──それが罠わななのか伏兵なのかなんなのかわからないが、それを上回れる想定外の一手を打っておきたい。

「お兄ちゃん、一手なら……」

「俺たちが出られないのか、だろ？」

　言えば、真剣な顔で頷うなずいてくる皐月。

　たしかに俺たちは十二分に隠し球となりうるジョーカーだ。極端に相性の悪い異能と当たらない限り、定義が切り替えられる異能はほぼ最強といってもいいだろう。

　だが俺は首を──横に振る。

「それじゃあ意味がない。皐月、俺たちはあくまで個人戦力なんだ」

　いくら超広範囲に剣の雨を降らせられようと。いくらただの棒で全てを切り裂けようと。それはあくまで、個人の力。

「“〝消失”〟のときと違ちがう一番大きなところがそこだ。あれは個人対個人。だけど今回は、組織対組織。個人規模で圧倒しても、組織として負けたら元も子もない」

　そして伊い瀬せ深み雪ゆきがなにかを仕掛けるなら、それは組織単位で被害を与えられるもののはずだ。由ゆ枝えさんはさっき空爆と言ったが、あれも対組織の隠し球としては有効な一手といえるだろう。

　個人戦力としては、それこそ組織の戦力に匹敵しかねないものがあるため、参戦するのは作戦上必要になるかもしれないが……だからといって俺おれたちだけが生き残っても、それは意味がない。

「あー……」

　だめだ。さっぱり思い浮かばない。卑ひ怯きようなものはいくらでも思いつくが、それらは確実に周囲を巻き込んだり、なにがしかの被害が出る。

　そんな俺の性格は把握されているようで、司令室を出際に渡された書類にはしっかりと被害が出そうな場所や人員、その後の補償なんてものが連ねられている。つまりは『するな』ということだ。

　もともと細やかな策を練るのは鈴すず莉りや詞ふみ香か、他の幹部たちといった人たちが得意とするところ。俺やパワーバカの由枝さんの出る幕ではない。

　その鈴莉はさっきから頭をぐらぐら揺ゆらしながら、懸命に考えている。たぶんそろそろ知恵熱を出し始めるだろうから、要看護だ。膝ひざに寝かせてやろう。

　となれば、この場に残る知略担当はもう一人。

「隠蔽班ヴエイラー班長、なにかいい案はないか？」

「……っ」

　俺を挟んで鈴莉の逆隣に座る詞香に声をかける。

　だが彼女はそんな俺の声に怯おびえたようにビクッと体を震ふるわせ、さらにソファーの端へ寄ってしまう。

「………………」

「うん？」

　寒さに耐えるように震えながら背を丸め、じっと白いニーソックスに包まれた膝を見つめ続ける詞香。なにかを小さく呟つぶやき続けるその顔は垂れた黒髪に覆われ、横からはうかがうことができない。

　だが、その顔は見るまでもなく──白のニーソへ丸いしみをつくる雫しずくで、容易に想像できてしまう。

「詞香……？」

　俺が一歩を詰めればもはや逃げる気もないのか、それとも気力が尽きたのか、詞香はまたも大きく体を震わせるが、それ以上は動かない。

　その姿はこれからのことを考えて怯えているようにも見えるが、それだけにしては異常な怯え方だ。そしてその震えと雰囲気から伝わってくる怯えは、明らかに司令室にいたときより、大きくなっている。

　異変に気づいた他の人が黙り込む中、俺おれはそっと詞ふみ香かの肩に手を近づける。

「どうした？」

「……………………」

　訊たずねるも、詞香は小さく呟つぶやきながら震ふるえるだけで反応も返さなければ、振りほどきもしない。そしてこの距離になるとぎりぎり聞こえてくるその言葉は、

「…………ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　それはいつ止やむともしれない、謝罪。

　もともと口数が多いとはいえない詞香だが、思い返してみれば俺に小さく謝って以降、その声を聞いていない。

　いや、きっと喋しやべってはいたのだろう。だがそれは全て──なにかに対しての、謝罪。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　そうしている間も謝罪は止まず、白ニーソへ広がるしみは数を増やしていく。

「…………わたしの、せいで……わたしが、もっとはやく……」

　謝罪の間に、時折自分を責める言葉を挟みながら。
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　どうして、こんなことになってしまったのだろう。

　わたしは、どこで間ま違ちがえてしまったのだろう。

　わたしは、なにを間違えてしまったのだろう。

　ずっと考え続けているけど、なにもわからない。

「…………およそ四〇〇。そのわかっている全員が──攻性異能者です」

　でも、次々とひなた様に告げられる報告は混乱するわたしに現実を突きつけてくる。

　これはきっと、浅はかなわたしの蒔まいた種が悪い方向に開いてしまった、その結果。

　途中までは──そう、途中まではうまくいっていた。

　さつきさんの態度も多少改善されたし、本心を聞き出すこともできた。

　それに、少し前の一糸乱れぬ謝罪。あれこそがわたしの望んでいた結果の表れだと、内心喜んでいた。

　それなのに、どうして──。

「……ごめんなさい」

　暑い夏で、しかも適温に空調が管理されている本部内だというのに、風邪をひいたかのように全身が寒い。

「……ごめんなさいごめんなさい」

　本当ならひなた様が第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいを止めたところで、全て終わるはずだった。

　あんな曖あい昧まいな噂うわさで名のある組織が大きく動くはずなんてない。せいぜい血気盛んな下っ端が起こす小競り合い程度、そう思っていた。

　それは事実、間違っていなかった。ただ──相手の本気度合いが違っていただけで。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　もっと早く、ひなた様に全てを話していたら、変わったのかもしれない。

　タイミングが合わなかった？　ううん、話そうと思えば、いつだって話せた。

　でも、今の今まで──ここまでのことになってしまうまで話せなかったのは、わたしが最後の最後で怖おじ気けづいてしまったから。

　ひなた様に、嫌われるかもしれない。

　あの一人きりの寂しい家から、忙せわしくも騒がしい本部へ連れ出してくれた、ひなた様大好きな人に。

　ひなた様のためとごまかしていたけど、わたしのしたことが悪いことに変わりはない。

　胸の痛みはもはや耐えられないほどに強く、寒気と相まって体を抱きしめてしまう。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

　そもそもわたしみたいな、出来の悪い子が大それたことをしなければ……。

　ひなた様なら、ここからでも勝つことはできるだろう。

　だけど、その過程で傷つく人は何人？　今不安を感じている人は？

　それに──ひなた様だって、傷つくかもしれない。大本は、わたしのせいで。

「……わたしの、せいで……」

　全部全部、わたしの、せいで──。

「隠蔽班ヴエイラー班長、なにかいい案はないか？」

　ひなた様の優しいお声が聞こえる。

　わたしのことを信じ、隠蔽班の班長なんて役割や、新しい家も与えてくださった、お優しいひなた様の声が。

「詞ふみ香か……？」

　だけど、今はそのお優しい声が──辛つらい。

　違ちがうんです、ひなた様。わたしは、そんな声をかけていただけるような人ではなく、全部、わたしのせいで……！

「うおっ!?」

　一瞬だけ驚いたようなひなた様の声が聞こえて、すぐになにも聞こえなくなる。

　全てを遮断し、何物をも通さない結界の異能“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟。

　いつもは自分をごまかすために、悪い子の自分が心の中へ作った小部屋に感情をいくつも閉じ込めていた。それはきっと良心とか、そういうもの。

　だから、今度は──悪い子であるわたし自身を、小部屋の中に閉じ込める。

　自分の息づかいと嗚お咽えつしか聞こえない小部屋の中で、わたしは謝り続ける。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……ぜんぶ、わたしのせいで……」

　願わくば、このまま悪い子のわたしがこの世界からいなくなれるまで。
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「うおっ!?」

　伸ばした手が詞香に触れる直前、硬い壁のようなものにはじき返される。

　透明な、しかし触れればそこにあるとわかる、鉄壁の遮断結界。“〝閉じた小部屋”〟。

「詞香？」

“〝閉じた小部屋”〟は振動現象である音すらも、遮断する。

　だから聞こえないとわかっていても、呼びかけずにはいられない。

　何物をも通さない透明の小部屋──その異能は、空気すらも遮断する諸もろ刃はの剣つるぎ。

　呆ぼう然ぜんとしている鈴すず莉りや、突然のことに思考が追いついていないらしい皐さ月つきたちの前で、詞香はソファーの上に足を上げ、膝ひざを抱え込んで丸くなっている。

　その丸くなった詞ふみ香かを二回りほど大きく包み込んでいる“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟。あれではいくら詞香が小さくて酸素の消費が少なくとも、そう長くはもつまい。泣いて、喋しやべっていれば、それはなおさら。

　──否いな、彼女は自分から閉じこもったのだ。その可能性を考慮するのではなく──むしろ、それを狙ねらったと考える方が、自然だ。

　中を見やれば、詞香はずっと小さく口を動かし続けている。

　言葉は聞こえないが、それはおそらく先ほどからくり返されていた、謝罪の言葉。

　なにについての謝罪なのか。どうしてそこまで思い詰めているのか。思い当たることはあれど……そんなことは、今考えるべきことではない。

　このままだとそう遠くないうちに、詞香は──。

「皐さ月つき」

「は、はい」

　呼びかければ、詞香を挟んで反対側に皐月が駆け寄ってくる。

　その未いまだ戸惑いを多分に含んでいる瞳ひとみを見ながら、淡々と告げる。

「剣を創れ」

「え……？」

「剣だ。刀でも西洋剣でも、この際刃物ならナイフでも鉈なたでもなんでもいい！」

「わ、わかりました！」

　皐月の声と共に宙へ創り出されたのは、細身の西洋剣。レイピアほど細すぎず、大剣のように叩き切るものでもない、ベストチョイス。

　それが地面に落ちる前に掴つかみ取り、即座に“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟を展開する。

「ど、どうするつもりですか!?　詞香ちゃんの“〝閉じた小部屋”〟って、どんな攻撃も現象も通さないんでしょう!?」

「たしかに、そういう異能だ。“〝閉じた小部屋”〟を普通に破壊することは不可能といって問題ない」

　異能は努力しようと練習しようと、初期から規定された枠を超えることは絶対にない。だが一方で、どれほど頑張らなくとも、規定された能力は確実に発揮される。

　しかし、

「忘れたのか、皐月。俺おれたちは“〝万能”〟の本家だぞ？」

　剣を剣として、定義するのは『切断』。最も使い慣れた“〝万物の使用者”〟の使用方法。

「《血樹》になぞらえれば、本家は全ての幹。血族の異能者は枝であり、葉である。ならば幹から分化した枝葉が、幹に逆らえる道理は……ない！」

“〝閉じた小部屋”〟の端を狙い、剣を──振り下ろす。

「えっ……!?」

　皐さ月つきの驚いたような声を聞き流しながら、感触を確かめる。

　同じ異能であっても、本家の異能はその定義から使用者自身が定める特殊な異能。この世の法則、その根底をも能力の枠内に収めている異能に、通常の異能が抗せるはずもない。

　故に正しく使えば、鉄壁であろうと切り裂き、全てを貫つらぬくものからも守りきる。

　その理論通り、俺おれの振り下ろした剣は全てを遮断する小部屋を切り裂いた。その手応えはあった。剣が弾かれず、振り抜けているのが証拠だ。

　そして切られたのならば、異能によって規定された小部屋の形が──立方体が保てなくなったのならば、“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟はその力を保つことはできない。

　しかし、戻した剣を宙に差し出せば、そこには未いまだ透明な壁が存在している。

　いや、

「……小さい？」

　西洋剣の最適な使用をなすため、今の俺は最高の剣士にも等しい知覚を備えている。だからこそわかる、剣に伝わる僅わずかな違ちがい。

「切られた瞬間、内側に張り直したか」

　詞ふみ香かはさらに強く膝ひざを抱え込み、すでにその顔は髪や膝に隠れて見えなくなっている。

　正直なところ、引きこもりたいなら勝手に引きこもれ、と思わなくもない。

　だが、















「ひなくん」

　鈴すず莉りが、今にも泣きそうな顔で裾すそを引っ張ってくる。

　そして俺おれも、一人の寂しさは七年前のあのときに──鈴莉が記憶を失い、両親も亡くなったあのときに、よくわかっているから。

「ったく、ようやく新しい友達ができたんだろうが」

　詞ふみ香か。そっちがその気なら──

「──“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟を展開できなくなるまで、切り続けてやる！」

　詞香の異能は大きさ可変。ただしそれは一センチ単位。そして展開時に境界線上にいる物体や人間は、どちらかへ出てしまうまで、内に取り込まれるのも外へ逃げ出すことも、どちらも可能。

　ならば外に作ることは俺を取り込んでしまうためにできず、内に増やしていくしかない。その限度も、詞香の体があるところまで。

　切って、切って、切って──途中、詞香の遮断が上回り剣が勢いのままに折れても、

「皐さ月つき！」

「は、はい！」

　即座に皐月が新たな剣を宙へ創造する。

　動かず、攻撃もしてこず、限度が見えている。そんなもの対“〝消失”〟戦に比べたら、簡単すぎる。

　切っては数センチを踏み込み、踏み込んでは透明な小部屋を切る。

　それを四七回。そのうち五回も俺の剣を壊せたのは、さすがと言うほかない。それでこそ、俺が選んだ隠蔽班ヴエイラー班長にして、側近だ。

　すでに棺かん桶おけのように隙すき間まなく展開されている閉じた小部屋。

　僅わずかでも剣先が狂えば、中の詞香をも両断しかねない距離。

　それはこのままだと即座に息ができなくなってしまうであろう、狭い部屋。

「詞香。俺は基本的に鈴莉さえいれば、俺たちが幸せなら他はどうでもいいって外道な人間だ。だけど──」

　聞こえないとわかっていても──聞こえないとわかっているからこそ、呟つぶやきながら、

「だけど──さすがに、自分が昔外に連れ出した女の子が、また閉じこもって目の前で泣いているのは、見過ごせないよ」

　剣を、振り下ろす。

　それは詞香の膝ひざを抱えた手の数ミリ先を僅かな狂いなく通り、詞香が小部屋を作り直す前に、それ以上作り直されないよう、小さな体を抱きしめる。

「ったく、バカが。“〝万能”〟二人を相手にして、勝てるわけないだろ」

「……ごめん、なさい。ごめんなさい、ひなた様……」

　俺おれに抱きしめられるがまま、嗚お咽えつにまじりもれるのは閉じこもる前と変わらず謝罪。

　その根底にあるものはおそらく、最後に小さく続けられた『わたしのせいで』。それがなにを指すのかは……今問い詰めるべきことではない。

　いつか必ずその必要があるとしても、それは今ではない。

　今すべきことは泣いている詞ふみ香かの悲しみと涙を、止めること。

　だから、全てを──詞香の抱く可能性がある全ての不安を取り除くべく、俺は自信を持って目の前で怯おびえる小さな少女に告げる。

「安心しろ。俺たちは負けやしない。やられやしない」

「…………なん、で……？」

　僅わずかに顔を上げ、俺を見据えてくる深い濃紺の瞳ひとみ。その涙に濡ぬれた瞳をまっすぐ見返し、俺はいつものように笑いをまぜた口調で告げる。

「おいおい、なにを言ってるんだ？　もう四年も俺の側近をやってて、忘れたわけじゃないだろうな？」

「…………？」

　悲嘆と怯えに彩られていた瞳へ、僅かに困惑と疑問がまじる。

　そう。この子は表情や声に表れにくいだけで、しっかりと感情を表している。雰囲気であったり、瞳であったり、そこに宿る感情を読み取るのは、もう慣れたものだ。

　だからその疑問の色に、俺は答える。

「ここは《御み園その》だ。最古の異能者一族が──何千年も生き抜いてきた巨木が、この程度の風雪で揺ゆらぐはずないだろう？」

　それに、と微笑ほほえみ、自分を指さす。

「おまえがいつも様付けで呼んでる俺は、誰だれだ？」

「…………ひなた、様。《御園》の……《長おさ》、です」

「そうだ。俺が珍しくも陣頭指揮を執ってるんだ。場合によっては、もう一人の“〝万能”〟も出る。それとも、この程度じゃ──俺が言う程度じゃ、信用できないか？」

「……!?　そ、そんな、ことは……っ」

　ぱたぱたと手を振り、大きく袂たもとを揺らす詞香。その瞳にはさらに慌ての色がまじり、逆に怯えの色は薄らいできている。

　そんな詞香を安心させるように抱きしめ、耳元に優しく囁ささやく。

「だから、安心しろ。おまえが怯えることなんて、なにもないんだ。俺たちは負けない。たとえどんな小細工があろうと、たとえどんな仕掛けがあろうと、たとえ────どんな情報が流されていて、敵の士気が上がっていようと」

「……っ」

　聞こえたのは、息をのむ音。

　だけどそれは怯おびえや恐怖からくるものではなく、それを乗り越えなにかに気づいたような、そんな前向きな音色。

　それを聞いて、俺おれはもう一度「だから」と繰り返す。

「だから、一緒に考えよう。俺たちの勝ちをさらに確実にするために。俺たちには優秀な家族がいっぱいいるんだから、すぐにいい案が浮かんでくるさ」

　そして続くは、その家族の声。

「うんっ。私はひなくんや皐さ月つきちゃんみたいに直接動けないから、その分がんばるよっ！」

「ま、案を出すのは苦手だけど、日向ひなたがそう言うのなら出してあげるしかないわね」

「由ゆ枝えさんは素直じゃないですねえ……。皐月はあんまり《御み園その》のことに詳しくないので……詳しくないなりの案でも、考えてみますか」

「…………すずり、さま……さつ、きさん。ゆえさん…………ひなた、さまぁ……！」

「あーもう、また泣いてー」

　優しく笑うみんなへ順繰りに視線を巡らせ、最後に俺へと戻ってくる大きな濃紺の瞳ひとみ。

　その潤んだ瞳を見つめながら、内緒話のように小さく耳元へ囁ささやく。

「それに……たとえなにがあったところで、なにかがおまえのせいでも、俺は嫌ってなんかやらないぞ？　皐月曰いわく、俺はロリコンらしいからな」

「……ひな、た……さまぁ……」

　未いまだこぼれでる涙をそっと拭ぬぐってやれば、詞ふみ香かは勢いよく俺へと抱きつき、胸元に顔を押しつけてくる。そこから聞こえてくるのは先ほどまでのなにかを堪こらえた静かなものではなく、幼子へ戻ったような大きな泣き声。

　そうだ。泣きたいなら、泣けるときに泣けばいい。

　俺の隣はもう埋まっているから、常に一緒にいることはできないけど……でも、俺が見ているところでなら、涙と一緒に不安を拭うくらいはしてあげるから。



　数分も経たっただろうか、泣き止やんだ詞香は体を離した俺に深々と頭を下げてきた。

「……お見苦しい、姿を……申し訳、ありません」

「いやいや、見苦しいもんか。かわいかったぞ」

「……それなら、よかったですが……」

　どこか拗すねたように言う詞香は、俺へしたのと同じように残る三人にも頭を下げていく。

　そうして最後、皐月に頭を下げ終えた詞香は、隣に座り直した俺の顔をまっすぐ──なにかの決意を宿した瞳で見据え、その小さな口を開いた。

「……ひなた、様。ご提案、が……あります」



　　　　◇　◇　◇　◇



『隠蔽班ヴエイラー、配置完了しました。──ご武運を』

「はいよ」

　ヘッドセットから聞こえてくる声に軽く返事を返し、背後を振り返る。

「隠蔽班による周囲隠いん蔽ぺいが始まった。最後の確認を行う」

　きれいな月に照らされた、使われていない倉庫や小さな事業所などが無数に点在する港。

　近くの海岸から飛んで来たらしい白い砂にうっすらと覆われ、寂れた印象の残るその一角、元々は材木の仮置き場に使われていたらしい広場で一斉に姿勢を正すのは、整然と整列した黒服たち──《御み園その》の処理班イレース。

　彼らの視線が向かう先、左右に鈴すず莉りと皐さ月つきを並べた俺おれは最終確認……の前に忠告を少し。

「わかってると思うが……俺は今回指揮官だからな？　基本的には戦力扱いするなよ？」

「「「保証しかねます！」」」

「いい返事だなあ、おい！　全員減俸にするぞ！」

「「「っ！　すみませんでした!!」」」

「謝罪の方が元気いいじゃねえか……」

　なんにせよ、ここにいるのは処理班。《長おさ》直属である彼らは、冗談を口にしながらも十分に俺の立場──本来秘される存在であり、指揮官としても戦場に立つのはありえないことであると理解している……はずだ。うん、そのはず。

　本来表舞台に立たないはずの《長》。皐月のときは仕方なかった。伊い瀬せ深み雪ゆきに喧けん嘩かを売られたときは俺が指名された。今回は──彼女の想おもいに報むくいるため。

　多少どころではない不安は残るが……

「──────ま、事が済んだらどうとでもできるか」

　小さく小さく、隣の鈴莉にすら聞こえない程度に呟つぶやき、姿勢を正す。

「いつも通り、隠蔽班が後衛でバックアップを行っている。だから前線の俺たちは気兼ねなくやつらを全滅させるか、主犯格と思われる伊瀬深雪を確保すればいい」

　しかし、懸念が一点。

「《御園》の記録マスターデータと照らし合わせたところ、ほぼ全ての異能が判明した。集まっている《異い戦せん雪せつ原げん》の異能はブリーフィングで伝えた通り、オーソドックス……だからこそ強力なものばかりだ。だがそれよりも厄介なのは、伊瀬深雪含め詳細がわかっていない数人の異能」

　いくら強力な異能だろうと、先にわかっていれば対策の立てようがある。だからこそ俺は情報収集を急がせたのだし、様々な機会に手に入れた情報は全て保存されている。

「わかっていない異能はほんの数人分。とはいえ、諸君は相手が一人であろうとも、警戒に価する特異な異能が存在することを知っているはずだ」

　特異な異能というのは俺や皐月といった“〝万能”〟の異能者だけではなく、普通の異能者にも当てはまる。できることは単一であろうと、バリエーションに富み、予想もできない奇跡を起こす、それが異能というもの。炎を操ったり風を起こしたり、なんてものは異能のほんの一面でしかない。

「それらを用い、《異い戦せん雪せつ原げん》も全力で抵抗してくるだろう。彼らにも、彼らなりの矜きよう持じがあるからだ」

　だから、

「命を大切にしろ！　おまえたちは誰だれ一人として欠けるな！」

「「「必ずや、ご意志のままに!!」」」

「ああ、期待している。その上で──」

　頼もしい答えを返してくれた処理班イレースを見回し、告げる。

「その上で──《御園俺たち》を嘗なめている愚か者どもに身の程を教えてやれ、諸君!!」

「「「了解!!」」」

「作戦、開始!!」

　俺おれの声と共に時計の針が深夜の三時を示し、整然と並んでいた処理班が一斉に動き出す。

『複数の熱源、接近中』

　だが、ヘッドセットからの声が聞こえると同時、



「────お話は終わった？」



　突如かけられた声によりその動きは止まる。止められてしまう。

「ずいぶんと、ベタな登場だな」

「こういうのもいいものでしょう」

　どこか気だるげな声は動き出そうとしていた処理班の背後、倉庫の屋根上から。

　そこに立つのは一人の少女。濃い茶髪のポニーテールに、Ｔシャツとジーンズというラフな格好の彼女は、夜風に髪を揺ゆらしながら眼下の処理班を睥へい睨げいし口元を歪ゆがめる。

「それに……せっかく出向いてくれたのだから、待つくらいはしてあげないと」

　彼女の言葉が合図だったのか、周囲の建物の陰や路地といったところから都市迷彩服を着込んだ男女が次々と飛び出してくる。その姿は銃こそ持っていないものの軍人を彷ほう彿ふつとさせるもので──ただそこにいるというだけで、威圧感がある。

　屈強な軍人じみた《異戦雪原》の戦闘部隊に囲まれていたという、なかなかに洒落しやれになっていない状況。しかし、俺は笑ったままで屋根に立つ少女へ問いかける。

「最後の確認だ、伊い瀬せ深み雪ゆき。大人しくしているつもりはないか？　今なら全員分、帰りの飛行機代くらいは出してやろう」

「今更。アタシたちは信じるもののために、進むだけ」

　なるほど。引くつもりはない、と。

「わかった──」

　ならば仕方あるまい。

《御み園その》も、お付き合いしよう。

「──やれ」

「──やりなさい」

　俺おれと彼女の声は同時、そして両者の部下が動いたのも、また同時。

　しかし──その結果は同じとはならなかった。

「ぐっ！」

「がっ!?」

　次々と上がる苦く悶もんの声は黒服──処理班イレースのもの。

　周囲を囲むように潜んでいた《異い戦せん雪せつ原げん》は路地から飛び出してくると、外周に近い者から順に攻撃を加えてくる。

　それは一人一人の一撃が、確実に処理班の一人を沈めていく丁寧な暴力。

　処理班も反撃を加えるが、一対一に持ち込まれた者からやはり削られてしまう。

「天下の《御園》といっても、こんなもの？」

　屋根の上から伊い瀬せ深み雪ゆきがつまらなさそうに吐き捨ててくる。

　だが、それはまだまだ早計というもの。

「各員、戦力差の確認は終わったな」

　対応に追われる処理班に向かって、彼らの後ろから悠然と呟つぶやく。

「歴史を──積み重ねた対応力の差を見せてやれ」

　瞬間、それまでただ加えられる攻撃をいなしかわし、散発的に反撃を加えていた処理班の動きが変わる。

　彼らは意思の疎通を行う様子もなく、統一された全体の意思でもあるかのように柔軟に流動的に三人一組のチームを作りあげる。

　そしてそれらが相手にするのは──それぞれに分断された《異戦雪原》、一人ずつ。

「各個撃破は《異戦雪原》のお家芸ってわけじゃないぞ？　むしろ《御園》の方が、得意とする戦術だ」

　俺が伊瀬深雪に語りかける間も、瞬時に相対していた一人を倒したそれぞれのチームが場所を入れ替え、新たな一人を作り出し狩りとっていく。

「……下がりなさい。固まって、互いにフォローし合うのよ」

　伊瀬深雪の判断は早かった。

　それは《異戦雪原》としては──個々人の能力を高めていくという性質の組織としては、あまりない命令。だが、一対一に持ち込めなくなり、逆に各個撃破され始めた以上、大量に損耗する前に立て直しを命じた彼女の判断は正しいといえるだろう。

　そして個々の力が強い《異い戦せん雪せつ原げん》といえども連携の訓練は受けているらしく、伊い瀬せ深み雪ゆきの立つ倉庫前に集結する様は隙すきが見つからない。

　複数人で囲まれ各個撃破される以上、囲まれないよう集まって戦うしかない。ああ、それは正しい。間ま違ちがっていない、お手本通りの戦術。

　だからそれは────悪手だ。

　その程度の戦術、《御み園その》の膨大すぎる歴史の中に存在しなかったと、本当に思うのか？

「炎えん槍そう、かまえ」

　俺おれの声を受けて形作られるは、大人三人分はありそうな巨大な炎で形作られた、槍やり。

　それをなすのは先ほど三人一組になったそれぞれのチーム。その中には“〝発火”〟“〝念動”〟の各異能者が入っており、本来任意地点に炎を熾おこすことしかできない“〝発火”〟の力を“〝念動”〟で圧縮し、青白い炎の槍を形作る。

「前方防御、最大！」

　その槍やり衾ぶすまのようにそろえられた切っ先を向けられ、伊瀬深雪が鋭く叫ぶ。

　そして《異戦雪原》の部隊はその命令を聞くよりも早く動き出しており、俺たちとの間に周囲の建物からはがした鉄板や端は材ざいを用い、防護壁を構築する。

　おそらく《異戦雪原》側の“〝念動”〟異能者や“〝物質硬化”〟系の異能者が携わっているあの防護壁。見た目の雑さに反して、相当な強度を誇ることだろう。

「降らせ」

「？　雨……？　水……？」

　それらを無視して発された俺の命令に従い、三人一組になっている最後の一人が《異戦雪原》の周囲へ霧雨のような水気を発生させる。

「異能は規定された単一の機能しか発揮できない」

　だからその単一の機能を完かん璧ぺきに使いこなせるよう、異能を使う本人をさらに鍛え上げよう、という《異戦雪原》の方法論は間違っていない。

　ただ、《御園》とはアプローチの方法が違うだけ。

「確実に限界の存在する異能。だが、それぞれの特性を把握した上で組み合わせてやれば──限界なんて容易たやすく飛び越え、新しい力を生み出す」

「水……炎……高温………………っ！　────全周防御!!」

　気づいたようだが、もう遅い。

　前方にのみ集中させた強固な防護壁、それが逆に仇あだとなる。

「つまらないから……この程度で死んでくれるなよ？　《異戦雪原》」

　そうして俺が命じるのは、ただ一言。

「────放て」

　炎の槍やりが解放される。

“〝念動”〟により圧縮されていた炎は一方が──《異い戦せん雪せつ原げん》に向いた先端が開かれたことで、ジェット噴流のように飛び出していく。

　それだけでもガスバーナーなどとは比べものにならない、凶悪に過ぎる致死性の暴力。しかし、それは正面に作られた強固な防護壁によって防がれてしまう。

　だが、それはあくまで──余波。

　命令から瞬まばたき一つも挟まない瞬時、《異戦雪原》の周囲で大爆発が連続して発生する。

　それは押す波と引く波をもち、防性、支援型の処理班イレース員により守られる俺おれたちの周囲で薄いトタンやブロックで形作られた建物を次々と破壊し、吹き飛ばしていく。

　数秒の後、風を操る異能で煙や粉ふん塵じんを散らしたその場に残っていたのは、二階建ての建物一つのみ。

「…………水蒸気、爆発……っ」

「ご名答」

　全てが吹き飛ばされ骨組みだけが残る広場で、伊い瀬せ深み雪ゆきが苦々しく呻うめく。

　水が非常に高温な物体と接触することにより、気化し発生する爆発現象。それが水蒸気爆発。爆薬を用意するまでもない、お手軽な爆弾。

「派手な炎の槍は、アタシたちに前へ防壁を張らせるためのフェイク……！」

「そういうこと。前方に全力を注いだところで──爆発は全方位から押し寄せる」

　個々の異能が単一の現象であるのならば、それら現象を組み合わせ、新たな現象を作るのは歴史を見るまでもなく──人間の、得意技。単純な物理の実験だ。

　さすがに倉庫から飛び降りたらしい伊瀬深雪の周囲を飾る《異戦雪原》の戦闘部隊は今の一撃だけでその半数以上が倒れ、地に伏している。仲間がいるなら死にはしないだろうが……もはやこの戦闘に復帰はできないだろう。

　動いているためわかりづらいが、残りは数十人程度だろう。対してこちらははじめに損耗した人数を加味しても、まだまだ余裕がある。

「たたみかけろ。一人として逃すな」

　命令を下しながら、頭の片隅に違和感を感じる。

　なんだ。なにがおかしい。

　敵はこちらの術中にはまり、大きく人数を削られた。これならばあと数度炎えん槍そうを投げるなり、再び各個撃破していくなりすることで即座に決着がつくだろう。ならなにが……。

　その疑問を解消したのは、俺の服をつまみ静かに事の成り行きを見守っていた──鈴すず莉り。

「ひなくん！　数が少なすぎる！」

　っ！　そういう、ことか……！

「さすがね、《御み園その》。でも──」

　俺おれがそれに気づいたのと時を同じくして、伊い瀬せ深み雪ゆきが──否いな、彼女だけでなく、《異い戦せん雪せつ原げん》全員が下がり始める。

　じりじりと下がっていくその様は敗色濃厚になったのを察し、撤退しようとしている。そうとしか見えない。だが、それは……違ちがう！

「全力で防御しろ!!　なにかがくるぞ!!」

　叫んだ俺の目に入ってきたのは、笑いを浮かべる伊瀬深雪の口元と──空から舞い落ちる、一片の白。

　この夏間近にふさわしくない雪とも綿毛とも見える一片は、じれったくなるほどの速度でゆっくりと地上へと落ちていく。

　それがなにかはわからない。だが、確信にも似た直感が走る。

　──これが、伊瀬深雪の──《異戦雪原》の切り札だ。

　とっさの判断で吹き飛ばされ転がっていたトタンを手に取り『盾』──『攻撃を全て防ぐ物』という定義を適用させる。それを掲げながら、もう片手で鈴すず莉りと皐さ月つきを抱きとめ転がっていたベニヤ板の上へ押し倒す。その手が触れるか触れないかという刹せつ那な、体の下にあるベニヤ板にも同様の『盾』を定義し──

「正しいのはアタシたち────裁きの雷いかづちを、受けなさい」















　────瞬間、真昼のごとき眩まばゆい光に包まれた。



　それらをなすのは下から上へと跳ね上がる、逆向きの雷がごときスパーク。

　一秒か二秒か。スパークが周囲一帯を雷でできた草原のように埋め尽くしていたのは、その程度だっただろう。

　しかしその数秒で、辺りは様変わりしていた。

　二人の手を引いて起き上がりつつ見やれば、いたるところで倒れ、もしくはかすかに痙けい攣れんしている黒服たち。その中には防御方面に優れた異能者もまじっているが……その全てが、地に伏している。

「スパーク……電気か……っ」

　トタン板を脇に捨てながら呻うめく。

　金属製の盾なんてものは言わずもがな。“〝硬化”〟系の異能者が硬化しようと、“〝念動”〟系の異能者が防護壁を作ろうと、それらの力がない異能者が普通の攻撃に備えて防御しようと、地に着けた足下から襲い来る電気はそれら全てを通り抜けていく。

「無事とは驚いたわ」

　処理班イレースが倒れ伏した中を悠々と歩いてくる伊い瀬せ深み雪ゆき。

　その背後には最初より数を減らした──しかし、今となっては多すぎる《異い戦せん雪せつ原げん》の戦闘部隊の姿がある。

「これでも守りに徹すれば負け知らずなんでね」

「ただの鉄壁や建物程度なら、アタシの“〝降りしきる雷”〟は簡単に貫通するけれど？」

　伊瀬深雪は愉快そうに目を細める。

　そうだ。それは正しい。俺おれだって普通に処理班の防御役に任せていたら、今頃彼らと同じように地面へ転がっていただろう。

　それが防げたのは、偏ひとえに“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟のおかげ。定義を『盾』に、『攻撃を全て防ぐ物』としていたからこそ、物理的な方法では防ぎきれない雷を防げたというだけ。

「それで、立ち上がってどうするの？」

　伊瀬深雪は俺たちから数メートル離れて立ち止まり、勝ち誇った笑みを向けてくる。

「後ろをかばうところを見れば、まともに戦えるのはあんた一人。それも少々特殊とはいえ、防御型のようね」

　伊瀬深雪が片手を挙げると、彼女の背後に連なっていた《異戦雪原》の数が──増える。

　それは伏兵。損耗することなくそろった、残りの戦闘部隊。

　道理で簡単すぎるはずだ。

　彼女ははじめから少数しか連れていなかった。だが、周囲に散らばり、なおかつ個人で素早く動くために、俺たちはその正確な数を推し量ることができなかった。少ない人数を多く見せかけ、攪かく乱らんしたのだ。

　だからこそ余裕がある。この鎮圧型の異能を用いた後に、隠してあった本命で悠々と攻撃を加えられるのはわかっていたから。少数を犠牲に、俺おれたちに油断を誘うことで本命を成し遂げた。

「支援の後方部隊を使う？　残念ながら、アタシの“〝降りしきる雷”〟は威力が弱く気絶までしかさせられないかわりに、超広範囲型。この周辺一帯を範囲に収めているわ。雷いかづちをよけることなんて、かなわないと知りなさい」

　彼女の言を今確かめることはできない。

　俺のものは無事だが、彼女の異能は電気。それが流された処理班イレースも──そして彼女の話では隠蔽班ヴエイラーも、通信機器を含めた電子機器は壊されたとみていいだろう。それは常に相互通話状態になっているはずのヘッドセットからなにも聞こえないということも──無言ではいられないこの状況で隠蔽班から連絡がない。それからも、容易に想像できる。

「広範囲に一斉鎮圧をかけられる異能。これがおまえの切り札ってわけか」

「陳腐な言い方をすれば、そう。個人でも、組織を圧倒することができる異能よ」

　嘲あざけるように言った伊い瀬せ深み雪ゆきは、

「抵抗しないなら、見逃してあげる」

　その状況にあってもなお背後の二人をかばって立つ俺に、強気な微笑ほほえみを向けてくる。

「アタシの目的は本部にある情報の奪取。そのために邪魔な戦闘部門は、おびき寄せて一気に潰つぶさせてもらった。だから、もうあんたは用済み。ここまで戦闘部門を連れてきてくれたことに感謝して、見逃してあげる」

「……なるほど。俺はまんまとあんたの術中にはまって、本部を手薄にしちまったわけだ」

「ええ。さすがにアウェイで戦う気はないわ。だから、わざとわかりやすく移動した。《御み園その》が本部での迎撃戦を嫌って潰しにくるだろうことは予想できたから」

「それが本当なら相当な策士だよ、あんた。《御園》に引き抜きたいくらいだ」

「お生あい憎にく様さま。アタシは《異戦雪原》の伊瀬深雪よ」

　言い切り、彼女は再び繰り返す。

「抵抗しないなら、見逃してあげる。どうせお荷物を連れた上に一人では、なにもできないでしょう」

　見逃してあげる、か。ずいぶんと上から目線の言葉じゃないか。

　だが、それもこの状況では仕方ないだろう。

《異い戦せん雪せつ原げん》は本命の部隊が加わり、その数を増している。しかし、対する《御園》は伊瀬深雪曰いわく──

「──一人。一人か」

　いやはや、どうやら俺は詰めが甘いとした伊瀬深雪に対する評価を、改めなければならないようだ。

「く、くくく……」

「なにを笑って……？」

　引き抜き、か。それもいいかもしれない。

「あんたは言ったな。この周辺一帯を異能の範囲に収めている、と」

　ちょうど、人手の足りていないところがある。

「伏兵を警戒したか？　支援部隊が回ってくるのを恐れたか？」

　俺おれの態度に違和感を覚えたのだろう、伊い瀬せ深み雪ゆきが、《異い戦せん雪せつ原げん》の異能者たちが怪け訝げんな顔を浮かべながらも、経験からくる感覚で警戒を強め始める。

「ああ、たしかに強力な異能だ。イレギュラーすぎる、範囲鎮圧型の異能。自信をもつのもわかる。要かなめにするのもわかる」

　だが、

「全域を攻撃した。目の前の敵が倒れた。その程度で勝ち誇るなんて、さっさと伏兵を出してしまうなんて──評価は下方修正。引き抜いた先も──雑用だ」

　ああ、なぜ気づかない。

「な、なにを言って……」

「なにを？　それはおまえの方だろう、伊瀬深雪」

　その異能は強力だ。一人で組織規模の作戦の要とできる。喰くらえば気絶せずとも筋肉の収縮により動くこともできず、防ぐことも容易ならざる雷神の裁き。

　だが、やはり詰めが甘い。

　先遣隊を犠牲に油断を誘い、鎮圧した後で本命を投入する。ここまで考えているのに、どうして────同規模で防ぐことのできる人員がいないと、そう考えた。

「ご苦労様、伊瀬深雪。あんたはがんばったが……まだまだ、俺を一人にはできないようだ。仲間なら最初からずっと──そこにいるんだからな」

　片目を瞑つぶってうそぶき、俺はそれを指さす。



　そう────周囲一帯が吹き飛ばされたにもかかわらずなぜか、唯一残っている建物を。



「っ！　壊せ!!」

　さすがは武闘派の《異戦雪原》。俺が示した瞬間には火球や氷、土塊など遠距離で発動できる異能が殺到する。

　それらは狙ねらい過たず建物へと直撃し、その外壁を破壊する。

「まだ！　飽和攻撃！」

　しかし、それでも彼らは攻撃を緩めない。

　確実に安全な距離から潰つぶしてしまおう、そういう考えが透けて見える。

　そしてそれは──不正解だ。

「撃ち方やめ！　………………な、んで……」

　伊い瀬せ深み雪ゆきの呆ぼう然ぜんとした声が上がる。

　先ほどの攻撃はたしかに直撃した。それは砕かれ、崩れ去った建物からも明らか。

　しかし、その瓦が礫れきや粉ふん塵じんの中心はぽっかりと立方体状に開けており、瓦礫も粉塵も──そして《異い戦せん雪せつ原げん》の攻性異能者たちによる攻撃も、一切がとどいていない。

　生ぬるい潮風が煙を払い、露あらわにされた中心に立つのは、現代風にアレンジされた和服を着こなす小さな少女。

　そして年端もいかぬ彼女を先頭とし背後や上空──壁がないにもかかわらず浮き続ける上層部分に整列するは、数百人からなる黒服たち──《御み園その》第一処理班イレース。

　彼らは周囲の煙が晴れきるや否いなや悠然と動き、俺おれの前面左右へと隊列を組み直す。

　そこから外れ、俺の背後へ控えるは先頭に立っていた和装の少女──隠蔽班ヴエイラー班長、月つく詠よみ詞ふみ香か。

「広範囲の防壁……っ!?」

「正解でもあり、不正解でもある」

　だけど、答えは教えない。ぺらぺらと喋しやべるのは漫画の中とバカだけでいい。

　これが詞香の提案してきた最後の一手。

　戦闘開始よりも先に周辺の建物へ処理班とともに身を隠し、本当の危機になるまで最前線で戦力を守り続ける。いかなる物であろうと、見えないものであろうと、広範囲に全てを遮断する詞香の異能──“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟を使って。

“〝閉じた小部屋”〟の本質は『遮断』。あの透明な壁の内と外は別の世界といっても過言ではない。それはもちろん異能の雷すらも通さないということ。

　大人数を“〝閉じた小部屋”〟に入れることで、内部の酸素消費は激しかっただろう。

　それだけでなく、周囲に“〝閉じた小部屋”〟の結界があるとわかっていても、気づかれないよう敵の間近まで行き、身を潜めているのはどれほどの恐怖か。

　まったく。どうして俺の周りにいる女の子たちは、危険なことを自ら選ぼうとするのか。

「あると思ったんだよ。広範囲を攻撃する異能」

　決闘事件のとき、罠わなは確実に仕掛けられていた。それは伊瀬深雪の態度からも明らか。だが、その後隠蔽班が調べたところで、なにも痕こん跡せきを発見できなかった。

　ならばそれは、使わなければ痕跡も残らない──異能。

　前回使用しなかったのであれば、規模こそ異なれど敵の元へ攻め入るという同条件の今回、使用しない道理はない。

　さあ、二回戦の始まりを告げよう。

「切り札はまだあるか？　さらなる伏兵は？　次なるイレギュラーな異能は？　俺おれたちを一網打尽にする作戦は？　それがないのなら──」

　こいつにはわかるはずもないが、皐さ月つきのときと同じ言葉で、同じように。

「──さあて、本番の開幕だ。これだけの数、消耗した状態で相手するか？」

「……それでも、よ。伏兵はお互い様。まだ十分に勝ち目は……ある！」

　力強く言い切る伊い瀬せ深み雪ゆき。

　しかしその強さが逆にそれが最後──すでに切り札を切り終えていると示してしまう。

　それもそうだろう。あの“〝降りしきる雷”〟とやらは普通防げない。俺や詞ふみ香かといった、攻撃という存在そのものを遮断できるような異能でもないかぎり、それは不可能だ。

　だからこそ《御み園その》の剣である処理班イレースがああも見事に全滅させられたのだ。

　いや、失礼。正確には──第二処理班だけが。

　そして妙なところでロジカルな異能。それだけの広範囲、威力を誇る広域鎮圧型異能──即座に発動できるはずがない。

「伊瀬深雪、次の“〝降りしきる雷”〟の発動まではどれだけかかる？　五分か、一〇分か、それとも三〇分か……？」

「っ……」

　切り札を切られる前に第二処理班だけで片をつけてしまえれば、一番よかった。

　だが、そうもいかなかった以上、仕方あるまい。

「隠蔽班ヴエイラー班長、第一処理班──働いてもらうぞ。《御園》の力、存分に見せつけてやれ!!」

「「「我ら《御園》、お言葉のままに!!」」」

　声をそろえ動きをそろえ、《御園》の処理班が動き出す。

　その数は二〇〇。決して多いとはいえないが──彼らは第一処理班。その練度は近年になって増設された第二処理班を遥はるかに上回る。

「これまで通り、各個撃破しなさい！　妙な動きを見つけたら、即座に潰つぶすこと！　一気に喰くわれる!!」

　伊瀬深雪の叫びに応じて走り出すは《異い戦せん雪せつ原げん》第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいを中心とした、戦闘部隊。その数は二五〇前後。しかも彼ら個人の力量は、処理班のそれを僅わずかに上回る。

　ただし──第二処理班の。

　各個撃破を狙ねらい飛び込んでくる《異戦雪原》の異能者たち。彼らはときに処理班を狩り、そしてときに処理班に狩られていく。

　連続して炎えん槍そうなどそれぞれの異能を組み合わせた力が放たれ、《異戦雪原》を襲う。

　そんな中、偶然開けた隙すき間まを通り、一人の異能者がこちらへ──俺めがけ走ってくる。

　そのそろえられた指は鈍色にびいろに輝いており、まさに手刀というのがふさわしい。

「指揮官を、潰せば……っ！」

　見た目通りの切れ味を持つらしいその手は、俺おれに迫る者のいると気づいた処理班イレースが投げたコンクリートブロックを易やす々やすと切断する。

　そしてその返す刀で俺めがけ振り下ろされた手刀は──

「な、なに……!?」

「……ひなた、様には……触れさせない」

　──俺に触れることなく、空中で静止した。

　使いようによっては鉄壁の防御となる詞ふみ香かの“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟、それが俺の前より敵の手刀を微み塵じんも進ませない。

　やれやれ、どうやら俺も働かなくちゃいけないようだ。

　俺は個人戦力では意味がないと言った。だが、それはあくまで戦術として、組織単位の攻撃に対する切り札として、使うことができないということ。

　だから手の内を暴き、詞香の活躍で乗り越えた今なら、それを使うことができる。

「なあ、皐さ月つき」

「なんです、お兄ちゃん」

　呼びかければ即座に返ってくる妹の声。

　その俺たちの前では、一度“〝閉じた小部屋”〟に手刀を阻まれた異能者が再度見えぬ盾を迂う回かいして、俺に攻撃を加えようと動いている。

　しかし、

「こっちも、だと……っ！」

　その攻撃は、やはり再出現した“〝閉じた小部屋”〟に阻まれる。

　だが、防御が手刀に回った隙すきをつき、別の方向から火球が迫り来る。

　それでも、俺は動かない。動く必要がない。

　なぜならば──詞香が首をかしげ、小さく呟つぶやいているから。

「……一つじゃない、よ？」

　瞬間、俺に当たるより遥はるか手前で、火球がその動きを宙に縫い止められる。

　動きを止めた火球は一瞬の間を置き、すぐに力を失ったように消え去ってしまう。

　そして『一つじゃない』という詞香の言葉は、ただそれだけを示しているのではない。

「……！　……！」

“〝閉じた小部屋”〟に手刀を阻まれていた男が、今度は“〝閉じた小部屋”〟に囚とらわれ何度も見えない境界へ手刀を突き立てる。

　しかし、“〝閉じた小部屋”〟は内からも外からも全てを遮断する。そして小さな小さな部屋で暴れればそれだけ酸素は減っていき──意識を奪われる。

　同時に、俺の見えるほぼ全域といっても過言ではない範囲で、敵の動きがおかしくなる。

　ある者は動きを止め、ある者はなにかに躓つまずいたように地へ伏せ、ある者は自ら壁にぶつかったようにずるずると下方へ落ちていく。

「……いくらでも、出す……よ！」

　詞ふみ香かが自信と自負ののった声で呟つぶやく。

　そう。必要がないために普段は出していないだけで、詞香の異能は本来──彼女が認識できるだけ、無数に発現させることができる。

　それは発動しているということを術者が把握しておけば、視界内に限った話ではない。

　故に、

「詞香、全周開放」

「……了解、です」

「────なっ！」

　上がった声はどこからか。

　詞香の“〝閉じた小部屋ロツクドルーム”〟で守られていたのは、間近の第一処理班イレースだけではない。

　そこから分隊し、周囲全てを包囲するように潜んでいた他の処理班も、全てが“〝閉じた小部屋”〟の恩恵を受けている。

「挟み撃ちだ」

　中心から広がる処理班。周囲を包囲する処理班。

　だから俺おれはさっき言ったはずだ。

「一人も逃がすな」

　と。

「なあ、皐さ月つき。本来前線になんて絶対出てこない詞香が、ここまでがんばってるんだ」

　そうして一連の流れを眺めていた皐月に再度声をかける。

「俺たちも俺たちらしい戦い方で、微力ながら加勢しようじゃないか」

　俺の顔は、おそらく獰どう猛もうな笑みに。

　そしてそれは──妹も、同様に。

「ええ、小さな詞香ちゃん働かせてのんびり見学なんて──年上失格ですからね!!」

　瞬間、叫びに呼応して月明かりが隠される。

　それは俺たちにとっては二度目の、そして《異い戦せん雪せつ原げん》にとっては初めての──凶悪なる剣の雨。

　暗闇が周囲を満たした瞬間、処理班が一斉に数カ所に散らばる。

　彼らに法則性はなく、集まる人数もバラバラ。

　しかし、頭上にあるのは共通して──先ほど詞香が作り出した“〝閉じた小部屋”〟。

　あらかじめ予測していた処理班は強固なる小部屋の下に隠れられるが、無慈悲な剣の雨は暗闇の意味に気づき損ねた《異戦雪原》の異能者たちを容赦なく喰くらっていく。

　さらに多種を創る必要のない今回は相当余裕があるようで、剣雨の降る範囲は前回よりも格段に、広い。

「派手なものだ」

　それじゃあ、

「俺おれも負けないように、がんばりますか」

　ちらりと後ろに視線を向ければ、皐さ月つきに守られて立っている鈴すず莉りが力強く頷うなずいてくる。

　大丈夫。俺には帰る場所があるし、そのための力を持ち、さらには鈴莉からも……もらっている。

「いってくる」

「いってらっしゃい、ひなくん。危なかったら、私のことは気にせず使ってね」

「了解。できるだけ使わないようにはする」

　手に取るは事前に創っておいてもらった一対の斧おの。

　鈴莉の声を背に、皐月が創った武器を手に、剣雨の降りしきる戦場を駆ける。

　そこはまだまだ混戦の続く戦場。すなわち突如飛び込んできた俺も、《異い戦せん雪せつ原げん》からするとただの敵であり──

「──はっ！」

　上空から岩塊が、側面からは空気が歪ゆがむほどの熱を纏まといし拳こぶしが襲いかかる。

「まだまだ甘いんだよ、ガキどもが！」

　嘲あざけり笑い、右の斧で岩塊を切り飛ばす。そして落ちてきた岩塊の破片を溶かし貫つらぬいた灼しやく熱ねつの拳は──左の斧で受け止める。

「ばっ……!?　溶けない、だと!?」

「残念」

　左の斧を振り払い、その勢いで体を回し、右の背で打ち据える。

　この斧という武器は俺と相性がいい。

　本来の定義そのままに『切断する物』とすれば切れぬものはないし、幅広の刃を『盾』に見立てれば『攻撃を防ぐ物』という定義も成り立つ。さらに斧を単に『切断する物』ではなく『投とう擲てき武器』と見なせば、その効力は中距離から遠距離にまで及ぶ。

　普通の剣でも防御することは可能だが、それはあくまで剣で防御するという域を出ない。どうしてもあの細身を『盾』と見立てることが俺にはできないのだ。その汎用性の低さに比すれば、斧という武器は“〝万物の使用者オムニア・ユゾリス”〟と十分すぎるほど相性がいい。

　体を回し終えれば、再び岩塊が飛んでくる。しかし、俺はそれを力を込めることもなく豆腐のようにあっさりと切り捨て、驚きよう愕がくの表情で動きを止める異能者を柄で殴り飛ばす。

「嘗なめるな！」

　その殴り抜いた直後、後ろに隠れていた異能者がその腕を叩きつけてくる。

　それはまさに一瞬。残像すらも残さぬ速度にて振るわれた腕は俺の腕を折り、地面へと深い傷跡を刻む。

「こっちだってなあ……遊びでやってんじゃねえんだよ！」

　力が入らなくなり斧おのを取り落とした俺おれへ、その異能者は怒りも露あらわに引いた腕を振り抜こうとする。折れた右腕側から回り込むそれは、斧の扱いに最適化された今の体でも、防ぐことは難しい。

「奇遇だな。俺も、遊びのつもりはない」

　だが、それは俺に届くことなく、宙に止まる。

「その、腕……っ！　てめえ、防御型の異能者じゃ……！」

「誰だれもそうとは言ってないぞ？」

　折られたばかりの腕で腕の根元を受け止め、笑いかける。

　いくら拳こぶしが速かろうと体は動いていないのだから、戦闘に最適化されたこの体で抑える程度のこと、容易たやすい。

　それにこれは、

「嫁からの、愛の力でね!!」

　心の中で鈴すず莉りに礼を言い、抑え込んだまま逆の手で斧を振って異能者を気絶させる。

　鈴莉から譲渡された“〝自己治癒”〟。その力は遺憾なく発揮され、骨折をも瞬時に治し、俺に進む力を与え続ける。















　まだ鈴すず莉りに近い位置でよかった。離れすぎていたら、即座の治癒は難しかっただろう。

　再び斧おのを取り、戦場の奥へひた走る。異能の発動まで時間がかかる以上、彼女は確実に奥で守られているはずだから。

　火球を切り、水流を防ぎ、鈴莉の力を要所で借りながら奥へと向かえば、そこにいたのは想像通り──伊い瀬せ深み雪ゆき。

　彼女は周囲へ雪のような綿毛を降らせ、その中心で顔を歪ゆがませている。

「おいおい、もうやめとけって。おとなしく投降しろ」

　ため息交じりに言い、その綿毛の結界から一歩離れたところで足を止める。

　俺おれの予想でしかないが、“〝降りしきる雷”〟とやらはあの綿毛が一定量溜たまらなければ、発動できないのだろう。だからこそ一度きりの切り札。しかし迎撃用とするには、これ以上ないほどに適した異能。

　おそらく決闘事件のときはグラウンドの土に混ざり、さらに昼間の厳しい日差しで見づらく。今回は潮風にのって地面に散らばっていた、砂に混じって。

「これだけのことをしでかして、ここまでのことをされて……今更、投降なんてできるはずがない！」

「ここまで？　いやはや、おかしなことを言う」

　ああ、本当におかしなことだ。

　この結果はこいつが招いたこと。こいつが望んだことのはずじゃないか。

　戦闘音の止やんだ静寂の中、ほぼ全員が重傷以上の怪け我がを負っているであろう《異い戦せん雪せつ原げん》の異能者が地に伏す戦場跡を背に、俺は笑いながらそれを告げる。

「俺は訊きいたはずだぞ？」

　そう。

「おまえたちがしたいのは、模擬戦か？　それとも────戦闘か？」

　と。

　そして彼女はこう答えた。

「情報を差し出さないなら──こちらは戦闘をしかける」

　と。

　ならば全ては彼女の望んだこと。

「おまえが戦闘をしたいと言ったんだろう？　伊瀬深雪。だから俺はそれに合わせてやっただけだ」

　悔しそうに俺を睨にらみつける彼女の名前を口にし、周囲に散らばる雪のごとき綿毛を見て、不意に合点がいく。

「ああ、なるほど。伊瀬。伊瀬と異戦の言葉遊び。己が本質の雪と合わせ、《異戦雪原》。聞き覚えがあると思ったら今や廃すたれし《異戦雪原》の源流、その直系か。ならばその異能は本質たる雪からの転化。乾燥や粒子の摩擦からの発展系」

　イレギュラーで強力なのも当たり前だ。

　伊い瀬せ深み雪ゆき────《異い戦せん雪せつ原げん》の姫。

　ここまで重要なやつが《御み園その》のお膝ひざ元もとに島流しがごとく配されているなんて。皮肉にもほどがある。

「なにを……直系……？」

「いやなに、知らないならそれでいい」

　突然方向性の変わった言葉に怪け訝げんな顔をする伊瀬深雪に苦笑して手を振る。

　今は関係のない話だ。俺おれにも──ましてや、彼女にも。

　知らないのならば、知らないままで。関わらないのならば、関わらないままで。それが安定を導く。

　──────だが、これは一つの思わぬ拾いもの。

　内心の笑みを隠しもせず、俺は口を開く。

「さて、どうする伊瀬深雪」

　この問いかけは何度目か。

「今回も、おまえの負けだ」

　それぞれの戦闘を終え、俺の後ろへ整列する処理班イレースの面々。その間を通り詞ふみ香かと皐さ月つき、二人に守られた鈴すず莉りも姿を現す。

　砲台である皐月、戦闘能力のない鈴莉、近接戦闘向きの異能ではない詞香。彼女たちが現れたということは一つのことを示している。

　それは──戦闘の終了。

《異戦雪原》の戦闘部隊が、全滅したという事実。

「さあ、どうする伊瀬深雪。このまま雷を降らせるか？」

「まったく……これじゃあ、あたし一人がんばったところで、どうしようもない……」

　諦めたように俺たちを──その後ろに転がる仲間たちを見る伊瀬深雪。

「うまく、いっていたのに……」

　呟つぶやく彼女は、力が抜けたように地面へと腰を落とす。処理班の誰だれかが起こした異能の風に吹かれ、すでに降り止やんでいた綿毛の散った地面へ。

「ああ、たしかにうまくいっていたさ。俺たちだってこれだけの数をあの短期間で整えるなんて、思ってもいなかった」

《御園》の日本中に仲間がいるという長所を逆手に取った、敵が集まりきる前に行動を起こす電撃戦。

　その点では、こいつは正しく策士であり、優秀な指揮官だ。

　だが、

「おまえは一手読み損ねた。本来なら簡単に気づくだろうその一手を見逃したために、負けたんだ」

　それは“〝降りしきる雷”〟が破られたら、という想定。

　それさえしておけば──“〝降りしきる雷”〟を最後の切り札としていなければ、まだ目はあったかもしれない。

　本来──本質的には知略戦ではない、力と力のぶつかり合いであるこの戦闘。

　しかし、それでも一手の読み違ちがえは大きい。

「あなたは《御み園その》の強さに慢心せず、その一手を正しく読み切った……だからアタシたちは負けたってこと……」

「いいや、それは違う」

　そう。俺おれじゃない。俺たちの一手、それはとある一人の少女の発案。

「この一手を作り上げたのは本来戦場には出ず、自らの身を守ることも即座にはできない、年端もいかない小さな少女だ」

　一歩横にずれ、後ろに控えていたその少女──詞ふみ香かを驚きと悔しさで固まる伊い瀬せ深み雪ゆきの正面へ晒さらす。

「あんたの読みを、この子の勇気が一手上回った。そういうことなんだよ」

　だから、今回の勝利を作り出した立役者は俺でも皐さ月つきでもなく──他ならぬ、詞香だ。





















　　　　◆　◆　◆　◆



「会談の前に、《長おさ》からの書状を代読させていただきます」

「『単刀直入に言おう。賠償の金も、謝罪も、第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいの処分や君たち上層陣の引責辞任など、そんなものは必要ない。微み塵じんも興味がない』」

「『その代わりと言ってはなんだが、一つこちらから提案がある』」

「『────《御み園その》に、協力しないか？』」

「『もちろん断ることも可能だ。しかし、その場合……姫が我々の手元にあることを、お忘れなく』」

「『いくら没落した源流とはいえ、わざわざ名を《御園》から変え、未いまだもって最古の起源を否定し続ける以上、無視はできまい。姫が己が存在の意味を知らずとも、姫の存在を無視したとなれば、諸君の拠より所どころたる名すら無意味となるのだから』」

「『さて、どうする？　なに、今更併合しようなんてつもりではない。ただ我々の遊びを──狩りを、少々手伝ってほしいだけだよ』」

「────以上になります。お返事をいただけますか。《異い戦せん雪せつ原げん》の大隊長方」



　　　　◆　◆　◆　◆



「これで……終わり！」

「ひ～なくんっ、おつかれさま～！」

「今回ばかりは、本気で疲れたよ……」

　ハンコを片付け、立ち上がった瞬間飛びついてきた鈴すず莉りを抱きとめる。

　現場での事後処理を終え、《異戦雪原》との会談に出向く由ゆ枝えさんを見送り、《長》の部屋に戻ってからも書類仕事をこなし……ようやく全てが終わった頃には、すでに時計の針は夜の七時を回っていた。

「“〝消失”〟を相手にしたときも面倒だったけど……今回はさらにギリギリもギリギリ。それこそ、伊い瀬せ深み雪ゆきがもう一手持っていたら負けてたかもしれない。もうこりごりだよ、こんな綱渡りみたいな戦い……」

「とか言いながら抱き合ってぐるぐる回らない！　危ないですよ！　まったく、お兄ちゃん元気じゃないですか」

「疲れてるからこそ、鈴莉とじゃれて体力回復してるんだ」

「ひなくんの元気の素です」

　皐さ月つきに反論しつつ鈴莉を下ろせば、えっへんとわがままな胸を張る鈴莉。おおう、いつもながら揺ゆれてらっしゃる。もう一回抱きしめて回ろうかなー。

　しかしその前に鈴すず莉りはソファーへ移動し、にぱ～っと笑って隣をぽむぽむ叩いてくる。

　その誘いを断る理由なんてもちろんあるはずもなく隣へ座れば、こてんと肩に頭を預けてくる鈴莉さん。そのまま数度甘えるように頬ほおをこすりつけてきた鈴莉は、満足したのか上うわ目め遣づかいに俺おれを見上げ、

「でもひなくん、その場合の手も考えてたんでしょ？」

「あー、まあな。いくつかあるにはあったけど」

「由ゆ枝えさんが言っていた空爆とかですか？」

「とか」

　物的人的被害を考慮しなければ、無数といってもいいほどに案は出てくる。それは作戦前も、作戦中も……それこそ、詞ふみ香かが隠していた伏兵が破られたあとでも。

　それが皐さ月つきにもわかったのだろう。苦い顔をした彼女に苦笑する。

「結果として、敵味方ともに死者ゼロ。今はそれで十分だ」

「これでテストも終わったし、こっちのことも終わったし、あとは夏休みを待つばっかりだね～」

「夏休みですかー。海とか行きたいですねえ」

「えへへ～、今年もひなくんを悩殺するために水着選びをがんばるんだよっ」

「……でも、買いに行くのはお兄ちゃんと一緒に、なんですよね？」

「ふぇ？　当たり前だよ。私とひなくんはいつでも一緒だもん♪」

「そーいうのって、普通隠しておいて海でお披ひ露ろ目めとかそういうものでは……？　…………白い砂浜で、新しい水着にどぎまぎする二人。浜辺で水のかけあいをして、そのまま『待てー』『捕まえてみてー』とか…………いいですねえ……」

「あ、皐月ちゃんがロマンチック世界に行っちゃった」

　そんな鈴莉と皐月のいつも通りなやりとりがなんとも懐かしい。それほどに濃く、神経を磨すり減へらす一日だった。

　だが、その一日は鈴莉が言うように終わっては──いない。

「詞香」

　呼びかけるのは向かいのソファー端に皐月と共に腰掛けている詞香。俯うつむいたまま動かないため眠っているのかとも錯覚してしまうが……

「……はい」

　上がった顔はそのように穏やかなものではなく、俺が声をかけることを──これから話すことを確信しているように、硬い。

「詞香、先に謝っておく。もしこれから言うことが違ちがっていたら、すまない。怒ってくれ。叩いても、蹴ってもいい」

「それはお兄ちゃんにとってご褒美になりかね──」

　ないんじゃ……という妄想の国から戻ってきた皐さ月つきの言葉は、俺おれと詞ふみ香かの真剣な顔を見て小さく消えていく。

　詞香はそんな皐月を気にした様子もなく硬い顔のまま、小さく曖あい昧まいに頷うなずく。それはまるでそんなものをする機会は訪れない、と言わんばかりに。

　そんな彼女に俺はもう一度「詞香」と呼びかけ、それを──途中で確信したものの、機会がなく追及できなかったそれを、口にする。

「あいつらに──《異い戦せん雪せつ原げん》第だい八はち戦せん化か部ぶ隊たいに情報を流したのは……おまえか、月つく詠よみ詞香」

「お、お兄ちゃん!?　いきなりなにを──」

「……そう、です。わたしが……流し、ました」

　皐月の声へ被かぶさるように、あらかじめ覚悟を決めていたように、詞香は即答する。

「どうして、と理由を聞いてもいいか？」

「………………みんな、ひなた様を……尊敬、してないから……」

　俺の問いかけにぽつりと、そう切り出す詞香。

「……みんな、ひなた様に……友達、みたいに。……敬うべき人、なのに」

　だから、と彼女は目を伏せ、

「……だから見直して、ほしかった。ひなた様、の素晴らしさと……すごさをわかってもらえば、きっと……敬ってくれるはず、だから」

　詞香の口からこれほどの長文を聞くのは、長い付き合いの俺でもあまり、ない。

　それこそ前に皐月へ怒ったときくらい。

　そしてそれも──俺を侮辱されたと、思ったとき。

「……そのため、に手近で……ひなた様なら、簡単に鎮圧……できるところへ、興味のありそうな情報を、流してみた」

「その情報を元に暴れ出して、俺が先導して倒せば、みんなが見直す？」

　こくりと頷く詞香。

　その拍子に、大きな濃紺の瞳ひとみから涙がこぼれる。

「……でも、あんな大事になる、なんて……思って、なかった……」

　間に挟まれる謝罪は一日ほど前、詞香の口から止めどなく溢あふれていたものと同じもの。

「……ひなた、様を──この家本部を、危険にさらす……つもりなんて、なかったのに……」

「詞香ちゃん、それは……」

「だが、事実としてこうなってしまったわけだ。一歩間ま違ちがえれば本部を他組織に荒らされるという非常事態に。その責任は……重い」

「お兄ちゃん！　そんな風に言わなくたって!!」

　皐月が目をつり上げ、怒鳴ってくる。

　ああ、皐さ月つき。その怒りは正しい。泣いている詞ふみ香かへ追い打ちをかける俺おれに対する、その怒りは。

「目的は、達成できたか？」

「……え？」

　睨にらむ皐月を無視して問いかければ、膝ひざの上できつく拳こぶしを握りしめていた詞香が不思議そうな声を上げる。

「おまえの当初の目的だよ。本部のみんなに、俺を見直させたかったんだろ？」

　言えば詞香もわかったようで、戸惑いながらも小さく頷うなずいてくる。

「……十、分に。敬っていると……わかりました。それ、はみんなの声や、指示に従う姿から……も」

　そしてそうでもなければ、

「……敵の切り札で、倒される可能性、の高い作戦に……処理班イレースが、納得してくれるはずも……ありません」

「そうだ。みんなこんな俺を──まだまだ若くてバカな俺を信じ、尊重してくれ、ついてきてくれる。俺なんかには、もったいないくらいに」

「……そのような、ことは……っ」

　とっさに否定しようとする詞香へ首を振る。

　俺がまだまだ未熟なのは、俺自身が一番わかっている。たしかに職員の多くは俺のことを歴代で最も優しく、そしてそれを通せるだけの力も意思も備わった、《長おさ》にふさわしい人物だと、口をそろえて言う。

　今回だって第二処理班を使い捨てるような作戦──そして第一処理班が破れたあとの作戦も説明していない俺に、なにも言わず従ってくれる。

　だが、まだだ。まだまだ……足りない。力も知識も、なにもかも。鈴すず莉りを守り抜くために、俺はまだまだ力がいる。

　しかしそんな俺でも、これだけは確実に言えることがある。

「みんなはその上で、俺のことを友人のようにも思ってくれている。一緒に仕事をする同僚とも、戦場で肩を並べ背中を預けるに足る戦友とも。だから決して、詞香が思っていたように敬っていないなんてことはないんだ」

　こんなことを自分で言うのもどうかと思うが、それが事実。

　根底には《長》を──もったいなくも俺を敬う感情があるのは、乱れぬかけ声を聞けば伝わってくる。そこへさらに、仲間としての──血の繋つながった家族としての気安さも、加わっているというだけのこと。そしてそれは俺がただ上に立つだけでなく、彼らと一緒に働き、動きたいと望んでいるからこそ。

「……はい。疑って、しまったこと……申し訳なく、思っています」

　だから、と詞ふみ香かは涙を拭ぬぐい、毅き然ぜんとした瞳ひとみで俺おれを見つめる。

「……わたし、は……隠蔽班ヴエイラーの班長を、やめたいと、思います」

「ふ、ふみちゃん!?　でも今回のは、ひなくんのことを思って……」

　その突然の宣言に驚く鈴すず莉りへ、しかし詞香はゆっくりと首を振る。

「……誰だれか、が責任を……とらないと、いけません。怪け我が人にんは……いっぱい、います」

　そして覚悟を決めたように頷うなずき、

「……悪いことをした、悪い子は……罰を受けないと、いけないん……です」

「…………詞香、自分が言っている意味はわかっているのか？」

「……はい。……班長、になるという……約束、でお借りしている……この部屋もお返し、します。学校へも……行き、ます」

「それだけじゃない。班長を辞するということは、もはや俺の側近としては扱えない。他の職員同様の扱いになるだろう。特別扱いも、できなくなる」

「……わかって、います……」

　詞香の言葉はなにかを堪こらえるように苦しげなもの。それを表すようにさらにきつく握りしめられた拳こぶしはすでに元々の白さを通り越し、青白くすらなってしまっている。

「そう、か……。わかってるのか……」

　息を吐きながらソファーに背を預ける。

　自惚うぬぼれかもしれないが、あれほどまでに慕っている俺から離れなければならないのは辛つらいことだろう。だがそれでも、詞香は自らを裁いて頷く。

「お兄ちゃん……」

「ひなくん……」

　そんな詞香の手に自らの手を添える皐さ月つきが、隣の鈴莉が上うわ目め遣づかいで無言のうちに訊たずねてくる。

　──それでいいのか、と。

　その二人に視線を向けることなく、俺は詞香だけを見つめる。

「これで最後の質問だ、詞香」

「……はい」

　変わらぬ平へい坦たんな声に皐月は俺が《長おさ》──組織の長として判断したと結論づけたのだろう。悔しげに唇くちびるを噛かみしめる。その様からはなにか手がないのか、と思考を巡らせている様がありありと浮かんでくる。

　しかしそんな皐月とは対照的に、鈴莉は俺の態度からなにかに気づいたように頬ほおを緩ませる。

「詞香」

　もう一度呼びかけ、三人の視線を受ける中、俺はそれを口にする。



「その悪い子は……いったいどこにいるんだい？」



「…………え？」

「はい？」

　ポカン、と目を丸くする詞ふみ香か、そしてそんな詞香をかばうように寄り添っていた皐さ月つき。

　しかしこの言葉を予想していたらしい鈴すず莉りは『やっぱりね』とでも言いたげに目を弓なりにして俺おれの腕をぽんぽん叩いてくる。

「……ひなた、様……？　あの……悪いのは、わたし、で……」

「俺が話を聞く限り、だ」

　珍しく狼ろう狽ばいも露あらわな詞香の言葉を遮り、肩をすくめる。

「ここにいる詞香は悪い子なんかじゃなくて……俺のことを真剣に気遣い、慕ってくれているだけの優しい子のようだが？」

「…………」

　詞香は呆ぼう然ぜんと、今度こそ目も口も丸く開いたまま固まってしまう。

　しかし俺が表情を変えず──微笑ほほえみながらいると、俺の意図を悟ったのだろう。その表情が再び硬くなる。

「……しかし、それでは誰だれも、納得……しません」

「詞香は、そう思うのか？」

「……はい。もし、ひなた様が、そのお力で納得、させても……」

　自分が納得できない、か。

「なら、訊きいてみようじゃないか」

「……？」

　軽く言い放ち、ドアへ向かう。

「ほら、なにぼーっとしてるんだ。もともと仕事が終わったら参加するつもりだっただろ？」



　山一つを丸ごとくりぬいて造られているこの本部。その影響もあって、山の裾すそ野のも相当な広範囲にわたって《御み園その》の敷地になっている。

　だから、その中には自然豊かな保養施設──キャンプ場なんてものも存在しているわけで。

「あ、《長おさ》。お疲れ様っす」

「おー。ちゃんと俺らの分もあるんだろうな」

「食堂長が最悪在庫全部出すって息巻いてたんで、おそらく。処理班イレースの大食らいたちが食い尽くさなければ」

「なんとも心配になる一言をありがとう」

　交代の時間なのか、入れ違ちがいに山の中──本部内に戻ろうとする職員に苦笑を返す。

　そうして俺おれと手を繋つないでとてとて隣を歩く鈴すず莉り、後ろに続く皐さ月つきと詞ふみ香かと共に外へ出れば、そこでは大の大人たちが百人単位で集まり、バーベキューを中心にして騒いでいた。

「ま、プチ慰労パーティってことで」

　このためにさらに書類が数枚増えたのだが、これくらいはいいだろう。なにせあまりないそこそこ大きな規模の集団異能戦。苦労をかけた部下をねぎらってやるのも上の仕事だ。

「皐月、詞香を連れて待っててもらっていいか？」

「え、ええ。それはかまいませんが」

　騒ぐ彼らに向かいつつ振り返って言えば、怪け訝げんそうに頷うなずく皐月。

　だけど、今回は皐月が主役ではないので、すっかり皐月にも慣れたらしく彼女の横を歩く詞香に視線を落とす。

「詞香、隅っこで待ってな」

「……ひなた、様……」

　おそらく俺が今からすることをうすうす感じているのだろう。血の気の引いた顔で、詞香が俺の名を呼ぶ。

　だが、俺は小さく笑い返すだけで、なにも答えない。このあとの結末は、容易に想像ができるから。

「はい、みんな注目！」

　集団の外縁付近に詞香と皐月を残したまま、声を張り上げ騒ぎを中心として詞香たちの逆側へ移動する。

「《長おさ》、仕事終わったんですか？　さっき遅れた書類出したとこっすけど」

「経理の連中ブチギレてましたよ？　急な追加予算は困るって」

「《長》の秘書にこの慰労会の様子をメールで送ったら『死ね』って返ってきたんで、気ぃつけてくださいね」

「おまえら一気に不吉なこと垂れ流すなよ!?」

　俺に気づいたやつらからかけられた声に叫び返しつつ端まで行けば、特になにを言ったわけでもなく、全員が俺を向き一斉に直立不動の姿勢を取る。

　……まあ、数人口の中の肉を処理しきれてないやつもいるが、そのあたりはご愛あい敬きようだ。別に姿勢を正してほしかったわけじゃないし。

「さて、本来ならここでねぎらいの言葉でもかけるのが普通なんだろうが……その前に一つ、皆に訊たずねたいことがある。いいかな？」

　俺が声を出せば、処理班イレース、隠蔽班ヴエイラーを含めた本部の職員たちが頷きを見せる。

　その後ろでは、皐さ月つきに後ろから抱きしめられた詞ふみ香かの姿も見える。その顔は今にも逃げ出さんばかりに、怯おびえ一色だ。

　だけど、安心しろ詞香。だって、この世界は──

「たとえばの話だ」

　まずは本題の前にワンクッション。

「支部の襲撃から始まった、今回の一連の事件」

　この事件では。

「怪け我が人にんも多数出た。仕事の時間も延びた。デートの予定が潰つぶれたやつだっているかもしれない」

　今由ゆ枝えさんの行っている会談で全ての決着がつく、この事件が。

「この事件が──一人の少女の、強い忠誠心と思いやりで起きたと言ったら……みんな、どうする？」

　一斉に俺おれの言葉を吟味するような、不思議そうな顔になる職員たち。

「『なんてことを』と裁きを求めるか？　『おまえのせいで』と責任をとらせるか？　諸君は、どう考える」

　しかし、それは数瞬。

　周囲の知人らと顔を見合わせた彼ら彼女らは、再び一斉に声を上げ、



「「「許します!!」」」



　ただ一つの言葉を、唱和した。

「ほう、その心は？」

　俺の問い返しに、職員たちは口々に告げる。

「我らは《御み園その》、異能者の起源にして本流！」

「その程度で揺ゆらぐ《御園》ではなし！」

「我ら古来より続きし、異能者の血統《御園》！」

「少女の優しき心を──思いやりを許容できずに、なにが異能者の総本山か！」

　言葉は違ちがえど、語る内容は違えど、その示す内容は全て同じ。



　少女を許すと──それがどうした、と。その程度で《御園》が揺らぐものか、と。



「なるほど。諸君の想おもいはよくわかった」

　俺が口を開くと、広場に静寂が戻ってくる。

「祝勝の場でたとえばの話をして諸君を考え込ませてしまい、すまない。以降は、しっかりと食べ、飲み、語らい、英気を養ってくれ。次いつ、なにがあるともわからないのだから。以上、解散！」

　大きく手を振り、言葉と共に話は終了だと示せば、職員たちは一礼の後三々五々、散らばっていく。

　あるいは食べ物を受け取りに、あるいは友人同士雑談を再開し。

　彼らの端を通り、詞ふみ香かの元へと戻る。

　その顔はすでに血の気が戻っており……しかし代わりに、ぽろぽろと、大粒の涙が追加されていた。

「さて、詞香。今のを聞いたかな？」

「…………は、い」

　涙をこぼしながら、詞香は頷うなずく。

「具体的なことは話していないが、みんな納得して認めてくれた。それに今回の功労者は詞香、おまえだ。自分の行動の始末を自分で取り、帳尻はすでに合わせてる」

「……みんな、の気持ちは……お聞き、しました」

　詞香は着物の袖そでで涙を拭ぬぐい、再び頷く。

　そうして上がった顔はまっすぐに俺おれに向けられ、

「……です、が……」

　それでも、どこか詞香は困った顔で食い下がってくる。

　その気持ちはわからないでもない。ただ赦ゆるされ、放免されるその気持ちは。

「やっぱり、自分の気がすまない、か？」

　静かに、しかしはっきりと頷く詞香。

　本当に、なんて出来のいい子だ。こんなに責任感が強く、まっすぐに誰だれかを慕い、自らの行動が起こす意味をわかっている。こんな子がまだ中学一年生相当だというのだから、これから成長したときが楽しみでならない。

「だったら、こうしよう」

　だから、それまではおまえを手元から手放したりはしない。

　そんなもったいないことは、できない。

　俺の目的のためには、この子の協力も必要なのだから。

「詞香、おまえはよりいっそう《御み園その》に──俺に、仕えてくれ」

「……それ、では……なにも、変わりません」

「よりいっそう、だぞ？　今まで程度じゃ全然駄目だってことだ」

「……？」

　怪け訝げんそうな顔と雰囲気。

　俺の気持ちそのままとはいえ、さすがに抽象的すぎたか。

「そうだな……ただお茶を入れてくれるんじゃなくて、メイド服で給仕したり、とかかな」

「……！　今すぐ、買って……きます……！」

「ふみちゃん!?　今のはひなくんなりの冗談だからね!?　お財布探さなくていいんだよ!?」

「……わたしは、赦ゆるされるなら……みなさんに、ご奉仕しても……かまいません……！」

「その発言はロリスキーな人たちに誤解されて大人のご奉仕頼まれちゃうから、やめておいた方がいいかも」

「そうだな。メイドといえばご奉仕。詞ふみ香かが駄目ってわけじゃないが……ご奉仕なら、鈴すず莉りにやってほしいかな」

「も、もうひなくんったら…………家に帰ったらたっぷり、ね♪」

　そんなある種いつも通りに戻ってしまった空気に、一人置いてけぼりをくらったような顔で皐さ月つきが呟つぶやく。

「…………えっと……つまり、どういうことなんですか？」

「おまえはもうちょっと、詞香の読解力と行間読みスキルを分けてもらえ……」

　つまりは、だ。

「詞香はよりいっそう俺おれに仕えること。──以上、これを今回の元凶への罰とする！　お説教終わり！」

　大声で締め、呆ぼう然ぜんとした様子の詞香に笑いかける。

　すると彼女はようやく体が理解に追いついたのか、再び涙をこぼし出す。

「……ごめん、なさい……」

　それはもはや昨日から幾度聞いたともしれない謝罪。しかしそこにのせられた意味は大きく異なる。

　そして、詞香は泣きながら大きく頭を下げ、

「……ありがとう、ございます……っ」

「俺はなにもお礼を言われるようなことなんてしてないさ。ただ、前も言った通りだ。《御み園その》はその程度じゃ揺ゆるがない。だから自由に考え、行動しろ。《御園》が──俺が受け止めてやる」

　そして詞香はその行動の責任を、自らを危険にさらす作戦で果たした。ならばもはや、謝ることも、お礼を言うべきこともない。

「それにな、詞香」

「……？」

　不思議そうな詞香の耳元に顔を近づけ、まるでいたずらを話すように囁ささやく。

「この世界は、そんなに厳しくないんだよ。意外と、優しさで溢あふれてるんだ」

　それは、俺の理想。

　そのための《長おさ》で。

　そのための異能ちからで。

　そのための《御み園その》。

「ほら、泣くなって。いつも思ってるんだが、おまえは仏頂面より笑ってる方がよっぽどかわいい」

　囁ささやくために曲げていた体を起こし、詞ふみ香かの涙を拭ぬぐってやる。

　そうすれば、白く輝く月を背に、彼女は涙をこぼしながらもされるがまま、



「……はいっ！」



　憑つき物ものが落ちたような、晴れやかな笑顔を見せてくれたのだった。


















あとがき



　お久しぶりです、水み月づき紗さ鳥とりです。

　いきなり三巻を読んでいるアグレッシブさんは、はじめまして。水月紗鳥です。



『森羅万象オムニアを統すべる者』三巻ですよ、三巻。『“〝閉じた小部屋”〟下』ですよ。

　副題通り下巻ということで、“〝閉じた小部屋”〟編はこれにて終了です。ぜひ二巻『“〝閉じた小部屋”〟上』から、一つの物語として読んでみてください。

『森羅万象を統べる者』自体はまだ続きますので、お楽しみに。

　などと若じやつ干かん真ま面じ目めなことを書いたところで、今回の裏話。

　ええ、いつも通りページ数の壁です。今回も泣く泣くイチャイチャを削りました。それはもう、がっつりと。巻き添えで由ゆ枝えさんのシーンも削りました。イチャイチャを削るのに、由枝さんでページ使っていてはダメでしょう。（由枝さんファンの方ごめんなさい）

　なのでまたしても『甘さ控えめ』になってしまったという、そういう巻です。上下巻にしたのにね！　一冊丸ごとイチャイチャあまあま、とかしてみたいね！



　続いて、今巻のネタバレ含みの内容について。

　毎度のことながら、準備はいいですかー？　微妙なネタバレがきますよー。

　では──



　ニーソ!!



　…………いや、これでいいんでしょうか。今回の説明。

　もちろん三巻にはニーソ以外にもいろいろ出てくるのですが、あとがきを書いている時点でパッと浮かんだのがこれだったという。

　さて、皆さんは黒ニーソと白ニーソ、どちらがお好きですか？　そうですか、色じゃなくて誰だれがどれだけの時間、どんな状況下で履いていたか、ですか。正論ですが変態さんですね。私は黒スト・タイツ派です。

　あ、別に『森羅万象を統べる者』はニーソが主軸のお話じゃないです。三巻だろうと変わらず、日向ひなたと鈴すず莉りのイチャイチャが主軸です。

　今回はニーソが活躍（？）しますが、あくまでメインは鈴莉とのイチャイチャです。それは読んでもらえると納得していただけるかと。



　それでは今回はページ数が少ないので、早速謝辞を。

　担当様、いつも素早くご連絡、ご対応してくださり、ありがとうございます。ご相談したことで新たな発見があったりして、とても感謝しております。

　イラストの有あり河かわサトル様、三巻もかわいいイラスト、かっこいいイラストをありがとうございます。イラストが届く度、パソコン前でニヤニヤしています。

　編集部の皆様、出版に携わってくださった皆様、並びに全国の書店員の皆様。この作品を世に出すことができたのは、皆様のおかげです。ありがとうございます。

　そして友人たち。住む土地はバラバラになったものの、今まで通り付き合ってくださり、ありがとうございます。卒業してもネタばかりのようで、なによりです。



　最後になりましたが、この本をお買い上げくださった読者の皆様に心より感謝を申し上げます。

　これからもお付き合いいただけますと幸いです。

　次は四巻でお会いしましょう。



水み月づき紗さ鳥とり
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